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　シャーリック王国の移動宮殿といえば、いわゆる「連れん邦ぽう三大奇景」のひとつとして名高い。王の寝屋から官人の寮りよう、衛兵の詰め所までが鮮やかな五ご色しきの天幕の下に設けられた「織物の朝廷」は古来、旅人の目を驚かせてきた。




　移動宮殿といっても実際にはそれほど移動しないらしい。




　かつて我が本ほん地ちの旅行家がシャーリックを訪れた際、たまたま五十年だか百年だかに一度の記録的豪雨が王都を襲った。びっくりして洗せん濯たく物ものを取り込んだり、天幕の支柱を蹴け倒たおしたり、びっくりした山や羊ぎに頭突きを食らったりしている人々を見て、旅行家が「このショボいテント村は即時移動に備えてのものだったんだよ！」と歴史的かんちがいをしてしまったのが「移動宮殿」という呼び名の由来である。現地のことばで「集合王宮」というのが正式名称だそうだ。




　シャーリック王国は雨のほとんど降らない極東の砂漠にある国だ。




　そんなところからワッセワッセとかつぎ出された人間ケンカ御み輿こしこと二世ネルリ姫が本地の豊かな雨に度ど肝ぎもをぬかれるのは充分に予想可能なことだった。だが、彼女が新聞の天気予報欄らんに対して、

「雨など降らぬ！　降らせはせぬ！」

　と悲鳴にも似た声をあげるのを見たときには、さすがの僕も驚かされた。

　ばさりと新聞を放りすてたネルリはドルフィンキックで二度地じ団だん駄だを踏ふみ、「ナラー」と叫んで長なが椅い子すに倒れ込んだ。

　――この間わずか二秒。宙に舞った新聞紙が地に落ちるより先の早はや業わざであった。現げん実じつ逃とう避ひもここまで来ればもはや兵器である。

　着いたばかりの郵便物を寮りよう塔とうごとに仕分けしていた通信委員の女子が顔をあげて、いぶかしげな視線を投げかけてきた。

　僕は、お気き遣づかいなく、というメッセージをこめて軽く笑顔を浮かべてみせ、床の上の新聞を拾った。

　ネルリは革張りの椅子につっぷし、その独特の髷まげの先から、それなりにすらりと伸びた足を経て爪先まで、怒ど気きをパツンパツンにみなぎらせていた。

　何をそこまで憤いきどおっているのかと疑問に思うより先に僕がしたことは、届いたばかりの日刊紙『中央活動通信』の読者投稿欄「学生のひろば」に自分のハガキが掲けい載さいされているかどうかを確認することであった。椅子に腰をおろし、インクのにおいを胸いっぱいにすい込みながらめあての面を開いてみると、連邦中の若きネタ職人たちがしのぎを削るその小さな戦場に、僕の名前はあった（ペンネーム「青の時代」）。選評は「同級生のＮさん、またも大暴走！　五十ガバーシカ。」

　やった！　五十ガバーシカ獲得！　これで目標のニーコン社製顕けん微び鏡きようまで、あと二百ガバーシカ！

　僕は新聞をもとどおりきれいに折りたたんでテーブルの上に置き、傷心の同級生に向きなおった。

「なあネルリ、天気予報に腹を立てたってしょうがないだろ」

　予報によれば、我が第八高校のある本地南部は夕方から雨模様で、今後一週間ぐずついた天気が続くという。例年どおりの秋の長雨だった。

　これのどこがいけないんでしょうかね～、と報道マン顔負けの中立公正なスタンスでもって相手の出方をうかがっていると、ネルリはくちびるを椅子の革におしあててブルルルルフと威い嚇かく音おんを発した。

「大ネルリの節句に雨が降るなどという、そんな悪意ある憶おく測そくに腹を立てずにおられようか！」

　そういって彼女は顔をあげた。

　ふつう女子が長椅子に横たわり、片かた肘ひじ突いて上体を起こした姿というと、しどけないというか誘っている感じというか、お母さん猫の授乳ポーズみたいで思わずチュッチュしてゴロニャーンしたくなるものだが、眼前の王女ネルリちゃんの場合、「家ン中土足厳禁」文化圏で育ったものだから、靴くつをはいたままくつろぐことが体質的に不可能であり、結果としてぴんと伸ばされた二本の脚が開閉する巨大な肉バサミとなったので、チョキチョキやられてみるのもオツなもの。つまり僕の職業適性がニャンコ専門のトリマーにあるということなのかニャ？

「いや、そんなのおかしいし」

　僕はネルリの憶測に対し、理知的にいいかえした。「予報とかちゃんと科学的にやってるし。気まぐれ気象予報士とかいないし。試験にパスした人がやってるし」

「ならば制度自体を根本から見直す時期に来ているのではないか。あるいは科学の倫りん理り的てきな側面に目を向けてみる必要があるのではないか」

　とネルリさんの革新的なご意見を頂ちよう戴だいして今後の行政に活かしていきたい所しよ存ぞんではございますが、ひとつラディカルな反論をさせていただくと――テメーの国でやれ。

　山羊とバカしか産しないド後進国からこの春やって来たおのぼりちゃんの分ぶん際ざいで、ひとの国を否定してんじゃねえっつーの。

「そもそも何？　大ネルリの節句？　ンなもん聞いたトキねーゾ……？」

「何と！　大ネルリの節句を知らないものがあろうとは！」

　ネルリのあげた声がロビー全体に響きわたり、郵便物を受け取りに来た学生が足をとめた。校内放送の準備をしていた通信委員が、マイクを手でおおい、迷惑顔でこちらを見た。天てん井じようのスピーカーから砂のようなノイズが流れて空間の底に散らばった。

　ネルリはころりと仰あお向むけになって、感かん嘆たん詞しと笑いの交じったナラーッハッハという声を発した。

「大ネルリの節句が来なければ、このネルリはいつまでも年を取れぬではないか。さすればこの世はどうなるね、レイチ・レイーチイチ？」

　どうなるかというと、やはり外見は変わらずに経験だけを積んでいってロリババアになったり神とあがめられたり宇宙生命コスモゾーンと一体化したりするんじゃないのかな。そうした何かの神様のライフワーク的な方面でなく現実的に考えてみても、何年たっても容姿の変わらないネルリに吸血鬼疑惑が持ち上がって実際彼女は人間をやめていてさらに究極の生命体アルテイミツト・シイングへと進化してやることなくなってそのうち考えるのをやめて宇宙生命コスモゾーンと一体化する――

　逃れられぬ因いん果がなのか……。

「そんなのゴメンだ。短くも激しく燃えるのが命の火だ」

　僕の脳のう裏りには老ろう衰すいで死んだホンチヒメネズミのマンモスの姿が浮かんでいた。マンモス――ベタ馴なれで、僕のてのひらの上でうどんを食べるのが好きだったマンモス。お気に入りの巣箱の中で眠るように死んでいったマンモス。幼い僕に人生は別れの連続なのだと教えてくれた最良の友人だった。

　彼との思い出にひたる僕を見て、ネルリは何をかんちがいしたのか、

「少しいいすぎた」

　とつぶやいて、それっきりおとなしくなり、

「他の新聞ならば、晴れの予報をしているかもしれないよ」

　といいながら席を立って、通信委員のカウンターに積みかさねられた新聞をごっそり抱えて運んできた。僕はＰＮペンネーム「青の時代」が有力各紙の投稿欄を総ナメにする夢想にほくそ笑みながら、ネルリに連続で傘かさマークを突きつける作業に取りかかった。




「大ネルリの節句」に当たるという翌週の第三曜日はやっぱり朝から雨だった。ネルリとその家臣団がナラーナラーとドタバタ奔ほん走そうした結果、ネルリのくらす第二寮塔で「大ネルリの節せち会え」が開かれることになった。

　そのあたりでようやく僕も、その節句というのはネルリの誕生日のお祝いのことなのではないかという仮説を立てることに成功したのだが、それをネルリ本人との面接を通して検証しようとしたところ、鼻で笑われた。

「誕生日……フハハ、誕生日だと？」

　彼女は帰り仕じ度たくの手を休めて、隣の席のナナイを見た。「ナナイよ、汝なんじ、自分の生まれた日を知っているか？」

　シャーリック王国親衛隊少しよう尉いとして王女ネルリの護衛兼ご学友の任にある誇り高き軍人女子ナナイは、主君にからかわれたと思ったのか一瞬けわしい表情を浮かべたが、その特徴的な耳飾りの羽をひとつなでると、いつもの無表情にもどった。

「誕生月くらいまでは記憶しておりますが、誕生日まではとても……」

「そうであろう。むべなるかな」

　ネルリは深くうなずくと、机の中の教科書やノートをズドンバタンと目の前に積みあげた。「誕生日などという細かいことまでいちいち祝わねばならぬとは、いやはや、本地民の生活ときたら迷信でがんじがらめ！　よくもまあ我慢できるものだ。もはやシャッポを脱がざるをえないよ」

　そういってころころ笑い、教室を見渡したはいいが、クラスメイトたちの同意を得られなかったので、彼女はちょっと驚いたように「むむむ」とうなった。

「とにかく今こ宵よいの節会に汝も参れ。いくら楽しみでも、このことをうつむいて口にしてはならぬぞ。地中の悪あく魔まが聞くといけない」

　ネルリは小さな体で懸命に六時間分の教科書ノート資料集を抱え持ち、辞書はナナイに持ってもらって、いそいそと教室を出ていった。




　僕たち八高の学生が「塔の森」と呼ぶ校舎群は、雨の夜にはその十二階建ての上の方が暗い雲にまぎれて、夜空を支える巨大な柱のように見えた。学生たちの個室の灯りは、星のかわりにするには数も明度も足りなかった。二重窓を通して漏れる光が雨の軌き跡せきを照らし出した。月まで伸びる木があったなら、梢こずえから降る落ち葉はあんな風に見えるだろうと思った。

　第十寮塔の最上階から地上に降り立った一年十一組の男子、通称ビショヌレ美少年ＢＯＹＳのメンバーは、穴の空いた雨どいから殺人的な勢いで落下してくる水流をひらりとかわし、同じクラスの女子たちのいる第二寮塔へと一直線に突き進んだ。

「女子寮に行くなんて、ひさしぶりだな」

　とヘイジンがいった。彼は雨あま合がつ羽ぱのフードを前方に引っぱって、眼鏡めがねのレンズに雨う滴てきがつくのを防ごうとしていた。

　隣を行くサンガさんは意味ありげな笑みを浮かべた。彼のスケベニンゲンぶりと男ぶりからして、地下にトンネルを掘って女子寮塔に通う、あるいは女子たちが地下にトンネルを掘って彼のもとへやって来るといった事態が生じていても不思議はなかった。学生防衛隊から分けてもらったという白いポンチョの下には、ネルリの好きなお菓子セット（七十大たい幣へい相当）が抱えられていた。こうしたコンスタントなモテ投資が彼のリア充ライフを可能にしているのであった。

　一方僕は、農芸隊の作業で泥どろだらけになった長靴をついでに洗ってしまおうと思って、サンガさんやヘイジンが避けて通る水たまりにわざわざ入って水しぶきをあげて、なぜかテンションもあがっちゃったりしてるからモテない。

「さすがのネルリも、この雨じゃ野外行事は無理だよな」

　僕のことばに賛同したいたずらな風さんが僕の合羽のフードを吹きとばした。

　ネルリとその子分どもはおしっこ・相撲すもう・ＢＢＱバーベキユーなど、人間の本能に直結した行為を全て野外で済ませて良しとする野の良ら人種なのだった。

　第二寮塔の一階には、人の出入りを監視する寮塔委員の女子と、十一組男子四天王最後のひとり、ワジ・ワジーチが並んで座っていた。いつもは管理ノートや落とし物なんかが載っているアッシュ・ブラウンの木製カウンターの上に、今日はグラスがふたつ仲よく並んでいて、おつまみ的な小皿もあったりして、ちょっとしたダイニングバーみたいで何かズルイ！　僕なんて雨の中でひとりモテあぐねてたのに！

「やあ、よく来てくれたな。ここに記帳してくれ」

　彼は巻物のようなものをひろげて、名前を書くよううながした。見てみると、僕ら以外にも多数のゲストが名を連ねていた。みんな寮塔ですごす秋の夜長を持てあましているのだ。

　僕は羽根ペンと見まちがえたふりをして、ワジの耳飾りを引っぱってみた。彼は「ナラー」と声をあげて、僕の手をふりはらった。

　彼もナナイと同じくネルリのおともをしてシャーリック王国からやって来た下げ僕ぼく学生なのであった。王女に仕える彼の左耳は、王国の伝統にのっとって切りおとされている。まったく野や蛮ばんな風習だ。

　……だが待てよ。そうした野蛮さをいまに伝える民族であってみれば、その通過儀礼イニシエーシヨンの過激度が何らかの条例違反ギリギリに達していてもおかしくはない。

　たとえばネルリの何かを刈ったり剃そったり、その様子をカメラに収めたり――。

　見逃す手はねえ、このエロスペクタクル！　僕はバカ正直に自分の名前を書きつけているクラスメイトを尻しり目めに「Ｘ」とだけ署名して、階段をかけあがった。

　第二寮塔は二階から十二階まで各四部屋ずつの個室全てに女子が住む、僕たち男子にとっては魅み惑わくの小悪魔系天国なのだが、ガン無視で通過した。

　堕だ落らくした民に用はなかった。

　僕は「はいてない＆はえてない」天使に一目会おうと、勇気という名の翼をはばたかせ、ひたすらに高みを目指していたのだ。

　十一階にあるネルリの部屋にツルリとすべり込んだところ、ナナイにとっつかまって長靴を脱がされた。見ると彼女は、魔ま除よけだというまっくろ隈くま取どりアイメイクを涙でグチャグチャにしていた。

「何かあった？」

　僕がたずねると、彼女は、

「立派に成人なされた殿でん下かを拝見していると……あんなにお小さかった殿下が……」

　と涙に声をつまらせた。

　いまでも充分お小さいネルリもまた泣いていて、ポロポロこぼれ落ちる涙をぞろっとした民族衣い装しようの袖でぬぐっていた。彼女は部屋のまんなかの、ベッドと机の間の狭せまいスペースに、三人の先輩（男）と向き合う形で座っていた。

　その内のひとりが貢みつぎ物ものの目録みたいなのを読みあげていた。

　おえらいさん同士にはこうした儀ぎ式しきに対する共通認識があるのかもしれない。僕らの高校は連邦中の王国から王族やその関係者が集まる特殊な学校だった。

　だが、僕は本地の一般市民で、そういう「常識」は持ち合わせていなかった。だから余裕で手ブラだった。

　目録を読みおえた先輩が、それをネルリに差し出した。受け取ったネルリは、床に手を突いてお辞じ儀ぎをした。

「これからも王位継承権者の名に恥じぬよう、精しよう進じんして参ります。なにとぞ御指導御ご鞭べん撻たつをたまわりますよう、謹つつしんでお願い申しあげます」

　三人の先輩は礼を返し、立ちあがろうとした。

　そこにナナイが出ていって、元は仔牛ぐらいのサイズであったろう、巨大なパンの切れっぱしを掲かかげた。

「どうぞ我が君に祝福のパンをたまわりますよう」

　彼女はそういって、パンのへりを指でつまむような仕し草ぐさをした。

　ネルリが目をつぶり、パカッと口を開けた。

　何これ？　エサやりタイム？

　三人の先輩は顔を見合わせてしばしためらっていたが、やがてそれぞれパンをちぎってネルリの口に運んだ。

　ネルリはパクッとパンを呑のみ込こんだ。その両生類的な勢いに指まで持っていかれかけた先輩があわてて手を引っ込めた。

　わあ、この手のアトラクション、僕ダーイスキ！

　小学生のころ、村に見み世せ物もの小ご屋やが来て「恐怖！　人喰い野人」という看板が立ったので、そいつのエサにしてやろうとクラスで一番嫌いだった奴を誘って見に行ったことがあるくらいだ（野人はただの毛深いおっさんだった）。

　僕は一刻も早くこの小さなパン食い人種に給きゆう餌じしたい一心で、彼女ににじりよった。

「ネルおめ！」

　僕は祝福のことばを手短に済ませた。

「おお、レイチ」

　ネルリは床までたれさがる袖そでで、涙に濡れた顔をゴシゴシこすった。「あいにくの雨、そしてあいにくの十一階にもかかわらず来てくれたことをうれしく思うぞ」

「あいにく」の軸がブレているようにも感じたが、そんなことより気になって仕方ないのが彼女の民族衣装だ。

　まるで大ネルリだ、と思った。

　演劇大祭で彼女が大ネルリこと初代ネルリを演じたことは記憶に新しかった。憧れのご先祖様の役をやるというのでネルリは大はりきりして、かわいかったな。そして僕は、最終的になぜか舞台上で彼女にプロポーズしてしまった。あの夜のことをふりかえると、胸に小さな火がともったように心があったかーくなる。

　ところで、この服ってどうやって脱がせばいいワケ？　いや、別に変な意味じゃなくて、作り手側に立っちゃうとどうしてもそういう形で物事を分析したくなるワケ。クリエイターの職業病ってヤツですかね。

　僕はトラディショナルネルリを「僕の母に似ている」などの激甘フレーズでほめあげておいて、パンを持つナナイを手まねきした。

「僕もいいかな、それ」

「もちろんだ」

　彼女はパンを突き出した。「これでお前にも福がもたらされることだろう」

　ネルリは姿勢を正し、口をオープンした。

　パンに手を伸ばした僕は、親指と人差し指でつまむふりをしながら、パンの裏側に残りの指を這はわせた。そして小さな一片をちぎり取るように見せかけて、素早く手首をスナップ！　中指薬指小指をショベルのように使い、拳こぶし大だいの塊かたまりをえぐり取った。故郷の村で「ゴッドハンド」と恐れられた荒技である。

　ネルリは目をつぶったまま、僕の差し出したパンに食いついたが、その大きさに意表を突かれたらしく、「むぐぐ」とうなった。モグモグ食べ進めてはいるが、先輩たちとのときとはちがって、どうもパフォーマンスにキレがない。












　よく考えたら、あれだけパンが減ってるってことは、すでにかなりの量を腹に収めてるってことか？　ひょっとしてすでに満腹？

　こういう野獣タイプのファイターって、ハングリー精神を失うと荒っぽいだけの選手になってしまいがちだけど、ネルリもそのパターンらしい。このまま軽量級戦線からフェードアウトしてしまうのか？　と戦況を見まもっていると、彼女はパンを頰ほおばったまま目を開き、「モハー」と叫んでナナイの腕の中に転がり込んだ。

　彼女は口の中のものをゴックンしてから、僕の持つ特大パンを見て、

「やりすぎではないか」

　と非難の声をあげた。

　ナナイが主君をかばって、その前に立ちはだかり、僕の頭部をねらってオーバーハンドのフックを放ってきた。

　フッ、そんな大振りのパンチが当たるわけ――などと余裕コイてたのがいけなかったのか、僕はこめかみに強打を食らって、ネルリのベッドにぽよんとダウンした。

「バ、バカな……パンチが伸びた……」

　よく見てみると、ナナイの手には例のパンが握られていた。

　凶器がふんわり白パンだったのは不幸中の幸いだった。あれが僕の故郷の硬く焼きしめられた黒パンだったら頭をかち割られていただろう。「人はパンのために生くるにあらず」などと寝言をぬかす勝ち組インテリ諸君にも一度この恐怖を味わってもらいたいものだ。

「ネルリ、成人おめでとう」

　ドアが開いて、サンガさんとヘイジンが入ってきた。

　ナイスタイミング、リザーブ諸君！

　僕は戦後処理を彼らの手にゆだね、部屋の外へ撤てつ退たいした。背後からネルリに「ぼろぼろのむらひも！」と罵ば声せいらしきものを浴びせられた。




　八高の塔はどれも細長かった。

　寮塔は中央に階段があり、その両脇にふたつずつ個室が並ぶというのが共通のデザインで、それ以外の空きスペースといえば小さな洗面台の前くらいしかなかった。

　僕はそこに立ち、壁にかかった鏡をのぞいた。

　あいかわらずのさえない顔が映っていた。

　十六歳――

　僕は三ヶ月前に誕生日を迎えて十六歳になっていた。

　本地で成人といったら、法的には二十歳からだ。それはずっと先の未来のことのように思えた。遠すぎて想像の及ばないものだった。

　僕の視界に入るものは、鏡の上で光るオレンジ色した電球と、マヌケ面して立っている僕自身の姿だけだった。

　階下から女子たちの立てる華やかなさざめきが漂ってきていた。

　僕はネルリの部屋から持ち出したパンをかじった。やけに塩辛くて、毎日食べるにはキツいな、と思った。













「なったなった。大人になった」

　そういって意い気き揚よう々ようと教室に乗り込んできたネルリだったが、一夜明けて変化したところは特に見当たらなかった。

　頭は平常どおりのヘンテコ髷まげだったし、ふつうに制服着てるし、スライム乳ちち化しているようにも見えなかったし、なまいきにヒゲなんか生やしてるわけでもなかった。

　彼女はいつもやるように、机の上に必要以上の辞書や参考資料や予習ノートを並べて授業に臨んだ。

　そこで王女様らしく糸車にブッ刺されてグースカ眠りこけたり話のつまらない先生をエイヤッと無ぶ礼れい討うちにするなどしてくれれば観ている側として面白かったろうが、彼女はふつうに中の上くらいの優等生なので、いっしょうけんめい板書を書き写したり、積極的に手をあげたりするので、どうも食い足りなかった。

　きっと将来王様になっても、領土を拡大させたりすることもなく、かといって暗君の名をほしいままにするでもなく、のちの人に「平凡王」とか「ネルリ・ザ・そこそこ」とか「ネルリなら二世の方が好きだな。うわ俺マニアック（笑）」とかいわれちゃうんだろう。

「大人なのでできます」

　そういってネルリはいつも以上にたくさん挙手して、高い正答率をマークした。

　旧共和制語の時間には、初歩的な代名詞の格変化を見落として誤訳し、

「大人になってはじめてまちがえました」

　と胸を張ったものだから、まちがいを指摘したモリー先生をも失笑させた。

　以前から彼女は妙な初はつ物もの信仰をうかがわせる発言をすることが多かった。確か僕が八高に着いて最初にロビーで出会ったときにも彼女は「はじめての友はよい友」だといっていたように思う。

　よくわからない迷信をぬきにしてもネルリは日々の出来事に対し、まるではじめて体験することのようにいちいち驚き、怒り、喜んだ。文化の異なる遠い国からやって来ているせいでもあったろうが、おおかたは彼女の好奇心、ときに過剰とも思える生き真ま面じ目めさ、ひとつでも多くの知識を得て帰ろうという向学心がそうさせていたのだった。

　僕は彼女から目が離せなくなっていた。世にある全ての物事は、働きかけ、引き受けるに価あたいするのだと考えるようになった。そうした生き方を僕はネルリから学んだ。彼女に感謝しなければならない。彼女にその気持ちを伝えることはできなかったけれども。




　体育の時間にネルリは、ナナイが見事に跳とびこえた十段の跳び箱を指さして、

「大人になった私なら、あと二段は行けると思う」

　といってのけた。

　体育の先生は自由派の組合に籍を置いているような人だったので、思うようにやってみなさいといって、当番のワジとミッカにいいつけて、体育館の用具室から十一段目と十二段目を持ってこさせた。

　跳び箱のかさあげを終えてもどってきたワジは、

「さすがにあの高さはヤバイですよ」

　と主君に向かって心配そうにいった。

　なるほど彼のいうように、十二段の跳び箱はネルリの身長よりも高いようだった。

　だがネルリは、

「はじめてだから怪け我がをすることもあるまい」

　といって助走開始位置についた。

　シャーリック王国では「鬼ごっこ」と「かくれんぼ」を同じ語で表すという。周囲三六〇度地平線のまったいら国家であり、かつ人口密度が連邦平均より桁けたふたつ少ないところなので、鬼ごっこといえばどこまでも走るしかないし、かくれんぼをしようにも走って地平線の向こうにかくれるしかない。

　そんな国のザ・フレッシュ・プリンセスであるネルリは当然のごとく走ることを得意としていた。

　獲物をねらう猫の目でじっと跳び箱を見つめていた彼女は、トレーニングパンツを脱ぎすててブルマ姿になるが早いか、かけ出してブルマ色の閃せん光こうと化した。

「躍ヤツ！」

　というかけ声とともに踏ふみ切きり板ばんに跳び乗り、爆裂弾的インパクトで踏み切ると、一瞬にして彼女の体は跳び箱の上へ。

　開脚も完かん璧ぺきだった。

　そのまま行けるか――と思ったら、跳ちよう躍やくの出口でケツを跳び箱の角にぶつけて「ナラー」と叫んでマットに転げ落ちた。

「殿でん下か！」

「いま参ります！」

　ナナイとワジがあわてて主君のもとへ馳はせ参さんじた。

　かたやネルリはすぐに起きあがり、両手をあげて試技の成功をアピール。介かい抱ほうに向かった下僕どもとの意志の疎そ通つうに失敗し、戦せん艦かんの砲弾みたいにふたりがかりでエッホエッホとかつぎあげられてもどってきた。

　あとで感想をきかれたので、

「お尻しりが当たったとき、跳び箱のこちら側の面がまるで巨大な生き物の口のようにバカッと開いたから、モンスターボックスと命名した」

　と夢のある答えをしたら、ネルリは、

「どうりで！」

　といってスカートの上から尻をさすった。




　僕たち十一組は、放課後の図書館で旧共和制語の勉強会を行っていた。

　もともとは授業についていけるよう、予習復習をやるために始められたものだった。

　会は、勉強のやり方が各自わかってきたので、夏ごろにいったん自然消滅状態におちいった。だが先輩たちから話を聞いて、大学受験には旧共和制語の原典で基き礎そ文ぶん献けんを読めるくらいでないといけないことがわかったので、夏休み明けに復活したのだった。

　中心人物は、ベイン教国連合から来ている◇冠かんむりのイ＝ウと、本地は都みやこグネドコ出身のカミレ・カミーチダという、クラスを代表する優等生女子コンビだった。

　イ＝ウは、四歳の誕生日から私塾に通って旧共和制語の本を素そ読どくしていたという。本地ではとうに廃すたれた教育方法だが、そのおかげで彼女は本地民学生のそれをはるかにしのぐ教養を身につけていた。カミレいわく「明日にでも本地で代書人として開業できるレベル」らしい。

　そのカミレは、八高自治委員会で早くも「次期委員長にもっとも近い存在」とうわさされる実力者だった。彼女の将来の夢は、中央活動委員会のメンバーとなって連れん邦ぽう活動体の行政に携わることであった。

　彼女と僕には本地出身ということ以外にも共通点があった。彼女は五人きょうだい、僕は三人兄弟の末っ子で、どちらのきょうだいも全員が高等教育を受けていた。

　僕の村では、いっしょにくらすいとこの中にも高校へ進学するものはいなかったし、中学校の同級生たちもみな卒業したら実家の仕事を手伝っていたので、村を出た僕と兄たちは特異な存在だった。

　同じような異和感を感じなかったか、とカミレにたずねたところ、

「子どもの教育に熱心なのはアリパ系の伝統ね。私の地区の子たちはみんな進学を選んだ」

　と説明してくれた。

　彼女は連邦の南西に位置する本地信託統治領アリパ島からの移民二世であった。

「あなたのお父さん、ひょっとしたらアリパ出身なのかもね」

　そういって彼女は皮肉っぽく笑った。

　彼女は僕の父が中央活動委員であることを知っていた。そしてアリパ系移民にとって委員会への就職が狭き門であることもわかっていたのだと思う。

　勉強会はおもに彼女たちふたりが資料を読んで、それについて全員で議論するという形式で進められた。話題は連邦諸国の歴史・文化・自然とあらゆる方面に渡った。

　ネルリの節句があった週には、そこに話が集中した。

「十六歳で成人というしきたりは、それほど古いものじゃないと思う。教育期間が長くなるにつれて成年が少しずつ遅れるというのは、連邦全体で見られる傾向ね。シャーリックの場合、この識字率の推移からして、五十年もさかのぼらないでしょう」

　そういってカミレは干ひからびたような色の本を開いて示した。

　ネルリはそれを見て「なるほど！」と手を打った。

「ただ、節せち会えの様式は古い形を留とどめているみたい。あのパンをちぎる儀ぎ礼れいは極東全域で行われている。たぶん、あとからやって来た初代ネルリの一族が土着の風習を取り入れたんだわ」

　イ＝ウがひろげた地図をのぞき込んで、ネルリは「当たっている！」といってうれしそうに笑った。占いや性格診断の類たぐいとかんちがいしているみたいだ。

　しかし本地民の感覚だと十六歳で成人というのも早すぎる気がするのに、むかしはもっと若かったのか……。

　むかしってスゲエ。

　でも、スカートなんかいまみたいに短くないだろうし、ブルマやスクール水着といった世紀の発明もまだなかったわけだから、良し悪しだなあ。

　結局、歴史って寄せては返すわいせつの波なのかもしれない、と思いをはるかなる時空に解き放っていると、僕の隣に座る▽冠のソックも同様に歴史ロマンに酔よいしれているらしく、安らかな顔をしていた。

　彼女はイ＝ウと同じベイン教国連合の出身だ。イ＝ウの家が地下資源系の大金持ちなのに対し、▽の家は政府の要職を代々務める政治家一族だった。だからイ＝ウ同様厳格な教育を受けてきているはずなのだが……。

「ネルリも、大人になったってことは、アレとかできるってことだよねえ」

　▽はしみじみとした口調でいった。ネルリは力強くうなずいた。

「そう！　大人だから、あれもこれも思いのままである」

「いいねえ。はじめてのアレ。初体験」

　▽はそういって、「何のことか、いわなくてもわかるでしょ？」って感じで僕にウィンクしてきた。

　ホンマにモ～、ＨＥＮＴＡＩって歌声よりも遠くまで響く平和の鐘なのね。何いってんのか自分でもわかんないけど。

「そう。はじめてが一番。シャーリックは風土が厳しいので、狩しゆ猟りよう・採集・交易・出会い、あらゆる局面を一度きりのものと考える。人生とは、あともどりできない荒野の一本道のようなものである」

　とネルリ。

　人生（笑）。

「そうだねえ。アレだねえ」

　▽は風流を味わっているかのように、ほっと息をついた。

「ねえ、アレって、な～に？」

　ミッカ・ミッカイチは自分の好奇心に対して素直であった。彼女はサンガさんの異母妹だ。

　妹は同級生。しかもカワイイ。本人イケメン。

　いったいどこの悪あく魔まに魂たましいを売ればサンガさんみたいな人間に生まれかわれるんだ？

　しかも彼には妻がいた。一年十一組ショナ・ショナヌカ。

　妻は女子高生クラスメイト。美人。

　マルマイチ王国出身の彼らを本地の常識に照らし合わせて考えるからいけないのだろうが、何か、もうね……。一時期うらやましすぎて、逆に僕がサンガさんと結婚するしかないと真剣に考えていた。もしあのとき計画を実行に移していたら……まあ、けっこう楽しくやっていたかもしれない。

　僕は彼らの、お互いを気き遣づかう何なに気げない優しさが好きだった。

　そのショナ・ショナヌカが、義理の姉という立場からミッカ・ミッカイチに、

「何かしらねえ」

　と適当なあいづちを打ったとき、

「アレってセックスでしょ？」

　と核心を突くおことばが！

　カミレが胸の前で静かに本を閉じ、▽と目を合わせた。「セックス。そうでしょ？」

　▽はニコッとほほえんだ。

「うん、セックス」

「セックス？」

「セックス！」

「？」

「！」

　最後には表情だけで世界最短の問答をして、ふたりはゲラゲラ笑った。

　顔を赤くしてうつむくイ＝ウの肩を抱いてハツーが大笑いした。頭の○冠が揺れていた。

　ショナが思わず吹き出して、つられてミッカも笑って、僕は女子寮って怖いなとつくづく思った。

　ネルリは耳をふさいで、口を真一文字に結んでいた。

　おいおいべーべちゃん、オメーさんもこのエッチオーケストラ（Ｈ響）の一員なんだぜ？

　ワジも主君にならって聞かざる状態。

　ご勝手に。

　ナナイは顔と刈られていない方の耳とを手でおおい、耳飾りだけをこちらに向けていた。

「それで、その――」

　ナナイは自力で音声を変えて、身元をわかりづらくした。「みんなは、やはり、その……はじめてではないというか、すでにというか、そのあたりはどうなのだろうか」

　カミレは椅い子すをギッコンバッタンしだした。

「そうねえ、私のまわりの子とかは、中一とか中二で、っていうのが多かったかな」

「おい、マジか」

　同じ都グネドコ出身のヘイジンが、何かに追われているかのようなせっぱつまった表情を浮かべた。「そんなの五中だけだろ。一う中ちにはそんなのなかった」

「カミレは――」

　ナナイはかすれた声こわ色いろを偽装しながら、鳥の羽でできた聞き耳をぴんと立てていた。「カミレ自身は経験者なのだろうか」

　名指しされたカミレは後方に傾けていた椅子をすとんと元にもどして、きちんと座りなおした。

「私？　私は……そういうのって心がともなわなきゃ意味ないと思うの。つまり、体だけっていうのはちがうっていうか……ねえ、ソック？」

　あやふやな感じのパスを出された▽は奇声を発した。

「ショナさん、いつになったら孫の顔を見せてくれるんザ～マスの？」

「ちょっとやめてよ～」

　ショナはそのタヌキ面に何ともいえない切ない笑いを浮かべた。「お義か母あ様さまはそんなことをおっしゃる方じゃないから……」

「でも、ちょっと、似てる」

　知ってる人が話に出てきて安心したのか、ミッカがケラケラ笑った。

「それは真剣に考えなくてはいけない問題なんだ。もし子どもが生まれたら、かつて僕がそうであったように、王位に即ついてもらいたい。だけど、そのためには後うしろ盾だてとなる僕がそれなりの地位にまでのぼっていなければならない。子どもは早くほしいけど、早すぎても困る。どうにも悩ましいよ」

　十一組の最後の良心ことサンガさんは、いつものように真面目な顔つきで述べた。

　なるほど、マイナス面も知ってるんだぜってアピールすれば経験者を装えるのか。

　さっそく僕は、靴くつ箱ばこの中にしまっておいて忘れていたカマキリの卵が暖かくなって一斉に孵ふ化かして家ん中エラいことになったときの気持ちを思い出して、それをトホホって感じで顔に表してみた。

「したことなくて何が悪い！」

　○がイ＝ウの肩を抱いたまま問題提起し、「イ＝ウ～、イ＝ウ～」といってその肩に顔を埋うずめた。

「えっ？　……私は、うん……でも、そういうことって人前でいうことじゃないと思う」

　消え入りそうな声でいう彼女に僕は一〇〇パー同意！

　イエスかノーかで答えられないのが、世界という名のクエスチョンじゃん？　はじめてだけが人生だなんて、そんなのツ・マ・ン・ナ・イよ！

　よし、僕に振られたらこういいかえしてやろう、と待ちかまえていたが、女子たちのエッチ矛ほこ先さきはネルリにチクチク向けられていた。

「ちょっと、ネルリ～。どうなのよ～」

　からむカミレをふりきって、ネルリはナナイの胸にすがりついた。

「いっちゃいなヨー。いって楽になっちゃいなヨー」

「身も心も正直になっちゃいなヨー」

　▽と○の追及に、ネルリはイヤイヤと頭を振った。

「知らない！　知らない！」

　カミレが「ネルリかわいい」といってネルリの頭をナデナデした。

「イエスかノーかで答えられないのが、世界という名のクエスチョンじゃん？　はじめてだけが人生だなんて、そんなのツ・マ・ン・ナ・イよ！」

　ヤベッ、例の決めゼリフがここで暴発！

　この状況に全くそぐわないわけではない気がしたが、羅ら刹せつの形ぎよう相そうのネルリに表面ザラザラの消しゴムを投げつけられた。

「俺おれ、殿下の御おん前まえでそんなこといえない！」

　ワジが叫んだ。

　誰もきいてねえし。

　そんなひとりよがりのくちびるには、おやすみのキスをしてあげないぞ。それで眠れるの？

「はじめて」論争で盛りあがっていた僕らは周囲の迷惑となり、図書委員に怒られた。

　十二人のクラスメイトの中で完全にクロなのは夫婦であるサンガさんとショナだけだった。残りのみんなは疑惑のオフホワイトで、ひとつはっきりしていたのは、僕がイノセントなまっしろであることだった。




　入浴前にアイロンをかけるのが習慣だった。

　洗濯小屋と浴場は、塔の森の南東、第三寮りよう塔とうと運動場の間あたりに並んで建っていた。

　洗濯は寮塔ごとの当番制だったが、シャツのアイロンは各自でかける規則だった。桶おけの中で揉み洗いしたり、物もの干ほし竿ざおにかけたりするのは根気さえあればできるが、アイロンかけには腕の差が出る。

　サンガさんは立体的なアイロンさばきで襟えりをきれいにふくらませるのが得意だった。ワジもなかなか器用だった。

　僕は下手くそだった。正直、熱いアイロンに触ること自体がやけどしそうで苦手だった。

　アイロンを温めるのには風呂の炉ろを使った。焼けた石の上でチリチリいうほど熱された鉄のこてに布をぐるぐる巻いて一丁あがりだ。

　ピーク時ともなると小屋の中は温室よりも暑くなった。夏などは流れる汗がシャツの上にぽたぽた落ちるほどだった。

　女子のエロトークを聞かされた僕は顔がほてって、アイロンをかけながら、空いた手をうちわがわりにしていた。僕がもたもたしている間に、ワジはアイロンをかけおえ、きれいにたたんでしまっていた。

「よーし、早く風呂行こうぜ！」

　彼は風呂が大好きだった。

　シャーリック王国には入浴の習慣がない。雨が少ないため、水が貴重なのだ。ごくたまにコップ一杯ほどの水を使って全身をこするのが関の山だという。

「俺、故く郷にに帰ったら、家に本地式の風呂場を作るんだ」

　とワジは口くち癖ぐせのようにいっていた。

　脱衣場で服を脱ぐと、僕らは腰と頭に手ぬぐいを巻いた。ワジはネルリが編んだ毛糸の帽ぼう子しをかぶった。ネルリは王女様ながら編物が得意だった。

　浴場に通じるドアを開けると、むっとする熱気に包まれた。松材でできた床や壁から、つんとくる香りが発散されていて、乾いた空気にひりつく鼻び腔こうをさらに刺激する。

　三方の壁に棚状の座席が上下二段に作りつけられていた。上の段は息が苦しくなるほど暑い。頭をさらしているとぶっ倒れることもある。

「おい」

　正面に座る学生が汗をだらだらかきながら、浴場の隅をあごで示した。「ちょっとたのむ」

　ワジが脱衣場にとってかえし、水を手桶いっぱいに汲んできた。

　浴場の隅にはサイロの屋根を取りのぞいたような形をした炉があり、その中には焼けた石がいっぱいにつまっている。

　ワジが水を石にかけると、またたく間に蒸気と化し、浴場いっぱいにひろがった。

　僕たちは待ってましたとばかりに上段にあがり、「ウオー」「アチー」「たまんね」などと口々にいって、腰をおろした。

　汗がどっと噴ふき出だす。壁によりかかると、なめらかな木の肌はだが背中に当たって心地いい。

　ワジは独特の夷座あぐらをかいて瞑めい想そうするようなポーズを取った。サンガさんは背筋を伸ばして天てん井じようを見あげていた。

　ごろりと横になったヘイジンが手ぬぐいで顔をおおった。

　こんな暑いところに長いこといたら、オーブンの中の黒パンみたいにカチカチになってしまうだろう。二分くらいが僕らの限界だった。

　いつもまっさきに出ていくのはワジだった。残った三人は我が慢まんくらべをするが、結局はほぼ同時に脱衣場へ逃げ込むのだった。

　脱衣場の椅子に座って、僕らは体の熱を冷ました。

　水分補給用の熱いお茶を飲んだり、冷たい水をかぶったりして、次の突撃に備えるのだ。

　先輩たちの中には裸はだかのままカードで遊んでいる人たちもいた。

「本地の風呂の欠点は、つい長居してしまうことだね」

　サンガさんはそういって笑った。

　浴場と脱衣場を行ったり来たりする内に、体は焼け石に引けを取らぬほど熱を持ち、肌は油を引いたみたいにぬらぬらと光る。

　そこを桃もも樺かんばの若枝で打って、垢あかを落とす。

　常じよう緑りよくの葉からすがすがしい森の香が漂う。血の巡りのよくなった肌が赤く染まる。

　僕は唐とう突とつにネルリのことを思った。

　エロい話が大嫌いのネルリ。そんな彼女もお風呂に入るときはいまの僕と同じ一いつ糸しまとわぬセミヌードになるわけで、あの白くてすべすべした肌を若枝でぴしゃりぴしゃりと打てば、うっすらと跡が残って、あまりの快感に吐と息いきを漏らしたりして、ネルリや、背中ばっかりやってても仕方ないからちょっとこっち向いてごらんってイカンイカンこの場でその妄もう想そうはイカン。

　前かがみになって僕の元気な若枝ちゃんを隠そうとしたが、そこをワジに見つかった。

「うおっ、お前変へん態たいか？」

「変態だ！」

「変態だ！」

　はやしたてるサンガさんとヘイジンを若枝（森に生える方）でどやしつけて、僕は冷水を浴びに行った。

　変態変態って何が変態なんだよ。この世の全ての人間はそれぞれちがった性せい的てき嗜し好こうを持っており、それらを変態だと決めつけるならば、もはや世界中が変態であり、そうすると全ての変態たちは相対性の海の中に投げ出されることとなるので、つまり全にして個、個にして全――とレイチ変態曼まん陀だ羅らを無限の妄想界に描き出してみたはいいが、目の前の壁一枚へだてた女湯では女子たちがアツアツでウマウマ中なんだよな、というリアルな煩ぼん悩のうのせいで僕は悟りを開けずじまいなのだった。













　ネルリのアレは馬車に乗ってやって来た。




　体育の時間の前になると、僕たち男子は教室から追い出された。そこが女子たちの更衣室になるからで、僕たちは体育館の用具室などを使った。女子の方が多い十一組が特別というわけではなく、男子の方が多い他のクラスでも同じだった。

　その日も僕らは体操服の入った袋を手に提さげたり肩にかついだり振りまわしたりしながら教室を出た。

　教きよう室しつ塔とうの階段をおりきる先に、校内放送があった。

「一年十一組ネルリ・ドゥベツォネガ、来客あり。至急ロビーに来られたし。業務連絡、状況三が進行中。担当の防衛隊員ならびに自治委員はロビーに集合せよ」

　スピーカーの声は通信委員だろうか、ふだんよりも早口で――僕は妙な胸騒ぎをおぼえた。

　サンガさんが軽く首をかしげて足をとめた。

「妻と妹を見てくる」

　そういって回れ右して階段をのぼりはじめた矢先、上から「ナラー」という例の叫び声が！

　人里に迷い込んだ猪いのししのごとき勢いで、ネルリが階段をかけおりてきた。

　ワジが彼女を取りおさえた。

「殿でん下か、いったいどうなさったのですか」

「来た！　アレが来たのだ！」

　ネルリは、いても立ってもいられないといった様子で、ぴょんぴょん飛び跳ねた。

「では、あの……次の体育は……？」

　ワジは事態を把は握あくできていなかった。

　ネルリはうすのろの下僕に見きりをつけたのか、その場で制服のシャツとスカートを豪ごう快かいに脱ぎすて、彼に押しつけると、そのまま階段をかけおりていった。

　彼女は制服の下に体操服を着ていた。

「何がどうしたってんだ？」

　ヘイジンが体操服の袋を肩にかけ、あきれ顔でいった。

「さあ、俺にも何が何だか……」

　ワジはネルリのスカートをあごの下に挟はさんで、器用にたたんだ。

「やっぱり僕は妻と妹を見てくるよ」

　そういってサンガさんがふたたび階段をのぼりかけたとき、転げるようにナナイがやって来て、進路上にいた彼を突きとばした。

「たたんどる場合かーッ！」

　彼女はワジの手から制服をたたきおとした。

「殿下はどうされたんだ？　ずいぶんお急ぎのご様子だったが」

　床に散乱した主君の制服を拾いながらワジがたずねた。

「私にもわからない。あの放送のあと突然……ミライキがどうとかおっしゃって……」

　息も荒く答えるナナイのことばに、ワジは目を丸くした。

「未来記……？　それって『大ネルリ未来記』か？　すごいや、未来記は本当にあったんだ！」

　ムオッ、やにわに超古代ミステリーの予感！

「ヘッ、探す手間がはぶけたぜ」

　と因いん縁ねんがあるっぽいことをつぶやいてみたが、まるっきり無視された。

　そのネルリ太平記だか何だかの素す性じようは知らなかったが、少なくとも体育館で器械体操をやるよりは面白くなりそうだったので、僕はナナイ＆ワジといっしょにロビーへ向かった。

　八高のロビーは講堂と同じ建物の中にあって、塔の森の北辺に位置していた。

「大ネルリ未来記ってのは、聖君大ネルリが書きのこされた、一種の予言書なんだ。集合王宮の蔵に眠っていると聞いてはいたが……ただの伝説だと思ってたよ」

　突風に持っていかれそうになったスカートを必死で抱えながら、ワジが説明してくれた。

「それにしても気になるのは、防衛隊が召しよう集しゆうされたことだ。『状況三』といえば高度な危険が迫っていることを示している」

　とナナイ。

　防衛隊――第八高等学校学生防衛隊は、我が校の学生有志からなる武装課外活動だった。本地防衛隊南部方面軍所属の一小隊として認可されており、小しよう銃じゆうはもちろん、機関銃までも保有していた。

　彼らは放課後や夜間に交代で校内のパトロールを行っているのだが、さすがにこの時間は本業の学生として授業を受けているはずだった。

　人里離れたこの学校に来客があることはまれで、それに対する防衛体制は不充分なものだった。

　塔の森を巡るメインストリートのひとつである内ない環かん路ろからロビーに入ると、そこにはネルリを中心に寄りあつまっている人々の姿があった。

　見おぼえのある顔は自治委員長と防衛隊長。

　珍しいのは、ネルリのと同じような民族衣い装しようを着た老人と、背広の中年男性だ。

　正門につながる扉が開けはなたれていて、その手前に銃を持った防衛隊員たちがバリケードを作っていた。いつもの野戦服ではなく学校の制服であることがかえって不ふ穏おんに映った。

　彼らの肩ごしに、耳飾りをつけた男女の顔が見えた。ネルリの耳みみ刈かり兵へい団だんであることは明らかだった。

「とにかく、武器を持ったものを校内に入れるわけにはいかない」

　と防衛隊長が強い口く調ちようでいった。

「それでは儀ぎ式しきの威い容ようが台無し！」

　ネルリは跳びあがって抗議した。

「こういうのは前もって申しん請せいしてくれないと……」

　委員長は苦い顔をしていた。

「我々はしきたりどおりに参っただけです」

　背広の男がおだやかな顔でいった。でも、いってることの内容は「邪魔をするな」ってことだよね。

「その箱の中身をチェックしろ」

　防衛隊長が指さしたのは、民族衣装の老人が手にしていた謎なぞの重箱だった。

　近くで待機していた防衛隊員が手を伸ばしかけたそのとき、

「汚らわしい手で触れるな、蛮ばん人じんども！」

　という怒ど鳴なり声ごえがした。

　防衛隊のバリケードをひらりと飛びこして、ひとりの耳飾り女子がロビーに侵入してきた。

　鮮やかな紅の上着に白いズボン、複雑な刺し繡しゆうの施された長靴をはき、腰からサーベルを提さげている。

　彼女はすぐに取りおさえられたが、抵抗して激しく暴れ、防衛隊員をひるませた。

「あいつは……」

　ナナイが舌打ちまじりにつぶやいた。

「知っているのか、ナナイ」

「あれはネネフ――ネネフ・ドゥベツォネガ。『王の子』幼年学校で私と同期だった奴だ。見てのとおり、非常に血の気が多い」

　こいつがいうんだから相当ヤバイんだろう、と思った。達人は達人を知るというやつだ。

　ネルリは委員長と隊長に全力で食いさがっていた。

「大人になってはじめての特使！　このふたりはどうしても迎え入れなければならない！」

　八高の二大巨頭は顔を見合わせ、やれやれといった風に肩をすくめた。

「いまでなきゃ駄だ目めか？」

　と見おろす隊長に、

「いましかない！　ネルリのいまはいましかない！」

　と突きあげをかますネルリ。

「わかったわかった」

　委員長は手をひらひら振った。「ふたりの文官のみ立ち入りを認めます。迎げい賓ひん塔とうの二階ラウンジを使いなさい」

　そのことばに、ネルリは深くお辞じ儀ぎした。

　民族衣装の老人と背広男を連れて移動しかけたところで、彼女はこちらに気づいて足をとめた。

「ワジ、正装に着がえて迎賓塔に参れ。未来記伝授の付添人となるのだ」

「は、はい。かしこまりました」

　ワジは王女様の制服を抱えてロビーを横断し、反対側の出口へと向かった。

　内環路に出ていこうとするネルリの背中にナナイが呼びかけた。

「殿下、臣わたくしも――」

「汝なんじはよい。授業に出席せよ」

　ネルリはふりかえりもしなかった。

　ナナイはくちびるをかんで不満げな表情だったが、

「御ぎよ意いのままに」

　といって頭をさげた。

　僕にはナナイの気持ちがわかった。

　本国から不意にやって来た奴らにネルリを奪われてしまったのだ。

　クラスメイトのネルリを。

　彼女は王女様だ。

　軽口をたたき合える彼女との仲がかりそめのものだとあらためて実感させられる。

　山道を無心で歩いていてふと顔をあげたら日が落ちて一歩先すら見えなくなっていたときのような、唐突な絶望だった。

　ナナイの同期だという血の気女子は、ロビーの外へ引きずられていきながらも、まだ体をよじって逃れようとしていた。ナナイがそちらに歩み寄った。

「彼女と話をさせてください」

　ナナイのことばに、揉もみ合あっていた連中が顔をあげた。

　彼女の姿をみとめた血の気女子は抵抗をやめた。

「知り合いか？」

　防衛隊員の問いにナナイはうなずいた。彼らは拘こう束そくを解いた。

「こいつは武器を持っている。話があるなら外に行け」

　解放された血の気女子は薄笑いを浮かべながら彼らを見わたし、乱れた服を直した。

　正門につながる扉をくぐる彼女たちに僕もついていった。

　外！

　外に出られる！

　入場のチェックも厳しいが、それ以上に外出許可申請の通りづらさに定評のあるこの学校の外へ！

　シャバの空気を吸える！

　空を仰ぎ見る。

　ぬけるような青。

　思わず「自由だ！」と叫んでしまう。

　このまま逃亡して南国の海岸で釣り客相手のホテルを経営しながら余生をすごそうかとも思ったが、その前にいったん下界の様子をチラリと見てみた。

　正門の内側にある半円形のロータリーに、天てん蓋がいなしの馬車が三台とまっていた。どれも極ごく彩さい色しきの旗を無数におっ立てていた。こんなド派手なのを本地で走らせていたら、道行く誰もが眉まゆをひそめるだろう。

　僕はこれらを「痛いた馬ば車しや」と命名した。

　さっきの血気娘と同じ紅白の服を着た人たちが、バスケットからぶちまけられた一群のインコみたいにウロウロキョロキョロしていた。

　ナナイと血娘はロビーから出たところで固く抱き合った。

「まさかこんなところで会えるとは」

「貴様、元気そうだな」

　血娘はナナイの背中をたたいていたが、不意に身を引いた。「失礼、いまは少尉殿だったな」

「いままでどおりでいい。貴様と私の仲だ」

　ナナイは血娘の肩を抱いて、こちらに連れてきた。

「レイチ、これは王国親衛隊ネネフ・ドゥベツォネガ伍ご長ちよう。ネネフ、こちらは殿下と私の同級生、本地民のレイチ・レイーチイチだ」

　僕はネネフと握手した。

　よく見たらけっこうカワイイじゃん。目がくりっとしていて、愛あい嬌きようのある顔つきだ。暴れたり不法侵入したり排他的ナショナリズムに染まっていたりしなければ、ふつうに男子の人気を集めそうな感じだった。

「貴様、ナナイの友か」

　彼女は僕をじろじろ見まわした。「ナナイの友なら、私の友でもある。何かあったら私のところにいいに来い」

　ウゲッ馴なれ馴なれしいうえにドエレー上から目線！

　忘れてた。彼女らって、やたらと馴れ馴れしい民族なんだった。ワジやネルリのときと同じだ。関わり合いになるのはよそう。

　――と以前の僕なら自分の殻からに閉じこもっていたところだが、いまはちがう。何せあのサンガさんから必勝ナンパテクを伝授されているのだ。こんな純情田舎いなかッ娘こくらい、出で会あい頭がしらにオトしてみせるぜ！

　確認しておこう、サンガさんのナンパ三ヶ条――

[image: ]つかみはインパクト重視！

[image: ]一気に距離を縮めろ！

[image: ]継続は力なり！

　僕は精密機械のように寸分の狂いもなくモテスピーチを繰りひろげた。

「やっと会えましたね（[image: ]）。本地の永住権を手に入れるチャンスです（[image: ]）。お友達を紹介してください（[image: ]）」

　この完璧すぎる第一声がかえって人間離れした印象を与えてしまったのか、ネネフは僕の首に手をかけて、思いきり絞しめはじめた。

「本地民は口でもクソをたれる」

　僕は追いつめられた雉きじのようにケーンと鳴いた。のどぼとけがオシャカになりかけていた。

「何をしている！　やめろ！」

　ナナイが血女を引きはがしてくれたので、何とか命拾いした。

「そんなことだから貴様はいつまでたっても二人組の強こわ面もて役やくなのだ！　親衛隊員なら毅き然ぜんとしていろ！」

　ネネフは鼻で笑った。

「そうだったそうだった、貴様はいつもゴミどもに肩入れするふりをして自供を引き出していたなあ。まったくたいした演技力だよ。殿下のお芝しば居いに出られたのもうなずける。軍人より女優の方が向いているぞ、腰ぬけめ」

　再会を喜び合っていたはずの女子ふたりはあれよあれよという間に冷戦モードに突入した。

　ケンカはやめて！　僕をめぐって女子たちが争うっていう妄もう想そうはしょっちゅうしてるけど、こんな女コマンドー同士のにらみ合いなんてヤだよ～。いったい何が始まるんです？

「そもそもこんな時間に来るな！　殿下は授業中にあらせられるぞ！」

　ナナイが怒鳴りつけると、ネネフは「知ったことか」と吐きすてるようにいった。

「学校などどうでもいい。殿下は本地の学校などにおいでにならぬ方がいい。早くシャーリックにもどられて、即位なさるべきだ」

「貴様、調子に乗るなよ」

　ナナイが飛びかかってネネフの首に手を伸ばした。ネネフはすばやくあとずさってそれをふりほどいた。

「いまのは私ひとりの意見ではないぞ。国民の多くが同じ思いを抱いているのだ。内外の情勢はめまぐるしく動いている。強いシャーリックを再生するため、我々には新しい王が必要なのだ」

「分をわきまえろ、伍長」

　ナナイは相手の襟を直してやり、胸をどんと突いた。「いまのは聞かなかったことにしてやる」

　彼女はロビーに引きかえしていった。今度襲われたら命はないと思われたので、僕もつきしたがった。

「せいぜい勉学に励めよ、学生諸君！」

　ネネフがあざけるようにいった。

　ナナイはふりかえりもせずに大おお股またで歩いた。怒りをこらえて、スカートの裾すそを何度も払った。

「彼女、モテないタイプだな。モテる女は断り上手ってサンガさんがいってた」

　僕がいうと、ナナイはわずかにほほえんだが、すぐに苦虫をかみつぶしたような顔にもどった。




　ネルリは興奮していた。

　自分の身に起こったことを誰かに話したくてたまらないようだった。

　それなのに、「未来記伝授の次第については他言無用」なのがしきたりだというので、話に具体的な描びよう写しやがほとんどなく、そのうえ異常に早口で、結果的に何をいいたいのかさっぱりわからなかった。

「何しろシャーリック王家最大の秘伝だからな。あらためて聖なる血筋のありがたさを思い知ったよ」

　そういってネルリは魚の油あぶら漬づけをもしゃもしゃ食べた。

　何が秘伝だよ。

「付添人の俺まで、神話の登場人物になったような気分だったよ」

　とワジ。

　神話って何だよ。何なん只じ眼やん吽うん迦か羅らだよ。

　四三二名の学生が一いち時どきに集まる食堂は広大で、一度はぐれたら飢うえた学生たちの群れに呑のまれて独りメシを覚悟しなければならない野生の王国だった。

　特に昼食は、そのあとの昼休みに遊んだり特別活動の練習をしたり五、六時間目の宿題をやってなくてあせったりするので、みんな急いで食事を済ませようとする。

　そのため配はい膳ぜん係がかりを前にした群集の混乱――特に人気のおかずやデザートのとき――は、さながら地下資源をめぐる国境紛争であった。

　ネルリは食い意地が張っていて、その好物は甘いものに肉に魚（とりわけ本国では手に入らない新鮮な海の魚）で、サラダやおかゆといった草食系のエサには見向きもしないという生なま臭ぐさ王女だったため、進んで戦いに身を投じる傾向にあった。

　それならみんなでワーッと行ってワーッとやれば何とかなるんじゃね？　ってことでクラス全員でワーッとしつづけたので、僕たちはいつしか「タイガージェット一年十一組」という名で恐れられるようになっていた。

　そんなクラスメイトたちはひとつのテーブルに集まってコロニーを形成していた。

　話題の中心はネルリの未来記だった。

　彼女の突とつ拍ぴよう子しもない発言やふるまいには慣れっこになっていたので、僕らは体育の授業のウラで秘密イベントが行われていたことに対しても冷静な反応を示した。

「それで、その未来記ってのはどんなことでも予言できるのか？」

　ヘイジンがかぶのシチューをスプーンですくいながらたずねた。

「もちろん！」

　ネルリは力強くうなずいて、瓶びん入いりの牛乳を飲み干した。

　ふうん、とつぶやいてヘイジンはシチューを口に運んだ。

　彼はクラスメイトの輪から少しはずれて、僕らの話に興味がなさそうなそぶりで天てん井じようを見たり、何の前触れもなく眉み間けんにしわを寄せたりするのが癖くせだった。

　それでいて彼は唐突に、争点となっていることの中心を射ぬくような質問を僕らにぶつけてくるのだった。

　もしかしたら、その態度とはうらはらに、彼はもっとも親身になってクラスメイトの話に耳を傾けていたのかもしれない。

「『何でも』って、君の未来だけじゃなく、ほかの人のことも占えるってこと？」

　そうたずねるヘイジンに、ネルリは笑顔でうなずき、みかんのシロップ煮にをペロリとたいらげた。

「未来について書かれたのが大ネルリ未来記！　私が成人したということは未来を知る権利を得たということであり、やがて王たるべき私の権利はいささかの制限も遅ち滞たいもなく行使されなければならない」

「非科学的な話ね」

　そういってカミレはパンをふたつにちぎった。

「そうやって決めつけてしまうことの方がよっぽど非科学的じゃないのかな」

　ヘイジンは身を乗り出した。「ネルリ、たとえば今日このあと起こることなんかも書かれてるのか？」

　ナラーと声をあげてネルリがのけぞった。怒ったのかと思ったら、笑っていた。

「そうやって私を試すようなまねをしてまで未来を知りたがる世せ人じんのいじましさよ！」

　マジ何食ったらこんなに自己評価を高く保てるんだろう、と僕はネルリのお盆ぼんの上をじっと見てしまった。

　ネルリは非まんざら感ダダ漏れの笑顔で、肩から提げていた革のかばんに手をやった。

　黄色い革でできたその未来記専用キャリングバッグには、十数冊の本がギッチギチにつめ込まれていた。彼女はその内の一冊を取り出した。痛馬車の旗を思いおこさせる、濃い黄色のクロス装だった。

「ナナイ、最後の新月はいつだったかな」

「四日前でございます」

　ネルリは、ふむ、といって未来記を開いた。

「四日前四日前……と。時は十月……時刻は午後一時から三時としておくか……場所は本地南部……大ネルリの子孫はアリ……と」

　彼女はぶつぶついいながら、開いては閉じ、開いては閉じして、ページ移動をくりかえした。

　どうやらこの一冊は索さく引いんらしい。

　何かスゲー不便そう。長いこと秘蔵しすぎてガラパゴしてしまっているようだ。

「六巻の二八〇ページ！」

　ネルリはカバンの中を探った。まだ使いなれていないためか、必要な一冊を引きあてるまでに別のをいくつも出さなければならなかった。

「むむむ……『思いもかけぬ試練』とある。続いて『いい国作ろう耳刈ネルリ』ともあるが……これは未来の王への応援メッセージであろう」

　そういって彼女は、おのれの目で確かめてみろ、といわんばかりに、その予言のページをかざしてみせた。

　この未来記は最近の写本らしく、紙が白くて墨すみ色いろも鮮やかだった。

　字はシャーリック特有の曲がりくねった文字だった。

「試練……何だろう？　これからやって来そうな試練ってどんなのがある？」

　ヘイジンが真剣な顔つきでいった。

「せいぜい急に雨が降るとかじゃない？　予報は晴れだけどね」

　カミレはゆで卵の殻からを丁てい寧ねいにむいた。

「試練なんてないでしょ」

「今日も平和だよ」

「ぬきうちテストとかどうよ？」

　ヘイジンの発言をカミレは一笑に付した。

「ないない。五時間目は実験だし、六時間目は活動史よ？」

「あのドゥブナー先生がぬきうちテストなんてするはずない。『仏のドゥブナー』だよ？」

　と○。

「きっと実験中は安全に気を配りなさいということだと思う。たとえ砂糖水を凍らせるだけの実験といってもね」

　ショナが真面目な顔でいった。何でも教訓話に持っていくあたり、カーチャンかよといいたくなる。

「そうだな。突然ドカンと爆発するかもしれないからな」

「お兄様が、こわいこと、いう」

「それで謎の有毒ガスが発生するかもしれないしね」

「そしてそれを吸うと、なぜか男子は女子に、女子は男子になっちゃうのよ！」

　と▽が目を輝かせながらいった。何が「なっちゃうのよ！」だ。

「そうすると女子になった男子はみんなその場でおもらししちゃうのよね。なぜかというと、締め方を知らないから。使う筋肉が微妙にちがうンだよね」

　まったく……それくらい毎晩頭ん中でシミュレーションしてるっつーの！　そんな状況におちいったら誰よりも恥はずかしげにベソかいてみせる。放っとけないゼ？

　だんだんとふざけはじめたクラスメイトたちにネルリ激怒――というのがこれまでのパターンだったが、彼女はおだやかな笑みを浮かべながら、

「試練のとき、来たる！」

　といった。

　ほがらかに不吉なこといってんじゃねーよ、このダーティー＝スキャンティー。

　僕は予言なんて信じていなかった。

「お手並拝見、と行きますか……」

　僕は彼女のいう「試練」に向けて余裕たっぷりのコメントを残し、食後のお茶をすすった。




　大方の予想どおり、化学実験室では特に何の事故も起こらなかった。せいぜいワジがズボンに溶液をこぼしたくらいだった。

　誤算が生じたのは次の活動史の時間だった。

　教室のドアが開いて、入ってきたのは、十一組の担任で旧共和制語科のモリー先生だった。

「やったあ、代だい講こうだ！」

　ワジが立ちあがって叫んだ。

　先生が休みの場合、かわりの先生が来て出席を取ったのち解散、というのが通例だった。

「よっしゃあ！」

「何する？」

「食堂行こ」

「私も私も、行く行く」

　モリー先生は僕たちの騒ぎ声など気にも留めずに、教卓について出席簿を開いた。

「みなさん、この時間はテストを行います」

　クラスメイトたちの声がやんだ。

「ドゥブナー先生は学会のお仕事でお休みです。そのかわりにテストを作っておいてくださいました。期末考査が赤点の場合、このテストの点数を加算してくださるそうです。みなさん、がんばってください」

　そういってモリー先生は「八高の奇跡」の異名をとる大輪の笑顔を咲かせた。

　二学期に入ってから、先生のまわりに「卒業アルバム製作委員」を名のる謎のカメラ小僧が多数出没し、先生を激写するという珍現象が起きていた。

　八高ＯＧでもある先生は、

「今年の卒業アルバムは学生参加型のアルバムなのですね」

　と少しずれたコメントを出していたが、もちろんそれらの写真はすぐさま現像されて、百人をくだらないといわれる「モリー先生熱心党」党員たちの個室にイコンとして安置されるのだった。

「特にワジとレイチはがんばるように」

　先生にいわれて、ワジは、

「はい、がんばります」

　と満面の笑みを返した。単に一学期の活動史ワースト２が名前さらされただけなのに激励とかんちがいしているアホめ……。

　年号とか大だい維い新しんの志士たちの名前とかをうわごとのようにつぶやいて頭にたたき込もうとしているクラスメイトたちの中にあって、予言を的中させたネルリはニッタニタの得えたり顔がおで僕を見ていた。




　歴史教育のあり方に責任があるのだと思った。

　ぬきうちテストの出来は悲ひ惨さんなものだった。

　試験範囲は今学期やったところといわれてもねえ……。そもそも歴史は習うものじゃなく、作るものなんだよ！　……いや、やっぱ作るのとか、いいや。新しく作ったら、またおぼえること増えるし。

　僕はすっかり弱気の虫となって、机つくえにつっぷしていた。

　うしろの席ではクラスメイトたちが答え合わせの合間にネルリの未来記について話していた。

「未来記……こいつは本物だ」

「当たり前だろ。殿下の未来記だぞ。大ネルリの未来記が二世ネルリの御み手てにあるんだぞ」

「すごいよ。これ使えば、イ＝ウのお父さんのチームも連邦チャンピオンズリーグに出れるって」

「もう何回かテストしてみる必要があるでしょうね。ねえ、ネルリ？」

　カミレにきかれて、ネルリは机につっぷしたまま、

「ぁぁ」

　と答えた。たぶん「可」ということだろう。

　せっかくテストの気配を察知できたのに、それを得点につなげることはできなかったようだ。

「ねえ、たとえば恋占いなんかは……できるのかな……」

　イ＝ウは誰に問うともなくいった。

　ネルリは、

「ぁぁ」と

　といった。これも「可」だろう。

　机に触れる彼女の頰が、頭の重みで柔らかくつぶれていた。僕と目が合うと彼女は、（テストの点が）赤アカの同志を発見した安心感からか、眠たげにほほえんだ。

　僕は、彼女に未来のことをたずねることなど決してしないだろうと思った。

　僕が知りたかったのは彼女の気持ちだ。

　僕はネルリに恋していた。













「真理！　便利！　ネルリ！」

　とネルリは高らかにうたいあげた。




　八高農芸隊は、占せん有ゆう面積でいえば、校内最大の特別活動隊だった。

　そういうと、「第一運動場を使っている蹴しゆう球きゆう隊たいの方が上なのでは？」と疑問を抱く向きもあろう。だがそれは、農芸隊の領地を畑と温室に限定するという初歩的なミスから生じた誤解である。

「塔とうの森」とは、天に向かって伸びる塔の様からつけられた名前だが、その周囲は本物の木――針しん葉よう樹じゆ林りんにおおわれている。「塔の森」は森の中にぽっかりと空いた「森でない土地」であった。

　農芸隊の温室と畑は、塔の森の西の「森」の中にある。森のほかの部分とはちがって、温室や畑を取りまく木々は人の手で植えられたものだ。植えたのは農芸隊の大先輩方である。

　かつての小さな苗なえ木ぎは、いまやもともとの植しよく生せいと見わけがつかないほどの大樹に育っていた。僕らは彼らの偉い業ぎようを記憶に留とどめるため、その地帯を「林」と呼んで、在来の森と区別していた。

　だから、僕らからすれば「林」も含めて農芸隊の領土であった。

　さらにいえば、塔の森にある植木の剪せん定ていも行っていたので、八高の敷地全体が農芸隊の排他的特別活動区域であったのだが、それを主張すると、ほかの特別活動隊との間に摩ま擦さつが生じるので、それについてはいわない約束になっていた。

　ネルリは戦闘狩しゆ猟りよう民族（自称）なので、農業のことを「他国を侵すガッツもない軟なん弱じやく者ものの仕事」と軽んじていた。

　その彼女が護衛のナナイを引きつれて農芸隊に入った理由はよくわからなかった。

　ただ、夏の盛りに、僕が汗まみれになりながら雑草をぬいているのを、彼女は涼すずしい木こ陰かげからながめて、

「畑仕事もまた戦いなのかもしれないよ」

　といったことがあった。

「我らのいくさが神速の電撃戦なら、汝なんじらの戦いは未来の収穫を守るための防御戦である。どちらも容よう易いなものではない」

　何でも戦争に結びつけたがる彼女のことばに僕は軍ぐん靴かの響きを聞き取った。そんなことより畑の平和維持活動に協力しろよ、と提案したが、土に触れるのがイヤだという理由で拒否権発動された。

　伝統的にシャーリックの人々は土に触れるのを避ける。ある民俗学者によれば、シャーリックにとって土はタブーではないのだという。タブーとは本来呪じゆ力りよくを指すことばだが、シャーリックは土に呪力があることを認めない。彼らは長いこと土の中に注意を払ってこなかった。つまり彼らは土を嫌うというより、土を知らぬゆえに恐れるのだ。解説書の中で「まるで泳げぬものが水中を恐れるように」と表現されているのを読んで、僕は何となくネルリの気持ちがわかった気がした。

　ネルリはひょうたんを育てた。

　種まきや草取りは僕がやったが、水をやったり虫を取ったり雀すずめに石を投げつけたりするのは彼女自身が行った。

　そうやってできたひょうたんの実を収穫して耳のそばで振ると、中の種がカラカラ音を立てるのでうれしくて何度も何度も振ってみるネルリカワイイ！

　でも、その実を乾燥させるためにひとつひとつていねいに紐ひもでゆわえて温室の梁はりにぶらさげて干しはじめたので、この透明感の殿堂が邪教の集会場的な様相を呈ていするようになったことに関しては、納得のいく説明を求めていく考えだ。

　そのひょうたんをまるで占い師の水晶玉みたいになでまわしながら、ネルリは未来記からの引用を読みあげた。

「『勝負に波乱あり。心のみはやる。なお修練すべし』とあります。それから左ひだり膝ひざの怪け我がは、あと十日動かさぬことです」

　それを聞いた二年の先輩はうなだれた。

「心のみはやる……そうか――なるほどな。まさにいまの俺おれの心境だ」

　彼はスキー隊の新隊長だった。八高は距離スキーの古豪であり、彼もまた有力選手であった。それなのに――むしろそれゆえに――シーズン前に漠ばく然ぜんとした不安を抱えていた。それで温室にネルリを訪ねた。

　未来を知るといううわさを信じて。

「明るいきざしもあります」

　大ネルリの代弁者は、ひょうたんの底をぽんとたたいた。「シャーリックのことばで『修練』というのは非常に肯こう定てい的てきなニュアンスを持っています。必ずよい結果をともなう努力のことをいうのです。ですから、自分を信じて励はげんでください」

「ありがとう。話を聞けてよかった」

　堂々たる体たい軀くの先輩が小さなネルリに深々とお辞じ儀ぎをする。それをネルリは王女様の貫かん禄ろくで堂々と受けた。

「あんなこといって、だいじょうぶなのか？　スキーなんて知らないんだろ？」

　あとで僕がたずねると、彼女は、

「スキーは知らずとも、未来は知っている。未来記の未来は未来にして過去、予知であり経験である」

　と宣言して、ガラスごしに射し込む日光にひょうたんをかざし、表面のつやを確かめた。

　えらそうにしやがって……。

「それは君の手柄じゃない。その本を読むだけならナナイでもできるだろ」

　僕の口を嫌味が衝ついて出た。そのナナイはネルリの隣でお茶を飲みながらファッション誌をながめていた。こんなので護衛として給料もらえるわけ？

　ネルリは椅い子すから跳びあがり、その拍ひよう子しに天てん井じようのひょうたんに頭をぶつけた。ひょうたんがぶつかり合ってぽころんと鳴った。

「これは私が相続したもの！　他の誰にも渡すものか！　既き得とく権けん益えきも守れぬものに国が守れようか！」

　あいかわらず、持たざるもののことなんて眼中にないご様子。「世せ襲しゆう」ってことばの初出が大ネルリ未来記であったとしても僕は驚かなかっただろう。

　他の農芸隊員たちは僕も含めて、主要作物である小麦とじゃがいもの収穫を終え、戸外での作業といえば林道の落ち葉掃きくらいで、温室の中でぬくぬくだらだらしていた。

　種いもを冷蔵することで収穫量を増やすという、現在では主流になったじゃがいも促そく成せい法ほうが、ようやくこのころ各地の農業技術場で試されるようになっていた。僕らはそのデータの載のったパンフレットを読み、数値の解釈をめぐって議論した。だが、やがてそれにも飽きて、いつもの「自分だけの庭があったらどうレイアウトするか（予算・気候は自由）」という気持ちいい妄もう想そうディスカッションを始めた。

　それぞれが異なった理想を持っていた。彼らは春はる厨ちゆう、秋厨、熱帯厨、ワイルド厨（採集個体しか認めないという立場）、ウンコ（別名：有機肥料厨）などに分類されるチューチューロケット団だった。

　珍しくネルリがその農芸バカサミットに列席していた。ムツカシイ顔して座っているので、農業の素養が根本的に欠けている彼女のことだから、「焼き払え！」と焼畑厨（「ド素人」とほぼ同義）丸出しの暴言を吐くのではないか、と僕はハラハラしながら見守っていた。

　トークが一段落したところで、ネルリは食べていたビスケットを皿に置き、立ちあがった。

「やはり知識はみなで共有してこそのものだと思いました」

　突然こんなことをいわれて、隊員たちはポカーンとしていた。ナナイがキナ臭いものを嗅ぎつけた番犬のようにすばやく顔をあげた。

　ネルリは僕を見た。

「汝のいうとおり、未来記の存在意義を私自身のそれと混同していたようだよ。これからはこの知識をより多くの人に伝えていきたいと思う」

　決意のみなぎった面もちでいうネルリに、僕は何と答えるべきかわからなかった。そもそも未来記の意義を認める発言なんてしたおぼえがなかった。

「そこで、より正しい未来を知るために星の動きを観察したい。みなさんの中に天体に明るい方はおられませんか」

　先輩たちは一様に首をひねった。

「天体……？」

「星とか、ちゃんと見たことないなあ」

　ひとり離れて木材をいじっていた隊長（スポーツ系とちがって、卒業まで引退しない）が椅子の車輪を転がして、こちらにやってきた。

「うちの寮りよう塔とうにひとりいるよ。望遠鏡を毎晩のぞいてる奴が」

「あ、俺それ見たことありますよ」

　と会計係の二年生サヘム・サヘームイチがいった。「寮塔の屋根裏からでっかい望遠鏡を突き出してました」

「彼はかわりものでね。三年なのに最上階に住んでるんだ。屋根裏を小さな天文台みたいにしているらしいよ」

　隊長自身が得体の知れないキノコやコケをたくさん栽培している極度の変人であることに目をつぶり、僕たちは、いるんですよね～的なあいづちを打った。




　温室に長居したせいか、風が冷たく感じられた。

　寒がりで気の早いネルリは、（あっちの国で）この冬の流行だという袖そでの長いカーディガンをはおった。

「汝、そんな格かつ好こうで寒くないのか？」

　と彼女は不思議そうな顔で僕を見た。

「全然。本地の冬はこんなもんじゃないよ」

　僕がいうと、ネルリは目を丸くして、ほあっと白い息を吐いた。

　塔の森から温室へ行くとき、または温室から寮塔にもどるときに通る林の道が、僕は好きだった。

　ネルリと並んで歩けるからだ。

　木々のつらなりに視線を遊ばせる、ときには枝にとまる鳥に気を取られる、彼女の何なに気げない表情を見るのが楽しみだった――いつも護衛のナナイが背後で目を光らせているのは興ざめだったが。




　隊長の助言に従って、僕たちは化学実験室に向かった。

「星の位置を知れば、より正確な未来に行きつけるであろう。大ネルリの時代から星は我らの道標であった。星は我らを導くきょうだいなのである」

　ネルリはそういって呵か々かと笑った。

「きょうだい？」

　僕がたずねると、ネルリは大おお仰ぎようにうなずいた。

「我らシャーリックの始祖はテトリとハットリの兄弟神であり、その母は月。星々はその月の子どもたちなのである」

　何だ、創世神話か……。僕はほっと胸をなでおろした。きょうだいが星になったとかいうから、てっきり歴代の王様が跡目争いでブッ殺してきた人たちの魂たましいとかかと思った。ネルリは八人きょうだいの下から二番目だそうだけど、誰も殺してないよね……たぶん。大好きなお兄ちゃんを粛しゆく清せいする妹なんてこの世にいるはずないもんな。

　教室塔の中は一瞬立ちすくんでしまうほど暗かった。ナナイが壁のスイッチをひねって電気をつけた。

　懐中時計を引っぱり出して確かめるまでもなかった。昼が目に見えて短くなっていた。

　地の底で眠る冬がこの世に這いのぼろうとしていた。

　十一階にある実験室のドアをノックすると、女子の声で、「どうぞ」と返ってきた。

　中には女子がひとりいるだけだった。彼女は実験室特有の、流しのついた大型机の上で雑誌をひろげていた。その雑然とした誌面構成から推して、女子向けファッション雑誌『未み明めい』だったろう（ちなみにナナイはライバル誌の『小さざ波なみ』愛読者。「王族モデルが多くて華があるから」とのこと。「え？　盗とう賊ぞく？」ってきいたら蹴けられた）。

「化学実験隊に入隊希望かしら？」

　まだ秋だというのに、彼女は学校指定の外がい套とうをはおり、マフラーを巻いていた。ネルリと同様に冬の気温がヌルい国から来ているようだった。

「サファルバエフ氏にお会いしたい」

　寒さむ刈がりネルリがいうと、相手の寒がり女子は、実験準備室の方を向いて、怒ど鳴なり声ごえをあげた。

「天文班、お客様！」

　扉の向こうから、

「いま手が離せないんだ」

　と返事があった。

　寒がり女子は小さなため息をひとつついて、僕たちに席を勧めた。

　しばらくして準備室のドアが開き、背の高い男子が姿を現した。長い髪をうしろで束ねたオカマ野郎だが、僕だって彼くらい長身で男前に生まれていればそうしたヘアスタイルにチャレンジすることもあっただろう。

「やあ、お待たせ。ちょっと写真の現像をしていたもので」

　彼はまくっていたシャツの袖を直しながら、僕たちの向かいに腰をおろした。「それで、何のご用かな？」

　ネルリは自己紹介して、用件を話した。

「――そういったわけで未来記のために『かみやすり座』の描く軌き跡せきを知りたいのです」

「かみやすり座なら、この季節はかみかくし座とうみさそり座の中間に見られる」

　天文男子はそういって小さな星座早見表を取り出した。

　ネルリはそれを真剣なまなざしでのぞいた。

「この星座を観察するのに必要な器具を貸していただきたい」

「僕の寮塔に来るかい？　アヴァクーム社製の望遠鏡を屋根裏に据すえつけたんだ。あ、でもそれだと毎日観察するのには不便だな……」

　天文男子は頭を掻かいた。「使っていない望遠鏡があるから、それを貸そう。君の寮塔に置くといい。少し古いやつだけど」

「ご厚意に感謝します」

　ネルリは頭をさげた。

「使い方はわかる？」

「いいえ。はじめてなので」

　あれ？

　ネルリの「はじめて」の用法、いつもとちがくね？

　何ネコかぶってんの？

『猫耳ニャルリ』？

『猫耳ニャルリ御発情にゃんにゃんにゃんにゃん大にゃんにゃん』？　奇をてらったタイトルとか食傷気味なんですけど……。

「それなら設置するついでに教えるよ」

　天文男子は立ちあがった。「君の寮塔はどこ？」

「第二寮塔です」

「じゃあ、いまから行こうか」

　彼はビーカーやらフラスコやらが並ぶ棚の上にひょいと手を伸ばし、細長い箱を取りあげた。












　た、高いッ！

　身長一八五糎セーチヤはあると見た！

　ネルリは「スカイハイ！」ってな表情で彼を仰ぎ見ていた。

　野郎ッ、ならばスピードで勝負だ！　小学生のころキツツキの音に誘われて山に入り三十六時間後に無事保護された、この記録を破れるかな？

「私が持ちます」

　ネルリはスピードでなくパワー勝負に出た。

「だいじょうぶ？　けっこう重いよ？」

　彼から渡された箱を胸に抱えて、ネルリはよろめいた。

　イ、イカン！　そいつはワナだーッ！　と叫んで助けに入ろうとしたが、時すでに遅し。

「ほらね、やっぱり僕が持つよ」

　天文男子はさわやかな笑顔を浮かべ、望遠鏡の箱をひょいとかついだ。

　ンモ～ほら～、文化系のようでたくましくもあるアピールが成功しちゃったじゃ～ん。

　ネルリなんて「ハイパワー！」って顔でそいつのこと見てるし……。

　女子って男子のこういうところにドキッとくるものなのよね。

　ナナイはその光景を目の前にして何の感かん慨がいも持たない様子だけど、彼女の場合、自身が怪力女子なので全く参考にならない。

　そういえば演劇大祭でネルリが演じた耳みみ刈かりネルリのセリフにも「強い男が好き」みたいなのがあったし、古こ今こん東とう西ざいを問わず、恋ってパワーゲームなの？

　よし、それならこの場で天文男子をボコボコにしてファイト・オブ・ザ・ナイト獲得しちゃおうかという誘ゆう惑わくにもかられたが、実際それやるとネルリとゴールインどころかブタ箱にインするはめになるので得策ではない。

　そんなこと考えてグズグズしてる間に天文男子とネルリは実験室を出ていき、ナナイもあとに続き、残った寒がり女子に「あなたは何しに来たの？」ってきかれて「わかりません」と答えたのは、僕がひさしぶりに発した、うそいつわりのないことばだった。




『八高スポーツ』通称ハチスポは、不定期刊行のハイパーゴシップ写真壁新聞だった。

　実はハチスポに決まった発行人はいなかったそうだ。卒業後に知り合った八高ＯＢから聞いた話だ。

　校内には印刷機がいくつか置かれていた。中には自治委員会ですらその存在を知らないアンダーグラウンドなものもあったという。それらを使えば少部数ながらプロ顔負けの印刷が可能だった。

　ハチスポとはそういった場所から生まれた、一種の文体スタイルだった。面白写真を撮った人が大掲示板に張り出すには、ハチスポの名を借りるのが一番やりやすかったのだ。

　モリー先生熱心党の件からもわかるように、カメラを所有する学生は多かった。学生の四分の三を占める王国民はもちろんのこと、本地民にもそうした裕福なものはいた。

　僕にはカメラなんて買えなかった。むしろ植物の観察には写真に収めるよりスケッチする方がいいと考えていた。別に意地になっていたわけではなかった。いまでもその考えはかわっていない。

　ハチスポのことは嫌いじゃなかった。大掲示板は校内のみんなが必ず目にするものだったから、内輪向けとはいえヘタなネタは出せないという緊張感のある「号」が多かったように思う――それがたとえ捏ねつ造ぞうネタであっても。

「サファルバエフとネルリ、お泊まりデート」

　この見出しを考えた人にはセンスがあると思った。彼らが第二寮塔から出てきたところを撮っただけの写真を、いかがわしいスクープショットにかえてしまったのだから。

　大掲示板に張られたハチスポを前にしてネルリは「ナラー」と猛反発――という展開を予想していたのだが、

「まさか撮られているとは思わなかったよ」

　とつぶやいてモジモジしはじめたので、僕は本気でヘコんだ。

「あ～、撮られたねえ。まちがいなく第二寮塔だね、これ」

　と▽が笑いながらいった。

　ちなみに記事本文、
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　とあるけど、この「▼さん」ってひょっとして……いや、考えすぎだろう。

「この日、望遠鏡を取りつけた帰りに少し話をしたんだけど、とても感じのいい人だった」

　とショナがいった。

「お兄様、気をつけないと、とられちゃうよ」

「うん、これは油断していられないな。ネルリの許嫁いいなずけとして、もっと積極的に行かねば」

　サンガさん兄妹の会話。そういえばそんな設定もありましたね。ていうか、サンガさんの場合、撮られるとかＮＴＲねとられるとかの心配をした方がいいと思う。

　クラスメイトの熱愛発覚に女子たちはキャーキャー騒ぎ、ギャラリーはやいのやいのいい、ネルリはちょいちょいとスカートの裾すそを払っているがいつものケダモノ的元気やる気はなりをひそめ、例の天文男子サファルバエフご本人が登場して「何かごめんね」「いいえ、私の方こそ……」みたいなやりとりを周囲の冷やかしの中でかわしている、そういったあらゆる事象に我が慢まんできなくなって、僕は足早にその場を立ち去った。

　こういうときってどうすりゃいいんだ？

　そんな場にふさわしい大人の対応ってのがあるのなら、それができるような大人になりたい。大人になったいまでもそう思う。




　未来を知るものとしてネルリの名が広まったことは熱愛報道の副産物だった。

　農芸隊の温室は迷える子羊たちの集う場となった。彼らは「八高の母」ことネルリのおことばを求めてやって来た。

　チェリ先輩もそのひとりだった。

「八高の花」とたたえられるチェリ・チェリョームハは才さい色しよく兼けん備びの人だった。

　彼女は舞ぶ踏とう隊たいの花形ダンサーであり、六月に行われた演劇大祭で優勝した三年一組の主演女優であり、王族モデルとして多くの雑誌に登場するファッションリーダーでもあった。

　その秋、彼女は耳当てのない毛け皮がわ帽ぼうを好んで着用していた。

　僕から見れば、本地の寒さに耳当てなしで臨むなんて正気の沙さ汰たじゃなかった。

　クラスの女子たちも当初は、出たよオシャレバカ一代（笑）的なクスクス笑いで遠目に見ていたのだが、ナナイが耳当てなし帽の購入を宣言したのを皮切りに、雪崩なだれを打ったように「耳出さずんば女子にあらず」といったオシャレ直接打撃制に移行し、ついには独自の辺境ファッションセンスを持つネルリまでも「耳当テ除カレタシ」と御ご用よう達たしの仕立屋に電報を打つ始末だった。

　チェリ先輩はネルリに未来を占わせている間も無耳当帽を脱がなかった。

　ひょうたんにつける飾かざり紐ひもを編むナナイが羨せん望ぼうのまなざしをそちらに向けていた。

　他の農芸隊員たちは、あのチェリ先輩がお出ましになるというので、前日から大騒ぎしていた。

　あるものは温室のガラスを磨みがき、あるものは使っていない植木鉢をきれいに積みかさね、あるものは五ご穀こくを断った。サヘム・サヘームイチは自慢の押し花を額がくに入れて飾り、牧ぼく畜ちく班はんはいつも森で草を食わせている羊ひつじを連れて温室のまわりをうろつき、牧ぼく羊よう犬けんのチョムチョムはしきりに無む駄だ吠ぼえし、隊長はキノコ採集を口実に森へ逃げた。

　ぼんやりしていた僕はチェリ先輩のとりまきであるヴェーラ・ヴェールヌイにとっつかまって、ぐちを聞かされるはめになった。

「私、ダメなの、占いとか。先のことなんて考えてもしょうがないし、結局はそのとき自分がどうあるか、それが大事なのよ。レイチ、あなたそう思わない？」

「ええ、そう思います」

　僕は適当に答えて、鉢はち植うえの手入れで忙しい風をよそおった。

　彼女と僕は演劇大祭の演目をめぐって激しく衝突し、あわや乱闘というところまで行ったことがあった。そのときの恨うらみとばかりにいきなり痴ち漢かん冤えん罪ざいなすりつけられたりするんじゃないかと、僕は内心ビクビクしていた。

　なお悪いことに、ナナイがすぐそばに座っていた。彼女は演劇大祭の夜にヴェーラのケツをビンタするという暴挙に出て、ヴェーラのとりまきたちを激怒させた（チェリ先輩のとりまきのとりまきという孫まご請うけ組織ではあったが、それなりに構成員はいた）。戦場の狼おおかみ少女ナナイと、チェリ先輩の威を借る女め狐ぎつねヴェーラがとっくみ合いのケンカをはじめたら、温室という四角いジャングルは血の海と化すだろう。

　ヴェーラは、ネルリとチェリ先輩の会話を聞くのも嫌だといった風ふ情ぜいで、温室を歩きまわり、隅の方で息をひそめていた僕を見つけて話し相手にしたのだった。

「ねえ、それ何？　すごいかわいい」

　僕の動かした植木鉢にヴェーラが目をやった。

「これは虎目草とらのめといって、熱帯産のサトイモ科の植物です」

「へえ、葉っぱに斑はん点てんが入るのね。何だか作り物みたい」

「観葉植物として人気のある種です。よかったらさしあげますよ」

「えっ、いいの？」

　意表を突かれたようなヴェーラの上うわ目め遣づかいに、僕のハートもチクンと突かれた。

　どうして季節は巡りゆくのに、女の子って右肩あがりにキレイになっていく一方なの？　小さい恋見エ～ウつレけーたカ[image: ]　と叫びながら僕は心の湯船からざぶりとあがり、心の大路をフリチンで猛ダッシュした。

　虎目草は三年の先輩が温室で育てていたもので、卒業を前に里親を募集していたところだった。それを説明すると、ヴェーラも遠慮する気持ちが薄れたようだった。

「温室の外でもちゃんと育つ？」

「人の住んでいる部屋なら冬も越せますよ。水やりもたまにでだいじょうぶです。虫もつかないし、手入れは楽です。おすすめですよ」

「そう……それならいただこうかしら。ありがとう。大事にする」

　その笑顔がステキだったので、鉢植えのおまけとしてレイチポインツを倍にして進しん呈ていした。ちなみにレイチポインツとは「レイチ、好きだよ」といいながら使用すると、僕が貴女あなたの騎士ナイトになってしまう魔法のポイントです。

　ナナイが器用にわらを編んで、植木鉢を手に提さげられるよう、持ち手を作った。

「ありがとう、ナナイ」

「いえ、こんなことでしたらいつでも」

　宿敵と呼ばれたふたりもあっさり和解。みどりとレイチを愛すれば世界に平和が訪れるんだね。みんなも解答用紙の余白とかアンケートの自由記入欄らんとかにこのことを書き込んでみてね！

　僕らはお茶を淹いれて、うちとけた会話を楽しんだ。

「卒業したら、都みやこグネドコに家を借りて、そこから大学に通いましょうってチェリ様にいわれてるの」

「いいですねえ」

「それがさあ……」

　ヴェーラは急に声をひそめた。「チェリ様は公立に進みたいんだけど、ご両親が反対されててねえ。『そんなの、はしたないからおやめなさい』と、こうなのよ」

「はしたない？」

「そう、古いお家だからそういうのうるさいの。でも私立の大学なんて花はな嫁よめ学校のようなものじゃない？　チェリ様には似合わないわ」

「ああ、それで殿でん下かに……」

　ナナイがいうと、ヴェーラは目くばせした。

「そう、とても悩んでいらっしゃるの」

「でも、ネルリのたわごとはともかく、いいですよね、女子だけの空間。もちろん男子禁制ですよね？」

「当然よ」

「私も、殿下とごいっしょできるなら大学に進んでみたいと思います」

「それなら私たちのところに来なさいよ。郊外に広いところを借りて、女の子だけの館にするつもりよ。みんな秘密の名前を持っていて、館の中ではそれで呼び合うの。各部屋には好きな花の名をつけて、壁紙もそれをあしらったものにするわ。夏は庭でダンスや演劇、冬は室内で楽器を演奏したり、死んだ詩人たちへの恋文を朗読したりするの」

「それなら庭も工夫しないといけませんね。その館の個性になるようなものを植えて――たとえばとげのある木を植えて、そこからつけられた異名が『野イバラ荘園』……なんてどうです？」

「レイチ、それ素敵！」

「手紙なんか、味気ない番地を書かなくても届くんです。『野イバラ荘園』だけでね。『都グネドコ野イバラ荘園　ヴェーラ・ヴェールヌイ様』――」

「ああ、最高だわ、レイチ。あなただけ特別にお茶会に呼んであげる。でも他の人に教えては駄だ目めよ。野イバラ荘園は静けさの中にしか存在しえないの」

　僕たちは乙女おとめエンジンをブイブイいわせて、ディテールだけがかっちり固まった妄もう想そうを縦じゆう横おう無む尽じんに繰りひろげた。

　チェリ先輩がネルリのお告げを聞きおえたので、僕らに別れのときがやって来た。ヴェーラは植木鉢を手に提げた。

「ごきげんよう、愛の亡命者ラブズ・スウイート・エグザイル（＝僕）、忘ぼう却きやくの狩人（＝ナナイ）……」

「ごきげんよう」

「ごきげんよう」

　お目々キラキラさせて挨あい拶さつを交わす僕らを、チェリ先輩とネルリは何コイツら？　って顔で見ていた。













　たぶん僕が全て悪かったんだろう。

　温室でのこともそうだった。僕は人の気持ちを考えず、現実離れしたことばかりいって、隙すきだらけで――

　そう、何もかも僕のせいだ。

　そうとでも考えて自分に酔よっていないとやりきれない事件だった。




「見よ、未来を知らぬものたちがこんなにもいるのだよ」

　朝の食堂に姿を現したネルリは開口一番えらそうにいいはなった。

　それにいちいち「なるほど」「朝からご慧けい眼がん」などとお追つい従しようをいう、かわいそうな国の人たちがいるから、ますますネルリはつけあがる。

　悪いことに、配膳台の前でネルリと鉢合わせになったチェリ先輩が、

「昨日の話、もう一度よく考えてみたんだけど――」

　と未来記愛用者の声をネルリに寄せたので、それが広告がわりになって、周囲の学生たちの目がネルリに注がれた。

　目立ちたがりのネルリは誇らしげにあたりを見わたし、これ見よがしに未来記ケースのふたを開閉した。

　誰かが一度注意してやらないとな、と思った。

　みんながみんなネルリの寝言を信じているわけじゃない。安易な予言で恨みを買うかもしれない――その予言が的中したにせよ外れたにせよ。

　だから僕はそのようなことをなるべく手短かに（ネルリが朝食をたいらげるのに要する時間くらいで）説といて聞かせた。

　ネルリはつかの間きょとんとして、やがてナラーッハッハッハと笑った。

「何をいっているのだね、レイチ・レイーチイチ。おろかものしか出ぬ家系なのか、おろかな友しか持たなかったのか、おろかなものしか住めぬ土地に育ったのか、それともまだらぶちのけだものにそそのかされたのかね」

　ひとつひとつの表現を理解しようとも思わなかったが、すごい勢いで悪口をいわれていることだけは感じとれた。

「僕は君の占いなんて信じないからな」

「占いではない！　未来記！　必ず起きること！」

　ネルリは両手でテーブルをたたいた。クラスメイトたちの食器が揺れて音を立てた。

「そんなのありえない」

　そういいながら僕はワジのかげにかくれた。ネルリは煮えくりかえったはらわたから煮えくりかえった液体をビュッと飛ばしてきそうなほどに怒っていた。

「では汝の未来を教えてやるから思い知るがよい！　論よりネルリ！」

　彼女は未来記を取り出すと、穴を掘る狐きつねのような動きでページを繰った。

　天文学の知識を導入して、手続きがかなり複雑化しているらしく、僕の「未来」を探りあてるまでには時間がかかった。彼女が幾いく冊さつも本を積みあげる間に、僕はゆっくりと朝食を楽しんだ。

　クラスメイトたちは慣れたもので、僕とネルリの口げんかをＢＧＭがわりに天気の話なんかをしていた。

「やはり！　レイチに悪しききざし！」

　ネルリは耳みみ刈かりネルリの首を取ったかのような得意げな顔をして、未来記を高々と掲かかげた。「『彼は汚れなき乙女おとめをはずかしめる』とある。おお怖い怖い。そこにいるのは淫みだらなケモノじゃ。淑しゆく女じよのみなさま、ご注意召めされよ」

　ちょっ、待てよ！　「淫ら」はともかく「ケモノ」はねえよ！　二足歩行でピンピンしてるよ！

　いや、そうじゃなく……全体的におかしいだろ。そんなことするわけない。

「レイチ、君は……」

　サンガさんが汚物を見る目で僕を見た。

「おい、やめろ」

「アハハハハ、レイチ、いったい何をするつもり？」

　カミレが腹を抱えて笑った。

　彼女に笑われる分には別にいい。本地育ちだけあって、未来記なんていうオカルトを信じていなかったから。

　問題は、信じちゃってる、あるいは信じやすい傾向にある王国民のみなさんだ。

　たとえばミッカなんか「レイチは、何を、するの？」と大まじめにアニヨメにたずねていた。そんなに知りたければ、僕という名のこの果実を食べてごらん。そう、そっと口に運んで……。

　まずいことに、ネルリの声がデカかったものだから、レイチ性悪セツクス・デビル説が他のクラスにまで広まってしまっていた。

「レイチって妙に写実的な絵を描くじゃない？　だからきっと私たちの入浴シーンを念写して――」

「『乙女』が乙女系男子を指すという可能性は？　つまり、何も知らない美少年の柔やわ肌はだにレイチの肉の鞭むちが――」

　○と▽が意見を交わしていた。その手があったか！　とか、それいいね！　とか思うより先に、推定無罪の原則に立ちかえってほしい、と強く願った。

「さらに『十一』というキーワード！　これがレイチにまつわる獣けものの数字！」

　ネルリがさっきよりも大きな声でいったので、食堂内はどよめいた。

「十一組の誰かが被害に遭あうってこと？」

「二年十一組、三年十一組も危ないということか」

「十一人かも」

「十一ラウンド？」

「十一時間ぶっとおし……」

　もう僕が何かやらかすのは確定しているらしい。

「殿でん下か、おことばですが――」

　ワジが主君に耳打ちした。「彼に限ってそんなことをするはずがございません。親友の臣わたくしが保証いたします」

「汝なんじ、私を疑うか！」

　ネルリはぐいと顔を突き出した。「王女太子のこの私を、無む謬びゆうを誇る血族を、大ネルリの未来記を疑うのか！」

　つばがかかる距離で威い嚇かくされて、ワジは何もいいかえせなかった。

「殿下、臣も――」

　背後の声にネルリはふりかえった。

「ナナイ、汝もか！」

　ナナイはワジとはちがい、小王女の圧力に負けていなかった。

「殿下、未来記にそのような記述があるのなら、どうしてそれを避ける術をお調べにならないのですか。未来記はそうしたことのために使うものでございましょう」

　おお、心の友よ！　ナナイさんには「レイチをかこむ夕べ」に手ブラで参加する権利をプレゼント。「手ブラ」を何かの略語とかんちがいするのもアリだぞ！

　ネルリは、むっとうなって顔色をかえた。

「未来記の記述は覆せぬ。……汝は妙にレイチの肩を持つのだな。昨日温室で何を話していた？　私が未来記を開いているのに近くにもおらず、レイチやヴェーラと何やらこそこそと……」

「あれは……他た愛わいもないことです」

「噓うそじゃ！　噓じゃ！　私の目はごまかされんぞ！」

　ネルリは「不敬！　不忠！　不毛！」と叫び、頰ほおをぱんぱんにふくらませて食堂を出ていった。

「だいじょうぶかな。俺おれ、何か怖くなってきた」

　不安げな顔でいうワジに、僕は、

「いまにわかるさ……いまにな」

　とあえて暗いトーンでいってみた。

「あのいい方がキモい」

　とささやく声が聞こえた。




　洗せん濯たく小屋は混雑していて暑苦しかったが、僕はほっと一息つくことができた。

　ネルリの大予言から一週間、僕は全校の女子から犯罪者予備軍大だい元げん帥すいとしてマークされつづけていた。道を歩いていて、前を行く女子がこちらに気づいて小走りになったり、図書館で本を借りようとしたらカウンターの図書委員女子がいかつい男子と交代したり、その他にもこまごまとしたいやがらせがあり、僕はそのいちいちに傷ついた。

　クラスの女子はいつもどおり接してくれたけれど、内心どう思っているのかはわからなかった。

　結果的に僕は安らぎを求めて、男だらけの空間に流れついた。例の予言についてからかわれることもあったけど、避けられていると感じることはなかった。僕好みの乙女系ふわふわ巻き髪ボーイが転校してくる可能性も視野に入れて、僕は日々をホモソーシャることに費やしていた。

　第十寮りよう塔とうの学生が集まった洗濯小屋は、僕にとっての祝祭空間だった。洗いざらしのシャツをめいめいが籠かごから取り、アイロン台にひろげる。熱せられたアイロンが風呂場から運び込まれる。男のにおいがたちこめる。ウォーッ、これこそが僕の求めるメンズメンズワールドで雄オッス雄オッス！

「レイチ、アイロン空いたぞ」

　アイロン台を確保したワジが僕を手まねいた。そちらに向かいかけたそのとき、僕は手にしたシャツの胸ポケットが妙にふくらんでいることに気づいた。

　おや、ハンカチを入れたまま洗濯に出してしまったのだろうか、と思い、中をのぞいてみた。

　山の奥で煙けむりの香を嗅かいだときのような強烈な違和感に襲われた。

　ポケットの中には、クシャクシャになったうすむらさき色の布がつめ込まれていた。

　そのパステルカラーと繊細な手ざわりは明らかに僕の、いや男子の持ち物ではなかった。

　何かの拍ひよう子しに僕のシャツに魔法のポケットが生成されてしまったらしい。それをこの場で公表してしまえば「あれを出せ」「これを出せ」「モテさせろ」と大混乱が起こるだろう。まずはこのポケットからの物体Ｘを精査する必要がある――

　そう考えた僕は、シャツのタグに書かれた名前を確認するふりして、例のブツをズボンのポケットにこっそり移しかえ、

「ちょっと一服してくるわ」

　といってワジの方にシャツを放った。

　外の空気は冴さえわたっていた。満月の光が地表を冷たく照らしていた。暗い森に向けてはあっと息を吐いてみた。それは白く漂ってあっけなく消えた。

　ポケットからさっきの布を取り出し、ひろげた。

　まぎれもない女子のパンツであった。

　何かの極限に挑んでいるのか、やたらに布地が小さかった。サイド部分なんかほとんどひものようなものであった。

　これもう、はいてる意味ねえな。

　パンツの形けい骸がい化かという概念が頭の中に構築された。

　だがそれを突つき崩くずす新思想の洪水がウハウハザブーンと僕の魂たましいに及んだ。

　いままでの僕はチラリと見えるパンツに一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。つまりは、パンツの表面的な部分にばかり着目していた。

　だが、こうして実存としてのパンツをこの手に把は握あくしているいま為なすべきことは、パンツへの考察を深化させていくこと、すなわち、パンツの持ち主である女子のヴェルヴェットなアンダーグラウンドが直じかに触れる裏側ワイルドサイドの探究ではないだろうか。

　その前段階として、パンツの表裏を正しく見極めなくてはならない。

　僕は両手でパンツをグイッと引きのばし、天にかざした。

　満月に照らされて、パンツはほのかな光沢を帯びた。月には、藤色のパンツがよく似合う。

「おい、レイチ」

　不意に肩をたたかれた。

　ふりかえると、ワジが立っていた。「おまえのシャツもアイロンかけ……何やってんの？」

　僕は手の中のパンツに目をやり、月にやり、ふたたび地上のワジにもどした。

「これは……ちょっとな、月食の観察をしていた」

　僕がいうと、ワジはにこやかにうなずいた。

「なるほど、月食をなあ。でも気のせいか、欠けるところのない満月に見えるなあ。それと、お前の持っているのは何だ？　女物のパンツみたいに見えるなあ」

「正解」

　僕は彼の目の前でパンツをひらひら振ってみせた。「そこに落ちてたのを拾ったんだ」

「なるほど、パンツをなあ。どうしてパンツがそんなところにあったんだろうなあ」

「さあ。スルッと脱げちゃったんじゃないか」

「なるほど、スルッとなあ。きっと気づかなかったんだろうなあ」

「うむ、まさに女体の神秘――」

　と「パンツ脱げ脱げ理論」序説を展開しようとしていたところ、突っかけてきたワジに両脇を差され、すくい投げで地面に倒された。

「バカ野郎！　何してんだ！　俺の信頼を裏切りやがって！」

　彼は僕の腕を取って引きおこし、ふたたび投げを打った。

「このクズめ！　殿下のおっしゃるとおり、お前はケダモノだ！」

　僕はパンツをかばいながらうずくまった。

「待て……話を聞いてくれ……」

　僕はみじめに這はいつくばりながらも、ワジの戦い方を分析していた。

　奴らの文化に関する知見も加味して推測するに、おそらくその格闘体系に寝技の技術は存在しない――そう考えた僕は、あえて亀かめになった。

「たのむ！　正直にいうから、僕の話を聞いてくれ！」

　案の定、彼は追い討ちに来なかった。

「……わかった。話してみろ」

　クク……本地式相撲とくらべれば奴らの技術など児じ戯ぎに等しい。

　僕は攻防一体のポジションを保ったまま、ことのてんまつを語った。

「――つまりこれこれこういうわけで、ワン・パンツ・イン・マイ・ポケットというわけさ。全く不条理な話だよ」

「それは本当なのか？　俺との友情にかけて誓えるか？」

　何のリスクもない投機を持ちかけられた。

「誓うよ。全て事実だ」

「ふうむ」

　ワジはてのひらで鼻をこすった。「確かに何か変だ。女子寮の洗濯物が俺たちのところにまぎれ込んで、しかもレイチのポケットに入るなんて、偶然にしては話ができすぎてる」

「全くそのとおり」

　僕がいうと、ワジは得意げに笑って、あごをなでさすった。

「読めたぜ。これは誰かのワナだな……」

　あ、それならネルリじゃん、と思った。

　あいつならムシャクシャしてたし、カッときやすいし、はらいせにやらかして「こんなことになるとは思わなかった」などと供述してのうのうと生きながらえかねない。全体的に生き方が短絡的だ。

　だが、それをいうと忠義に篤あついワジとの仲がこじれそうなので、僕は「クソッ、姿を見せろ！」といって地面を拳こぶしでたたいた。

「それ、持ち主が気づいて騒ぎだしたらやっかいなことになるな」

「どうすりゃいい？」

　僕は立ちあがり、ワジにパンツを転てん嫁かした。

　ワジはパンツをひろげて、ざっと検分し、ズボンのポケットにねじ込んだ。

「持ち主を探そう。変にコソコソしねーで、堂々と行こうぜ」

「よし、じゃあ僕がパンツを写生するから、君は印刷機を確保して――」

　僕のビラまき政策をワジは手でさえぎった。

「いや、もっといい方法がある。俺にまかせておきな」




「――ひきつづき、落とし物のおしらせです。女性用パンツ。色はうすむらさきで、かなりのローレグ――」

　サンガさんの声が塔の森に響きわたった。「なぜ僕がこんなことを」って顔をしているが、ノブレス・オブリージュ号って名づければ世界の果てまで航海できそうじゃん？

　ワジがカウンターの方をふりむいた。

「まだ誰も来ない？」

　ヘイジンがカウンターから身を乗り出し、わずかな明かりしかないロビーをひとわたりながめた。

「来てないよ。つーか誰も来ないだろ」

「えー、そうかなあ」

　ワジは首をひねった。

　ロビーの通信委員カウンターに押し入って、校内放送でパンツのことを広く呼びかけようというのがワジのアイデアだった。トークのうまいサンガさんがメイン・パーソナリティとなった。僕のシャツのポケットに云うん々ぬんというのは話がややこしくなりそうなので伏せておかれた。

「おかしいなあ。絶対すぐ来ると思ったんだけど。だってこれ、すごくいい生き地じ使ってるぜ」

　ワジはパンツを手に取って、そっとなでた。

「わかるのか？」

　サンガさんがたずねると、ワジはうなずいた。

「俺のカーチャンの実家が布の問屋やってんだ。おれも殿下にお仕えする合間に出入りしてたから、良し悪しくらいはわかる。これは連れん邦ぽう東部のかなり高級な絹きぬだな。縫ほう製せいも丁てい寧ねいだ。たぶん上下セットで二百大たい幣へいはくだらないだろう」

「二百……」

　ヘイジンがぽかんと口を開けた。「パンツとブラで二百大幣……。僕のパンツなんて三枚で十大幣だ」

「二百ってのは本地価格な。シャーリックでならその半額で買える。俺にいってくれればさらに値引きできるぜ」

「本当に？　もう少し詳しく」

　サンガさんが食いついた。妻へのプレゼントにでもするつもりだろうか。

　僕もパンツトークに参加したかったが、せっかくワジが僕の名を出さないように配慮してくれているのだ。自分から出ていっては元も子もない。

　ネルリのパンツはいいパンツ？　――僕は手近な紙にそう書いて、ワジに見せた。

「ここだけの話、王宮に納める絹はそんじょそこらのものとは格がちがう。いってみれば、究極の絹だな」

「究極の絹？」

「そう。シャーリックの高山でのみ飼育される幻の蚕かいこから採る貴重なやつだ。それを使って下着を作るとなると、まあ一セット一千大幣は見てもらわないと」

「千……？」

　ヘイジンは憤ったような口調だった。「それはボッタクリだぜ」

「それくらい貴重なの！　国外にはほとんど出回らないから、あくまで参考価格だけど」

「そこを何とか入手する方法は？」

　とサンガさん。

「そうだなあ……。早めにいってくれれば次のシーズンのをおさえられる。とにかく流通量が少ないから、予約は必須だよ」

「いくらか安くなる？」

「まあ、要相談だな。王宮が言い値で買っちまうから相場があってないようなものなんだ。俺にいってくれれば千までは行かない。六、七百におさえるよ」

「それでも高いって」

　ヘイジンが庶民感覚をフルに発揮させた。

　ワジはムキになっていいかえした。

「現物を見てからいえよ。あのなめらかさ、あの光沢――まさに至高の品質さ。宝石を身につける感覚で使ってもらいたいね」

「では、興味を持った淑女のみなさまは――」

　サンガさんが絶妙のタイミングでまとめに入った。「第十寮塔のワジ・ワジーチまでお問い合わせください」

「今度サンプルを取り寄せるよ。おおげさにいってると思われたら俺だけでなく王国の恥だからな」

「でもやっぱ高すぎるだろ……」

　三人のトークを聞いている僕はニヤニヤがとまらなかった。

　いいよね、本音のボーイズトーク。

　全校に向けてマイクＯＮにしておいてよかった。これをひとりじめするなんて僕の良心が許さない。

　次のトークテーマを「サンガ家のパンツ仰ぎよう天てんエピソード」に決めて紙に書き出そうとしたところに、ヘイジンの張りつめた声がした。

「誰か来るぞ！」

　彼はカウンターから身を乗り出した。

　が、突然「ヤバイ、僕はいなかったことにしてくれ」といってカウンターの下にもぐり込んだ。

　威圧的な調子の靴くつ音おとが無人のロビーに響いた。

「やっぱり、一年十一組……。あなたたちは毎回毎回……」

　制服ではなく、体のラインが浮き出る薄手のニットを着たチェリ先輩が、闇やみを背景にぬっと出た。

　ゲ――ッ、チェリ先輩がチェリ面「怒り」になってはる！

　僕はあわてて身をかくした。

「これ先輩のでしたか。はい、どうぞ」

　サンガさんがさわやかにパンツを差し出した。それをチェリ先輩は乱暴に引ったくった。

「私のじゃない！」

　先輩の背後からベソベソに泣いたヴェーラがやって来た。パンツを手渡された彼女はそれを両手で包み込んだ。

「もぅぃゃです。わたしぃきてぃけなぃ」

　怨オン々オン泣く彼女の顔をチェリ先輩がハンカチで優しくぬぐった。

「ああ、かわいそうに……」

「わたしのぱんっをぉとこのひとがぃゃらしぃめでみてぃゃらしぃてでさわってぃゃらしぃほぅそぅをして……ぁあぁあ……」

　ヴェーラは茫ぼう然ぜん自じ失しつのありさまだった。

「いやあ、それにしても拾ったのが俺たちでよかったですね。こんなに早く見つかって――」

　そういいかけたワジをチェリ先輩がにらみつけた。

「『こんなに早く』……？　私たち三日も捜してたんだけど？」

「えっ……」

　ワジはことばを失い、サンガさんと顔を見合わせた。

「もぅぃぃですちぇりさまかぇりましょぅ」

「いいえ、彼らを罰するまでは帰れないわ。寄ってたかってひとりの女子をはずかしめるなんて……」

　チェリ先輩はカウンターの出っぱりをバキバキもぎ取らんばかりの勢いでつかんだ。もちろん硬い木で作られているカウンターを破壊するなんて不可能だが、八高のアイドルであるチェリ先輩の場合、そのグルーピーたちがどやさどやさとおしかけてきてバキバキやっちまいそうで怖い。

　先輩はダンスできたえた跳ちよう躍やく力りよくをフルに活かし、カウンターに飛び乗った。その下にかくれていたヘイジンが、はわわ的な悲鳴をあげて転がり出た。

「ちがうんです、先輩！　本当のことをいいます！」

　うろたえる眼下のバカを、チェリ先輩は千両役者の眼で見すえた。

「本当のこと？」

「はい、実は――」

　ヘイジンは揉もみ手てをしながら、僕がパンツを入手して以来の経緯をあらいざらいしゃべった。「――というわけでして、ことの発端はレイチなんです」

　こ、こいつ……女によ性しようの色香にまどわされおってからに……。こんなときに愛情するより友情するのがホントだろ？

　ここは覚悟キメるしかねえ！　勇気の力で逆転タイフーンたたき込むぜ！

「ホッホッホッ、バレてしまっては仕方ありませんね」

　といいながら、かくれていた棚のかげからボスキャラっぽく登場する――その「仕方ありま」のあたりでカウンターの上から飛んできたチェリ先輩の百戦百勝脚をモロに食らい、僕は「ゲブラーシカ」とうめいて後方に吹き飛ばされた。はずみでマイクが床に落ち、十二chのド迫力サラウンドシステムが破壊的なノイズで校内を満たした。

「この変へん態たい！　変態！」

　倒れた僕の体に馬乗りになって、先輩は僕の首をぐいぐい絞めあげた。

　僕はギョホギョホと悲鳴をあげた。指で虚空に「へやで」と書いてみたが、別室でプレイしてくれそうな気配はなかった。

　失神して幽ゆう体たいがニョキッと離脱しかけたところで、ようやくワジが間に入り、先輩の体を引きはなした。

「ひどぃょれぃちかわぃぃこぅはぃだとぉもってたのに」

　ヴェーラが鼻水たらしながら泣いていた。

「この泥どろ棒ぼう！　殺してやる！」

　チェリ先輩はワジとヘイジンの制止をふりきって僕に襲いかかろうとしていた。

「僕が盗とりました」っていえばこの場は丸く収まるんじゃないかと思った。

　少なくともチェリ先輩とヴェーラは気持ちにひとつ区切りをつけられるだろう。

　真犯人とか真実とかどうでもいい。どうしてそんなもののために体を張らなきゃならないんだ？

　僕は個人の価値観などをはるかに超えた、無限に続くコーラスの一部と化して、無常の歌を放ほう吟ぎんしていた。さっき軽く死にかけたとき、全ての生命が帰る場所――宇宙生命コスモゾーンからインヴィテーション受け取っちまったんだ。

　――人間たちよ、私を受け入れるのだ。

　そんな風に一いち個こ体たいとして自暴自棄になっていた僕をある意味で救ってくれたのがネルリだった。

「それみろやれみろ！」

　憎たらしいはしゃぎ声がロビーで跳はねまわっていた。カウンターの向こうに髷まげが見えかくれしていた。

「レイチがやった！　レイチがやった！　レイチは淫らな夜のケモノ！」

　クソッ、何喜んでんだよ。予言どおりになったのがそんなにうれしいか？　……まあ、うれしいだろうなあ。おめでとう。よかったね。じゃあ僕がいまどんな淫らな復ふく讐しゆうを企てているかも当ててみなよ。

「レイチ、まさか……」

　カウンターの内側に踏み込んできたナナイが悲しげな顔をしていた。

「誤解だよ。レイチは何もやってない」

　ワジがいうと、

「絶対にコイツよ！」

　とチェリ先輩が盛りかえしてきて、僕に迫った。ワジ、ヘイジンにサンガさん、ナナイまで加わってようやくその勢いをとめた。

　マジで殺されるところだった。戦闘美少女がどうとかいってる奴らはいっぺん僕と同じ目に遭うか、さもなくば死ねよって思った。

「レイチ、ロイローイ！　ロイローイ！」

　▽がカウンターの向こうで異国のはやしことばを発していた。彼女以外にも野や次じ馬うまが集まってきているようだった。

　僕は立ちあがり、▽の声に合わせてロイジャナイカロイジャナイカとダンサブルな感じで退場しようとしたが、屈強な防衛隊員たちに囲まれて、組みふせられた。

「話は委員会塔で聞こう」

　必死で抵抗する僕に防衛隊長がいった。

「何でだよ！　一枚余分にパンツ持ってただけだ！　脱ぐよりええじゃないか！」

　僕がいいかえすと、僕の背中をおさえつけていた男子が「まちがいない。こいつが犯人だ」と同どう僚りように耳打ちした。

「未来記のことばどおりになった。未来記こそが未来」

　ネルリがいうと、周囲の学生たちが拍手をした。

　こいつ、確実に信者を増やしていやがる。

「ところで――」

　ネルリはもったいらしく咳せきばらいした。「まだひとつ謎なぞが残っている。『十一』という数字。これをいまから解明したいと思う」

　ギャラリーからは拍手。ネルリはヴェーラを手まねきした。

「ヴェーラさん、三年一組、住まいは第三寮塔四号室のヴェーラ・ヴェールヌイ、もっと早く気づいていれば……」

「何をいっているの？」

　ヴェーラは、わざとらしくうつむくネルリの顔をのぞいた。

「あなたが被害に遭うことは明らかだったのです。いま話に出た数字を足してみてください。三足す一足す三足す四で……？」

「……十一だわ」

　ヴェーラは頭を振った。「何てこと……」

「ひょっとしてヒップのサイズは八十三糎セーチヤでは？」

「ええ……ええ、そうよ」

「やはり、八足す三で十一……」

「おお、何て恐ろしい」

　ヴェーラはかたわらに立つチェリ先輩の肩にすがった。

　感嘆の声をあげる学生たちを横目に見て、ネルリはニヤリと笑った。

「ウェストのサイズは？　もしや五十六？」

「そうよ、五十六よ。まちがいないわ。またしても足すと十一だわ」

　野次馬たちがどよめいた。「細い！」と叫ぶ声もあった。

「そんなに細かったっけ？」

　チェリ先輩はけげんな顔をしていたが、ヴェーラはネルリにひれ伏さんばかり。

「あなたのことばを疑っていたのがまちがいだったのね。きっと罰が当たったんだわ」

「大ネルリを疑ったことは許せませんが、大ネルリなら許したでしょう」

　ネルリは胸を張り、未来記ケースのストラップを両手でキュキュッとしごいた。

「たいしたもんだな」

　防衛隊長がぽつりとつぶやいた。

　単なるネルリコングJr.の算数遊びじゃないッスかね？　といってやったら、彼を罵ば倒とうしたものととられたらしく、乱暴に引っ立てられて、委員会塔に連れていかれた。狭せまい部屋で尋問されて、僕はあることないことしゃべりまくった。嗅かいだとかなめたとか刻んで紙で巻いて火をつけてスパスパやったとか供述したら「筋金入り」と判定され、すぐに釈放された。

　僕は「もう二度とパンツはきません」と反省のことばを口にして寮塔にもどった。













　パンツ泥どろ棒ぼう→パンツドロ→パンツというあだ名の変へん遷せんを経験した人ならわかると思うが、その名が人間的なものから物質的なものへ移りかわっていく過程において、あだ名を付与される対象の人間性もまた失われていく。

　ヴェーラの件があって以来、僕はあらゆる人からパンツ呼ばわりされた。

　スクールカーストの最底辺のさらに地下深く――そこに「パンツ」というかくされた階級が存在していたなどと誰が予想しえただろう。ある意味では世紀の発見と呼ぶべきものであったが、それを祝福してくれる人はいなかった。

　いくらパンツパンツとあだ名されようと「パンツ＝レイチ」すなわちパンツのかわりに僕をはいてみようという発想が女子たちから出てこなかったのは極めて遺い憾かんだった。いきとしいける全ての女子がこぞって僕をはく、汎はんレイチ主義的社会は僕の心の中にしか存在しなかった。

　そうした現実世界の厳しさよりも僕を苛さいなむものがあった。

　ネルリに嫌われているんじゃないか、という疑念がそれだ。

　チェリ先輩から追い込みかけられている僕に向けられたネルリの眼は、「ひょっとしたら僕のこと好きかも」というこちらの淡い期待をブチこわす、フル蔑べつ視しむき出しのものだった。

　ひょっとしたら僕はネルリに嫌われているんじゃないか？

　ふりかえれば、はじめて会ったときから僕たちはケンカしていた。他のクラスメイトとはすんなり仲よくなれたのに。

　ナナイは強烈にツンツンしてたけど、それは僕がネルリをバカにしたせいだし――やっぱりダメだな。第一印象から最悪だ。

　たぶん僕はネルリに嫌われている。

　図書館に行く途中でネルリを見つけた。僕の向かう先で彼女はあのサファルバエフと立ち話をしていた。

　彼女は通りかかった僕を見て、ふっと黙り込んだ。

　それまで楽しそうに会話していたのは文字通りお見通しだった。

　塔とうの森で僕らの視界をさえぎるものは、細長い塔のほかに、わずかな植え込みがあるくらいだった。秋になって葉を落とした連邦中西部の広葉樹林みたいに、塔と塔の間は明るく広々としていた。

　環かん形けいの路みちはどこまでも平らだった。

　僕はどんなに遠くからでもネルリを見つけることができたのだ。

　サファルバエフは話しつづけていたけれど、彼女は口を閉ざしたままだった。お邪魔なようなので僕は早めに消えることにした。だが進行方向をかえるというのもしゃくなので、僕は歩きつづけて、彼らのすぐそばを通った。

「サファルバエフ」

　と呼ぶ声がした。

　化学実験室にいた女子が内ない環かん路ろを歩いてきていた。

　そちらに目をやったネルリは頭をさげて、

「また今度」

　といって足早に立ち去った。

「わからないことがあったら化学実験室に来なよ」

　そう声をかけられても彼女はふりかえらなかった。

　僕は足をとめてその一部始終を見ていた。サファルバエフがこちらに気づいて、不思議そうな顔をした。僕のことをおぼえていないようだ。その隣に立った女子は、化学実験室で会ったときと同じような冷ややかな目を僕に向けた。

　僕は顔を背け、来た道を引きかえした。寮りよう塔とうの部屋でひとりになりたかった。




　ネルリに嫌われることが怖かった。

　授業中にちょっともよおして「トイレ行ってきます」と告げて教室を出て階段をおりて教室塔の扉を開けると誰も歩いていない、その塔の森のどまんなかで僕はトイレと恋の類るい似じ性せいについて考えた。

　八高にはトイレが男子用と女子用、それぞれ一ヶ所ずつしか存在しなかった。

　男子トイレは一から十二まで輪になって並ぶ寮塔の最後、第十二寮塔の北西に位置していた。

　僕は内環路の中央を肩で風切って歩いた。たいして面白い授業でもなかったし、終わるまでにもどれなくても別にいいやという気持ちだった。

　地上に落ちる塔の影が現れては消え、現れては消えしていた。雲がごうごうと流れ、太陽と僕の間を横切っていった。微動だにしない塔たちが速度の指針となった。

　内環路をほぼ半周してから外環路に出て、さらにその外へ向かう。

　全校の半分が知らない事実なのだが、外環路から男子トイレに続く道のまわりは見事な楓かえで林ばやしとなっていた。秋になると路面に紅の錦が敷かれる。風がざあっと吹いて、それがふたたび落ち葉の形にもどって散るときの美しさといったらなかった。

　女子トイレの方はどうなっていたのだろう。気になってはいたが、見物に行っていたらフルネームがレイチ・パンツ・トイ・レ・レイーチイチになって、名門の出みたいに聞こえたかもしれない。

　校内唯一の男子トイレなので建物は当然デカい。小便器と個室を合わせたら一度に五十人は利用できたろう。だが手を洗うための蛇じや口ぐちは六つしかなく、しかも便所小屋の入り口に設置されていたものだから、朝なんかは長蛇の列が外まで続き、実際以上に混雑している印象を与えるのだった。設計した人は「手を洗うならむしろオチンチンを触る前に！」という信念の持ち主だったのかもしれない。

　建物に入ると左手に朝顔型便器、右手に個室の扉がそれぞれ一列に並んでいた。

　空気は冷たく湿っていた。

　暖房効率のため建物の内部が細かく区切られた八高にあって、ここは例外的に広い空間だった。

　昼なお暗いとはまさにこのことで、窓は一番奥の突きあたりにひとつあるきり。ぽつりぽつりとある電灯がわびしさを際立たせる。ひとりぼっちで長居はしたくないところだった。

　僕は一番手前にある便器にジャックインしてチョロチョロ放出した。うしろに順番待ちの列ができているよりも気持ちが急せいた。

　奥に目をやると、白い朝顔と木製の大便ブースが産業革命的な勢いで整列しているのが映り、そこでひとりおしっこしてる僕は悪い意味で突出した存在だった。

　近代的・おしっこ的孤独――それがつまりネルリに嫌われているということだった。

　平原の王女にして野の良ら小しよう便べんのカリスマ＝ネルリから僕はもっとも遠いところにいた。

　嫌われるよりも無視されることの方がつらい、とはよく聞く話だ。

　だが僕の場合、相手はネルリだ。彼女は王女様で、王位継承権者で、世界一とはいわないまでも連れん邦ぽうでトップクラスの美少女であり（あくまで僕目線）、つまり世界中がネルリスペクト、ネルリほしさのネル騒動なわけで、ネルリに嫌われている僕なんかネル貧乏のネル難民でネル地獄に落とされてネル輪りん廻ねしてネルリ海のネルアザラシの胃の中のネルリ菌として一生を終えるしかないのだ。

　ネルリのことを愛しているのにそのネルリから愛されないなんて、暗くて寒くてくさいトイレに一生閉じ込められるようなものだ。自由に排はい泄せつはできても、それは見せかけの自由でしかない。

　僕はネルリとふたりで自由に生きていたかった。野良でも何でもいいと思った。

　でも実際の僕はそんな粗そ相そうはせず、終わったらきっちり水を流し、きっちり手を洗って、きっちり授業時間内に教室へもどった。

　どんなにネルリが好きでも、僕は彼女のようにはなれなかった。




　僕は新聞を読むようになった。

　ひとつには、知識を得るためだった。

　まるで儲もうけ話ばなしを求める投資家のように、僕は目を皿にして全ての記事を追った。一国を興おこすチャンスがどこかに転がってないものかなあ、とけっこう本気で思っていた。

　僕がどこかの王様になれば政略エロスでネルリと結婚できるかもしれないし、ネルリの国を攻めほろぼして「もはやこれまで」と毒蛇に胸をかませて自害しようとするネルリをすんでのところで救出して僕の毒どく牙がにかけるのもアリだし、何なら平民からスタートしてエロイカ革命によりトップにのぼりつめてレイチ聚じゆ楽らく第だいを築きネルリはもちろん国中の美女という美女を集めて酒池肉林オンリーイベント！　たかだか五、六人の女子にモテたくらいで「ハーレム状態」とかいってる奴らに大人のハーレムを教えてやるぜ！　といったようないやらしい当事者意識を持って読めば、政治・経済のニュースもなかなか興味深いものだった。そのころ連日一面で取りあげられていたのは、混迷の極みにあったベイン教国連合の教会会議だった。長年小競り合いをくりかえしていた隣国ウムラート王国との和平を求める民衆が大規模なストライキを起こしたため、同国の資源採掘ラインはマヒしていた。原料価格の高こう騰とうで、本地の大企業がいくつも破は綻たんした。

　歴史の動く瞬間に立ち会っているのだという実感があった。僕がしているのは新聞を読むことだけだったけれども。

　ベイン出身のクラスメイトがいなかったら、遠い国でゴチャゴチャやってるなあ、で終わっていただろう。世の中の流れと僕の心境とがかみ合あわさったことで、歴史を身近に引き寄せることができたのだ。

　――まあ、それは後知恵だろう。当時のリアルな感覚じゃない。

　僕が新聞を読むようになった最大の理由は、新聞の置き場所が図書館だったことだ。

　八高の図書館は、委員会塔を挟はさんで、食堂と対になった建物だった。

　外観は同じ平屋だが、図書館には地下があった。一階には図書委員のカウンターと資料閲覧ブース、学習スペースがあって、当日の新聞や新着の雑誌はそこに配架されていた。

　地下一～三階は書庫になっていた。天てん井じようが低く（ネルリでもジャンプすれば届くくらい）、狭せま苦くるしくて、おまけにクソ寒いので、僕らはそこを「冷れい凍とう庫こ」と呼んでいた。

　館内には沈ちん黙もくを強しいる空気が漂っていた。椅い子すを引くときにちょっと音を立てただけで、まわりの学生たちは眉まゆをひそめた。本を書架にもどして回る図書委員は、神職みたいな所作で薄暗い通路をゆったりと行き来した。彼らは校内でもっとも気取った人種だった。僕らはいつも集団閲えつ覧らん室しつの扉を閉めてほっとため息をつき、解放感から一斉にしゃべりだして、すぐに彼らに聞きつけられて怒られた。

　図書館は僕にとっての聖域だった。そこに僕のことをパンツと呼ぶものはいなかった。「あっ、パンツだ」って眼で見てくる奴はいたが、新聞紙をひろげてシャットアウトした。「ほら、パンツ見て」っていう女子もいたかもしれない。それは見逃した。

　チェリ先輩とヴェーラはそんな中、音もなく忍び寄ってきたので、僕が気配を察して新聞から目を離したときにはもう眼前に並んで立っていた。

「レイチ、ちょっといい？」

　チェリ先輩はそういって例の耳当てなし帽ぼうを脱いだ。僕は突然のことに驚いた。とっさにレイチ忍法・押し紙（極東に伝わる秘術）を発動させて逃げ出すところだった。

　ヤベエ告こくられる、と思った。

　ヴェーラパンツ事変よりこのかた、チェリ先輩×僕といえばとびきりホットな因縁ビーフとして名高かった。

「一年生に襲いかかるチェリ・チェリョームハ」というタイトルの写真が掲けい載さいされたハチスポ号外は非常に大きな反響を呼んだ。

　誰が撮ったのかは知らないが、画面手前に僕の後頭部が写り、奥でチェリ先輩が猛もう禽きんの眼をして身構えている。いまにも写真から飛び出して、「ではチェリ先輩を水みず飴あめみたいにメロメロにしてみせますから、その写真から出してください」などとたわけた屁へ理り屈くつをぬかすとんちクソ坊主を頭からわりわり食っちまいそうな、力強い構図だった。

　そのあまりにショッキングなイメージに、「カメラマンはなぜ手前の男子を助けなかったのか」「カメラを向けるよりも先にすることがあったはずだ」「人間としてのモラルはないのか」といったような批判もあったという。

　ふたりの関係がそういったゆがんだ形で知れわたってしまったことをチェリ先輩は悔くやんでいるのだろう。彼女の切れ長の目がいつも以上に神秘的な影を帯びていた。

　わかるなあ、それ。「食うか食われるか」から「さしつさされつ」へ、敵意が裏返って愛にかわっちゃったんだ。男と女ってそういうものよね。

　一方、かたわらのヴェーラも何やら思いつめたような表情。こちらは何が裏返ったのかな？

　パンツ？

　ならば脱げばいい。そしてゆっくりはきなおせばいい。僕はふかふかのソファに深く座ってそれをながめていよう。恋する時間、それは汲くめども尽きぬ不思議な泉……。

「ちょっと話があるんだけど、外に出ない？」

　僕の耳元でチェリ先輩がそっとささやいた。彼女のきのこ的なパッツン横髪がはらりと乱れて、身も心もとろけそうな甘い香りが漂ってきた。

　僕は急いで新聞を閉じ、ベイン教国連合のおえらいさんの集合写真が載のった面をもとどおり一番上にして、棚にもどした。

　チェリ先輩の帽子には耳当てもないのに、耳当てを留めるためのボタンはついていた。そういう機能性のなごりみたいなのがオシャレなのだろうか。僕にはよくわからない。ただ表地と裏地の毛が黒で統一されているのはかっこいいと思った。

　ヴェーラは帽子をかぶっていなかった。いつもならひとつに結っている髪を、この日は解ほどいてあった。風になびく髪は秋の日差しに淡く輝いた。

　八高の誇る美少女二人について歩くのに、僕のヴィジュアルはあまりにショボすぎた。「美女と野獣」なら様になるが、僕の場合「美女と小動物（別行動）」といった感じで、近づきすぎると棒か何かで追いはらわれそうなほど不釣り合いだった。

　僕たちは内環路に続く道を歩いた。

「あれから私、考えたんだけど――」

　先を行くチェリ先輩がふりかえった。「あの事件の犯人は変へん態たい的てきな男子ではなく、女子じゃないかと思う」

「ネルリですか」

　僕がいうと、彼女は目を細め、ほほえんだ。

「あなたもそう思った？」

「はい。だって、あれで得をするのはネルリだけですから。たぶん、みんなあれでネルリの未来記を信じるようになりましたよね」

「得というなら、レイチだって得したじゃない」

　ヴェーラが前を向いたままいった。「男子ってどうしてパンツとか好きなのかしら」

「その謎なぞを解くために人は生きるのかもしれません」

　と僕は唐とう突とつに風呂敷をひろげ、彼女を煙けむに巻いた。パンツの魅力について語らせたら果てしなく続いて、三人でこの内環路を巡りつづけることになるだろう。そうやって恋する惑星の公転軌道に乗ってしまうのも悪くはないが、僕には他にも考えなければならないことがあった。「学生のひろば」に投稿するネタとか。

「何者かがレイチに下着泥棒の汚名を着せようとしているのは明らかだった。シャツのポケットに入れておくなんて、見つけてくれっていっているようなものじゃない？　本当に盗んだのならもっとうまくかくすはずよ」

　とチェリ先輩は、目に入る夕日に顔をかわいくしかめながら、推理を披露した。見た目は美少女、頭脳は名探偵というわけだ。でも犯人と早とちりして僕を絞こう殺さつしようとしたことは絶対に許さない。レイチ・レイーチイチの名にかけて。

　復ふく讐しゆうに燃える僕の眼を好奇心の表れと取ったのか、チェリ先輩は軽くうなずいた。

「結論からいうと、これは復讐よ。レイチとヴェーラへの」

「復讐……？」

　頭の中がごっちゃになった。「えーと、それは誰の復讐ですか」

「ネルリよ。ネルリが犯人だって、あなた、自分でいったじゃない」

「でも……復讐というのは……僕はともかく、ヴェーラさんがネルリに復讐される理由なんてありますか？」

　ヴェーラは、当惑している僕と向かい合ってうしろ歩きをはじめた。

「私もチェリ様にいわれるまで心当たりがなかった。でも、私は報いを受けねばならなかったのよ。私はネルリから盗んだ。だからネルリに盗まれた」

「盗んだ？　何か取ったんですか」

　僕がたずねると、ヴェーラはゆかいそうに笑った。

「本当は盗んでないの。ネルリのかんちがいよ。でも、あの子からすればとんでもないものを盗まれたように見えたんでしょうね」

「とんでもないもの？」

　何のことだかわからなかった。

　チェリ先輩がいわくありげな笑みを浮かべた。

「ネルリがかんちがいをしたあのとき、私は彼女の一番近くにいた」

「あのとき？」

「あのときよ。私とヴェーラが温室に行ったとき。そこでヴェーラはまんまと盗んでしまったの。それと知らずにね」

「温室……？　ひょっとして、あれですか？　虎目草とらのめの鉢はち植うえ……。でも、あれはネルリのじゃないですよ」

「そうじゃなくて、ネルリが取られたと思っているだけなの、一方的に。私は何も取ってない」

　ヴェーラは含みのある笑顔をチェリ先輩に向けた。

　チェリ先輩はわずかに目を伏せた。何か面白いことを思い出したらしく、肩を揺らして笑った。

「間近で見てたからわかるんだけど、どんどん元気がなくなっていくのよ。チラチラよそ見をするたびにね。私を励はげますようなことをいってくれてるんだけど、本人があんな状態だから、『逆にお前ががんばれよ』って感じ。ネルリには悪いけど、私、笑いをこらえるのに必死だった」

　先輩たちは何かをかくしていた。でも僕にはそれが何なのかわからなかった。

　ヴェーラがぴょんと跳びあがって、進行方向に向きなおった。

「わからなければ考えなさい。冬になって雪に閉じこめられれば、ひとりで考えごとをする時間も増えるでしょう」

　チェリ先輩はハンカチを取り出し、かわいいくしゃみをした。

「話というのはこれだけ。時間を取らせて悪かったわね」

「ごきげんよう」

　ヴェーラは手を小さく振ると、チェリ先輩のあとについて外環路へと去っていった。

　僕はそのまま内環路を歩きつづけた。

　ヴェーラのことがちょっとだけ好きだった。

　チェリ先輩ももちろんすてきな人だったけど、どこか気難しいというか、自分の世界を持っているというか、容易には近づけない人だった。それにくらべてヴェーラは親しみやすかった。僕と彼女にどんな共通点があったのかわからないが、なぜか気が合った。

　だが、彼女たちは三年生で、僕よりはるかに大人であり、あこがれることしかできない存在だった。いつも彼女たちは僕の先を行き、僕の知らないことで笑い合っていた。

　僕は内環路を何周かしたのち、寮塔にもどった。先輩たちのいう意味はいくら考えてもわからないままだった。




　冬ふゆ仕じ度たくを終えた農芸隊の温室は、できそこないの山小屋みたいだった。

　断熱とガラス面の保護を目的として、四方の外壁に沿って丸太が積まれた。猟りよう師しが冬の間だけかける小屋の技法で、釘くぎを使わないのが特徴だった。故郷の村で見たことがある。

　角のところで木材を組み合わせるので、上から見ると井の字形になる。隙すき間まには森の苔こけをつめる。

　この手の作業になると俄が然ぜんはりきるナナイは、先輩たちにまじって木材をかついだり積みあげたりと大活躍だった。ネルリは軍手をはめた手で気味悪そうに苔をつかみ、木と木の間に力いっぱい押し込んでいた。だが、できあがりには満足したようで、

「集合王宮にもこうした様式を取り入れたい。我が国の文化は征服した国々との混こん淆こうをいとわない」

　といいながら、木の肌はだをてのひらでぺちぺちとたたいた。

　僕が忙しくしているふりをしながら実は犬のチョムチョムと遊んでいる間に、作業は終わった。

　隊長が僕とネルリ、ナナイを呼びあつめた。

「これから一年生に、冬期における温室管理の注意事項を伝える」

　彼は杖つえのようなものを手に、木の壁を這はいのぼった。僕たちもそのあとに続いた。壁にこすれて、もともと汚れていた体操服がいっそう黒くなった。

　てっぺんに腰かけた隊長は杖の丁字形になった部分を僕らに向けた。

「いいかい、温室の屋根の雪おろしには、普通のシャベルじゃなく、必ずこのゴム製のヘラを使うこと」

　彼はその道具をガラスの斜面に当てて、こすった。日光を採り入れるため、屋根は木で補強せずガラスを見せたままだった。温帯地方のものとくらべれば金属の骨組みが多く使われてはいたが、それでも本地の降雪量を考えればたよりなく見えた。

「割れると危ないから上に乗ったら駄だ目めだよ。雪おろしは朝、昼、晩と一日三回。それから――」

　隊長はひょろ長い腕をひろげてバランスを取りながら、壁の上を歩いていった。

　ネルリは彼を見やり、地面を見おろし、静かに首を振った。ギブアップ宣せん言げんだ。

　僕は隊長のあとを追いながら、肩ごしにいった。

「雪が降ればちっとも怖くない。きっとここなんて全部埋うまって地面とかわらなくなる」

「そんなに？」

　目を丸くするネルリに、隊長はふりかえってうなずいた。

「そうだよ。だから大変なんだ。ほら、あそこを見て」

　彼は杖でストーブの煙えん突とつを指した。「あれがつまってないか、温室に入る前に必ず確かめること。念には念を入れてだ。わかった？」

「はい。はじめてのことなので心に留めておきます」

　ネルリは体育座りで小さくちぢこまったまま、元気に手をあげた。

　雪の降らない国から来たネルリが迎える最初の冬だった。

　南部の平野地帯では三日後が初雪だという予報だった。ネルリは未来記によって、もっと早く降るだろうと予言した。

　連邦の中にも温帯に属する比較的気候のおだやかな地域はあったが、雪が全く降らない国というのは珍しかった。

　シャーリック王国は乾燥しているため雪はおろか霜しもも置かないという。

　ネルリとナナイをおどかそうと、温室で農芸隊員たちは冬の怖さを語り聞かせた。

　子どものころに誰でも一度は雪や氷の中で死にかける。雪でおおわれた用水路にはまったり、スキーで崖がけに突っ込んだり、長さが自分の背丈と同じくらいあるつららを振りまわして伝説の剣士ごっこをしているところを友だちに見られたり（しかも口で効果音をつけていた）、まあ色々だ。

　日がくれて、電灯の明かりしかないのはいつもと同じだった。それなのにずいぶん暗く感じたのは、ガラス壁の外がおおわれているせいだったろうか。

　ストーブに載のせてあったやかんからポットにお湯を注いで、お茶を淹いれた。

　サヘムが灯油の発注票を隊長に手渡した。

「これから半年雪の中だ。うんざりしますね」

「そうかい？　雪に埋まりながら熱帯の植物を育てる、そんな現実離れした営みこそが農業の本質だよ」

　隊長は書類にサインしてサヘムに返した。

　寮塔にもどり、風呂に入って一日の汚れを洗いおとそうと、僕らはそろって温室を出た。隊長が最後に出て、電気を消した。

　温室の空気を長く味わっていたせいか、外の風は歯にしみるほど冷たかった。

「あ……雨」

　そうつぶやいてナナイが夜空を見あげた。

　農芸隊員たちは彼女にならって天を仰いだ。

　雨よりも軽くて柔らかいものが僕のまつげをくすぐった。

「雪だ！」

　ネルリは跳びあがった。

「はじめて降る雪を見るのははじめて！」

　彼女は謎の掻かい練ねり運動を始めた。それを見て農芸隊員たちは笑った。

「ネルリ、見ててごらん」

　隊長が温室にもどり、電気をつけた。ガラス屋根を通して光が漏れ、雪の降る様を浮かびあがらせた。闇やみの中から生まれるもののように、白い雪片がふと現れ、消えた。

「はじめての雪が降るところ！」

　ネルリとナナイはいっしょになって踊りながら、温室のまわりを巡った。農芸隊員たちは手拍子をした。乗せられたネルリはさらに激しく踊りまわった。全体的にコンセプトがうかつな奴だ。

「雪が降って喜ぶのはガキのうちだけだ」

　サヘムが僕の顔を見て、同意を求めるような色を浮かべた。「ガキは一日中遊んでればいい。学校や仕事がある人間にとって、雪はただの厄やつ介かい者ものだ。あれでネルリは大人になったって？」

　僕は夜の闇にまぎれてあいまいにうなずいた。




　きっと僕はいまでもガキなんだろう。

　雪の降る半年間は、雪にはしゃぐネルリの姿を思い出して、何とかやっていける。

　残りの半年間は、ネルリがそばにいないという事実にうちひしがれている。













　雪で重くなった窓を強引に押しあけて、屋根の斜面の中腹に顔を出すとき、ワジは決まってナラーと叫んだ。かつて彼らの祖先――耳みみ刈かりネルリの戦せん奴どたちが戦いに臨んでときの声をあげたように。

　窓の上にせり出した雪のひさしを、彼はスコップの先でこそげ落とした。

「おい、俺おれがいいというまで始めるんじゃあない」

　スピーカーが怒ど気きまじりの声を発した。

「失礼しました、寮りよう塔とう委員殿！」

　ワジは窓枠に足をかけ、地上に向けて怒ど鳴なった。

　その顔はネルリ手編みの目め出だし帽ぼうでおおわれていた。

「ウォーッ、今朝も寒いな」

　ヘイジンがはしごをのぼって、屋根裏にやって来た。いつもの眼鏡めがねははずし、細長いのぞき穴のついた革のアイマスクをしている。雪目予防のためのものだ。やっぱこういうミステリアスなキャラってＰＴパーテイにひとりは必要だよな、と思う。

「今日もワジが先発か？」

　質のよさそうな灰色のマフラーで顔の下半分をおおったサンガさんが続いて現れた。

「おう。先駆けは男のロマンだぜ」

　ワジはベルトにつけたカラビナをガチャガチャいわせて笑った。

　僕たちの足下、十二階の天てん井じように据すえつけられたスピーカーからふたたび寮塔委員スチョーバの声が聞こえてきた。

「よし、屋根裏のチンピラ諸君、始めてくれたまえ。第十寮塔に告ぐ。ただいまより雪おろしを行う。雪の下敷きになったり、つららで頭を突きさされたりしたいもの以外は塔の外に出ないこと。以上だ」

　ワジは腰のカラビナに結んであったザイルを大きなひとつの輪にまとめた。それとは別に一本のザイルをカラビナに結び、梁はりにかけた。

「じゃあお先に」

　彼はザイルを肩にかけ、行き先に目をやることも手探りすることもせずに、窓枠を蹴って屋根の上に飛び乗った。

　いくら命綱をつけているといっても、危険な行為だった。ネルリと同じく、彼も本来は高所恐怖症だった。だが、これもネルリと同じく、自分の勇敢さを誇こ示じする傾向があった。そういうときの彼は、僕の眼にも子どもっぽく映った。

　窓の外にザイルが三本ぶらさがった。ワジが屋根のてっぺんにある金具にザイルを取りつけたのだ。屋根裏の三人はそれぞれザイルのカラビナをベルトにかけて、一度引っぱって金具の具合を確かめると、スコップを手に、屋根の上へと這はいあがった。

　八高の冬に「一面の銀世界」ということばは似合わなかった。

　地上のありとあらゆるものが輪りん郭かくをあいまいにされたまま、そこに存在していた。風雪に磨みがかれた石造りの塔とうがくすんだ空に浮かんでいた。二本の環かん路ろも雪におおわれていて、塔の上の僕らは孤立しているようだった。点在する紅の点は各塔の寮塔委員が置いた「作業中」の立て札だった。

　四し角かく錐すいの屋根を、僕らは両足とスコップの三点保持でのぼった。強い風が吹いて、雪面から光の粒つぶが舞いあがった。厳寒期のように輝きつづけることはなかった。十一月の雪はまだ重く湿っていた。僕は帽子の耳当てについたひもをあごの下で留めた。

　ワジはスコップですくった雪を、何かの競技のように力いっぱい放り、それが地上へ落ちていく様を見つめていた。ヘイジンは寒さでこわばる顔の筋肉をしきりに動かしていた。アイマスクのせいで下半分しか表情がかわらず、ちょっと不気味だった。雪に突き立てたスコップに寄りかかって休むサンガさんのマフラーが、見えない手に引かれているかのようにまっすぐなびいた。

　僕らは黙々とはたらいた。

　それは学究的な行いだった。足場は不安定で、やりとげてもやりとげても、やりとげたと思い込んでいるだけで、成果は一晩でくつがえされた。

　それでもやるしかなかった。屋根がつぶれてぺしゃんこになるのは最上階にくらす僕らだし、雪が文字通り雪崩なだれを打って地上に落下したら死人が出る。その破壊力は雨あま樋どいから落ちる水の比ではない。

「おーい、第十寮塔！」

　隣の第九寮塔から声をかけられた。僕らと同じく屋根の雪おろしをする学生たちが手を振っていた。隣といっても五町チロークは離れているので、彼らの姿はウジ虫ほどの大きさにしか見えなかった。

「お前ら、今朝は早いじゃねえか！」

　ウジ虫がスコップを肩にかついだ。「ようやくママに起こしてもらわなくてもベッドから出られるようになったのか！」

「黙って手を動かしてろ！」

　こちらからはワジがいいかえした。「ぐずぐずしてるとそのボロっちい塔が雪でつぶれちまうぞ！」

　隣り合う寮塔の仲が悪いのは八高の伝統だった。かつてこの学校に王族の学生しか入れなかったころ――「王」といっても名ばかりで、旧共和国内に置かれた自治区の世せ襲しゆう首長にすぎなかった時代、寮生たちの出自を背景とした寮塔間の対立は、現代からは想像もできないほど激しかったという。

　特に名高いのが二十六期生の「四夜連続お茶会事件」に端を発する「八高三十年戦争」である。「第十一・十二寮塔航こう空くう相撲ずもう殺ごろし」や「暴力二年ハサミ決死隊」など字じ面づらからして恐ろしげな争いが記録に残されている。

　屋根の上での罵ば倒とう合戦はそうした歴史のなごりだった。別に本気で口ゲンカしているわけではなかった。ガスで視界が悪い日や吹雪ふぶきのときなど、隣からの声が心強く聞こえることもあった。

　ひととおり雪おろしが終わったので、僕はクラスメイトに先んじて屋根裏にもどった。命綱をはずして、はしごをおりる。体の雪を払ってから自分の部屋に入り、帽子、手袋、外がい套とうと脱いでいく。干し草をつめ込んだ長なが靴ぐつから足を引っこぬき、夏用の靴にはきかえて、階下に向かう。

　いつもはうすら寒い階段も、雪おろしのあとでは温室も同じだ。僕は急な階段を歩きながら、セーターを脱ぎ、シャツの前をはだけ、肌はだ着ぎの襟えり元もとをひろげて風を入れる。途中の階の先輩に「お疲れ」といわれて、お辞じ儀ぎで返す。

　一階に着いたら寮塔委員のスチョーバに作業の終了を報告する。スチョーバは、

「ご苦労」

　といって、マイクに向かう。

「第十寮塔に告ぐ。雪おろしは終わった。さあ、外に出よう。食堂で温かいメシがお待ちかねだ。以上」

　彼は書類に時刻を記入し、もう行っていい、と目で合図する。

　こうして冬の一日が始まる。だが僕は顔を洗って制服に着がえるために、ふたたび十二階までのぼらなくてはならなかった。




　ネルリの予言は鋭さを増した。

　ベイン教国連合の教会権力が失しつ墜ついすることをいいあてたのはその白はく眉びだった。

　ベイン教は連邦で広く信じられている多神教の内の一分派である。信者は主に極西部に分布している。かつて連邦がまだ帝国であった時代、ベイン教徒は王権の迫害を受けていた。

　同様に弾圧され、非合法化されていたのが、当時は一政治結社にすぎなかった活動委員会である。

　その後の歴史を考えると、活動委員会とベイン教徒が共闘した大維新の三年間は――帝国打倒という共通の目的を持っていたとはいえ――奇跡的な蜜みつ月げつ期きであったといえよう。

　新たに誕生した共和国は政教分離の徹底を図る――すなわち活動委員会は教会に優越する。

　ところがベイン教徒たちは彼らの教会に臣従するような態度を取った。第二維新以前から、ベイン教会はその占有地の中で独立国家のようにふるまっていた。

　第二維新で共和国が解体し、連邦制へ移行した際、ベイン教の各主教会はそれぞれの聖領を持ち寄り、連合国となった。

　同時に独立したお隣のウムラート王国は、国内にウムラート系ベイン教徒を多く抱えており、彼らの分離・独立を恐れていた。両国の国境線付近ではしばしば武力衝突が発生した。その紛争による死者の数は、第二維新前後の混乱によって出た連邦全体の犠牲者数よりも多いといわれている。反活動論者が第二維新を批判する折によく言及する数字だ。

　そのベイン教国連合の最高指導者である総主教が全国会議による統治を認め、教会と政治の分離を宣言した。教国連合は共和国に名をかえた。

　クラスメイトの○▽◇は教国連合の旧体制側に当たる人々だった。◇ことイ＝ウの一族が経営していた地下資源企業は新政府の命令で分割された。教会の重じゆう鎮ちんだった○の祖父は、義理の息子である○の父にその職をゆずらなければならなくなった。▽の一家は失脚し、本地に亡ぼう命めいした。

「帰省しやすくなって、かえってよかったわ」

　と▽はいつもとかわらぬ笑顔をクラスメイトたちに見せた。

　それが歴史の荒波に揉もまれる没落貴族のいじましい強がりなんかじゃなかったことは、後日判明した。数年後、都グネドコにある▽の家に招待された僕は、そのあまりの豪華さにムカついて三日ほど滞在してやることになる。

　▽一家の金融リスク分散テクについて何も知らなかった十六歳の僕は、どうにかして彼女たちの力になれないものかと頭を悩ませていた。できることなんて本当は何もないと悟る年でもあった。

　だから、イ＝ウからたのみごとをされて、うれしかった。

「ねえレイチ、私にスキーを教えて」

　四時間目の授業が終わって、みんな食堂に行くために外套やマフラーや帽子を身に着けるので教室中がせわしない空気に満ち、僕は外で着ればいいやと――朝から晴れて、比較的暖かい日だった――外套を肩に引っかけ一足先に教室を出た。

　そこでイ＝ウとふたりきりになった。あとから来た彼女は帽子だけかぶって、制服の上着と外套は手に持っていた。

　底冷えする静けさが、階段を伝って流れていた。窓から射す光の中で、時を忘れた埃が舞っていた。僕はいった。

「今日の放課後、農芸隊の敷地でどう？」

「うん。約束ね」

　イ＝ウはさらに何かいいたそうだったが、教室からクラスメイトたちがどっと出てきたのに巻き込まれて、僕から離れていってしまった。




　防衛隊のキャンプに出向いて、二人分のスキー板を借りてきた。

　一番短い板でもイ＝ウの背丈より頭ひとつ分以上長かった。それを危なっかしく肩にかつぐ彼女を連れて、林に入った。

　温室に続く道は農芸隊員によって除雪されてあったが、なにぶん小所帯の仕事ゆえ、二人並んで歩くほどの道幅はなかった。僕が先を行き、ことばも交わさず歩いた。

　春先にもらった手紙のせいで、彼女とうまく話せないまま冬を迎えてしまっていた。手紙の使者を務めた○と▽によればラブレターだそうだが、僕はまだその全てを解読できていなかった。

　イ＝ウの手紙は千百八十三行もある長詩形式で、しかも文語である旧共和制語で書かれた、ユーザーにフレンドリーでないこと極まりないホットなレターだった。

　辞書を引き引き読んではみたが、韻いんを踏ふんで長々と続く時候の挨あい拶さつに心がくじけ、それでも強いて読みすすめれば、語られる季節が春から夏、秋、冬へと移りかわり、そろそろ真剣にベインの伝統的な詩型について調べなければならないと感じていたのがこの時期だった。彼女がなぜ僕に手紙をよこしたのか、僕のことをどう思っているのか、さっぱりわからず、かといってこちらからたずねるわけにもいかず、変に気まずくなっていた。

「着いたよ。ここ、どうかな」

　農芸隊の畑の入り口で僕はスキー板を肩からおろした。

　春に耕し、夏に咲かせた都みやこ菖蒲あやめも、ネルリのひょうたん畑もあぜ道も、雪の白に塗り込められていた。ナナイのぶどう棚は解体されて倉庫にしまい込まれていた。

　見渡すかぎりの雪野原だった。森の樹冠に積もった雪がたれ込めた雲のように見える他は、空には隈くまもなかった。

「広いね」

　イ＝ウが僕を見あげた。僕はうなずいた。

「本当は色々あるんだけど、みんな雪に埋まっちゃった」

　クロスカントリーははじめてだという彼女に、板の装着法から教えた。元のあぜ道を踏み固めて、ストックなしで歩く練習をした。

　彼女は飲み込みが早かった。

「レイチの教え方が上手なんだよ」

　ストックの手皮に手を通して彼女はいった。指つきのきれいな手袋をしていた。

　僕のは鍋なべつかみみたいな指なし手袋だった。不ぶ格かつ好こうだけど、防寒機能は指なしの方が上だった。

「村ではスキーはいて学校に通ってたから。体育の授業もスキーだったし」

「レイチの村ってここよりもずっと寒いの？」

「うん、寒いよ。おまけに家が古くてボロい」

　僕がいうと、併走していたイ＝ウは笑った。

「でも、それがふつうだと思ってたよ。君のところは？」

「あまり寒くはないと思う。氷点下十度も行かない。雪も少ないしね。天気はずっと悪いけど」

　その日は本当にいい天気だった。僕らの走るのに合わせて、雪の面で砕くだける光がうつろった。黒い森がかすんで見えた。

「ヘイジンのアイマスクを借りてくりゃよかった」

「あれは……私、どうかと思う。もうちょっとかわいいのなかったのかな」

　風で雪が舞った。彼女の耳当てなし帽が飛ばされて、まだ踏みあらされていないまっさらな雪の上にふわりと置かれた。

「僕が取ってくる」

　彼女を雪道に残して、僕は新雪に分け入った。腰くらいまである雪をスキー板でぐいぐい漕こいでいき、もう少しで帽子に手が届きそうになったところで、踏み出した先の足場がふっと沈んだ。僕は前のめりにスッ転んだ。

「レイチ、だいじょうぶ？」

　イ＝ウは視界から僕が消えたのでびっくりしているようだった。

「ああ、何とか」

　僕は雪の中から顔をあげ、ストックを突いて起きあがった。

　そういえばここは麦畑だった。あぜ道より一段低くなっているのだ。

　何とか帽子を回収して、イ＝ウのもとへもどった。全身雪まみれで、袖そでの隙すき間まや靴の中にまで冷たいものが入り込んでいた。

「レイチ、スキー板は？」

「え？　あっ！」

　スキー板が片方なくなっていた。「転んだときにはずれちゃったんだ」

「ごめんね。私のせいで……」

　彼女は帽子で顔をかくした。やがて肩がふるえだし、ついには我が慢まんできなくなったらしく、笑い声がこぼれた。

「ごめんなさい、レイチ。でも、おかしくて……」

　彼女の笑顔につられて、僕も笑った。

「帽子を取りに行ってスキー板取られて、プラマイゼロだね」

　イ＝ウは笑いのあまりに涙をこぼした。

「ごめんね。今度は私が取りに行くから」

「いや、いいよ。君が行ったら二本ともなくしちゃいそうだ」

　僕は残った板を外し、ストックを携えてふたたび雪の中に踏み込んだ。




「ちょっと休きゆう憩けいしない？」

　雪に埋まったスキー板を掘り出してもどった僕に、彼女はいった。

「うん。じゃあ温室に行こう。あそこは暖かい。お茶でも飲んで――」

「ううん。私はあそこがいい」

　彼女はストックで森を指した。「小さいころにね、本で読んだの。木の下に穴を掘って、そこで吹雪をやりすごすお話」

「実際やったことあるけど、けっこう寒いよ」

「でも一度やってみたかったの。お願い」

「わかった」

　僕は秋の記憶をたどってあぜ道の上を歩いた。

　木々の一番低い枝のところまで雪が積もっていた。僕は木の幹のまわりを手で掘った。吹雪をやりすごすまではいかないまでも、座れば身がかくれるほどの深さにはなった。

「本当はこれに屋根をつけるんだけどね」

　僕はスキー板をはずして、木に立てかけた。手袋をはずし、首から紐ひもでさげた。

「でもほら、枝が屋根みたいだよ」

　雪洞の中に腰をおろした彼女は常緑の葉を指ではじいた。僕らはしゃがみこんで、幹に寄りかかった。日が当たらないのでやはり寒かった。

「本地の冬って本当にすてきね。何もかも雪におおわれて、どこまでも白くて。本で読んで知ったつもりでいたけど、実際に来てみて、この目で見て、本当に好きになった」

　僕はそのことばに何と答えていいのかわからなかった。「ありがとう」っていえばよかったんだろうか。でも僕は本地の代表でも冬の所有者でもなかった。

「冬はさびしいよ。森の中がさ」

　僕は堅くしまった幹に背中をおしつけた。「生き物の姿はないし、鳥の声もしないし、花なんてもちろんないしね」

「ソックやハツーと同じようなことをいうのね」

　彼女は笑った。

「あのふたりは冬が嫌いなのか」

　そういってしまってから後こう悔かいした。彼女たちは本地の冬が嫌いなのではない。故郷の冬を愛しているだけなのだ。政変に揺れる母国をなつかしんでいるのだ。彼女たちから見ればこの雪は白い牢ろう獄ごくのようなものだろう。

「私はさびしいだけじゃないと思うけど」

　そういってイ＝ウは膝ひざの上の手を結んでは開いた。

　彼女に飴あめをもらってなめた。

　甘い口の中からわき出る白い吐と息いきがまじり合うほど寄りそっていながら、僕らは会話の糸口も見つけられずにいた。

「私、四月にね、手紙を送ったでしょ？」

　イ＝ウが帽子を脱ぎ、裏に張られた柔らかい毛を頰ほおに当てた。いつも◇冠かんむりをかぶっている彼女の何も着けていない頭を間近で見るのははじめてだった。

「あのときとは、ものの見方がかわったと思う。色々なことが起こって、私は何も知らなかったんだなあって――それでね、手紙に書いたことはなかったことにしてほしいの」

　何だかぼんやりした話だったが、手紙を最後まで読めていない僕にとって有利なオファーのような気がした。僕は彼女の顔色をうかがいつつ、うなずいた。

　わずかに赤くなった目で彼女は僕の目をのぞき込んだ。

「いまはね、あなたが好き。はじめて会ったときのクールなあなたも好きだったけど、本当は優しくて、がんばりやで、人を笑わせようとばかりしてるあなたが好きなの」

　まばたきを数えられそうなほどの距離で僕たちは見つめ合っていた。「好き」ってことばがリアルに響いた。自分の体の一部のように相手を好きにしてやりたいと思った。

　身を引いたはずみでしりもちをついた。

　彼女がさらに身を寄せてきた。

　そのまなざしに抗することばを僕は知らなかった。

「ごめん」

　日常のフレーズが舌の上で破は裂れつした。

　彼女の目に涙の膜まくがかかった。

「どうして？」

　涙が一粒こぼれた。その落ちていくことへの従順さが僕をかきたてた。

「いま好きな人がいる」

「誰？」

　まばたきするにつれて、涙がまた二条流れた。

　僕の体は寒さとは別の何かにふるえた。

　誰も見ていない森の下で、イ＝ウを――目の前のもうひとつの肉体を自分のものにかえてしまおうかと思った。あふれている涙に、かじかんで赤い耳に、外套の内にかくれた細い熱にこの手で触れて、この身のものにしてしまいたかった。

　彼女の袖を取って引き寄せれば、その体も涙も僕の胸に落ちてくるはずだった。

「ネルリが好きなんだ」

「ネルリ？　冗じよう談だんでしょ？」

　イ＝ウがくちびるをゆがめた。笑われたのだとかんちがいした。

「本気だ。好きなんだ、ネルリのこと」

「本気だから何？」












　イ＝ウの涙は口の隅にたまり、流れる向きをかえた。「本気だと何なの？　ネルリとつきあえるって？　あの王女様と？　あなたの意志で決められると思う？　あの国でそれが許されるとでも思ってるの？　あなたなんて、外国人で、ただの学生で、何も、悪いことも何もできなくて、ネルリが王様になったらお目どおりもかなわないんだから」

　僕はこわばった顔をうすっぺらい笑いで解ほどいた。雪に爪を立てた。表層を突きやぶり、冷たい痛みを握りしめた。

「君のいうとおりかもしれない。でも先のことはまだ――」

「先のことはまだ？　いまだけよければいいって？　ちがう。そんなのちがう。そんなのぜんぜん好きってことじゃない」

　僕は何もいいかえせずに、ただ彼女のあごを伝って落ちるしずくを見つめていた。彼女のいうことは確かだと思った。涙がそこに留とどまれないのと同じくらいに。

「あなたのいいところを見ようともしないで、悪くいう人が出てくる。あなたを知らないくせにあれこれいうのよ、みんなみんな。そんなのいやだ。いやだ。どうして、どうして……」

「ごめん」

　僕は彼女の顔を手のひらで包み込んで、ぬぐった。肌がこすれて、赤く痛々しいあとになった。彼女の熱く湿った体を抱き寄せようとした。

　彼女はひとつの答えだった。ネルリの答えを得るまでにどれだけの答えを受けねばならぬのだろう、と思った。

「ごめん」

　彼女は僕の胸を手で突いて、身を離した。うつむき、立ちあがり、ふりかえり、スキー板を腕に抱えた。

「ごめんね」

　彼女の頭の上でひょこひょこ揺れるスキー板の先っぽが林の道へと消えるのを、僕は野ウサギみたいに穴ぐらからひょっこり顔を出してながめた。僕の耳は帽子の下にかくれ、鼻はすっかり乾いていた。




　サンガさんがモテるのは「マフラーがおしゃれ」とかが理由じゃない。結局、他人のために費やすエネルギーの絶対量が僕なんかとは桁けたちがいに多いせいだったのだろう。

　結局。

　はじめからわかっていたことだけど。結局。

　女子寮の雪おろしを手伝っちゃおうなんて、彼でなきゃ思いつかないことだった。

「嫌だね、絶対」

　ヘイジンがアイマスクの穴を手袋のカフでこすった。それでよけいに雪が目に入ったらしく、クソッとつぶやいて、頭を強く振った。張りつめた命綱がきしんだ。風の強い日だった。

「この天気だと、第二寮塔に行くだけでも一苦労だ」

　寮塔の屋根の上から見おろすと、地上は風と雪で灰白色に塗りつぶされていた。風は一方向に吹いていたが、雪は縦じゆう横おう無む尽じんに飛びかい、防寒具の隙間に入り込んだ。視界は伸ばした手の先までしか利かず、耳当てをたたく雪で聴覚も混乱させられていた。

「この天気だから行くのさ。こんな状況下で雪おろしなんてご婦人方には厳しいよ」

　屋根を挟んで反対側にいるサンガさんの声がかろうじて聞こえた。

　ヘイジンは屋根の縁にたまった雪を乱暴に蹴ちらした。

「あっちにだって人数はいるだろ。うちのクラスだけでも八人だ」

「だけどなあ――」

　スコップを短く持って、固くしまった雪を削っていたワジが手をとめた。「まともに作業できるのが何人いる？　本地民のカミレと力自慢のナナイ、それにショナくらいか、平気なのは？　ベインの三人は雪に慣れてないし、ミッカは危なっかしい。殿下もこんなことはなさらないだろう。『君子高きにのぼらず』さ」

　彼は自分のいった格言に自分でうなずいた。

　僕は女子寮になんて行きたくないと思った。イ＝ウの告白から十日たったけど、気まずくていまだに彼女の顔をまともに見られなかった。教室でさえそうなのに、彼女の寮塔に出かけていくなんてもってのほかだ。

　でもなあ……ワジは危なっかしいし、上流家庭で育ったサンガさんは特別雪かきがうまいわけではない。助すけ太だ刀ちに行ったところで戦力にならないんじゃないかな。その点、僕はちがう。僕は雪かきが得意で、それが彼らに誇れる唯一の特技だった。

　僕は毛糸のマスクをあごまで引きおろした。ネルリが目の前でささっと編んでくれたものだった。毛糸のチクチクで荒れた肌を風に乗った雪がチクチク刺した。

「僕は行く。どうせこの天気じゃ一時間目は三十分押しで始まるさ」

　そう僕がいうと、サンガさんとワジは手をたたいた。

「そうだそうだ」

「よくいったレイチ」

「ああそうかよ。勝手にしな」

　ヘイジンはため息をひとつつくと、命綱をつかんで斜面をおりていった。




　地上では防衛隊員が見まわりがてら外環路の雪かきをしていた。

「第二寮塔？　遠まわりになるけど外環路を行った方がいい。この吹雪じゃ校内でも遭そう難なんしかねんぜ。うちの隊員が電灯を持って回っているから目印にするといい」

　僕らは彼の、まるで底のぬけたモテバケツに水を注ぐような奉仕作業に、最敬礼でこたえ、彼の教えてくれた道をたどった。

「作業中」の立て札を無視して第二寮塔の戸をたたくと、寮塔委員が出てきて目を丸くした。

「あなたたち、どうしたの」

　彼女の目は僕らの持つスコップの上に注がれた。「ああ、そういうことね。いいわねえ、仲のいいクラスで」

「彼女たちは屋根の上ですか？」

「ええ、そうよ」

　それを聞いてサンガさんはふりむいた。

「よし、行こう」

　彼の合図で僕たちは階段に押し寄せた。急なのぼりも吹雪の外環路にくらべればはるかに楽なルートであった。

「おはよう第二寮塔。一年十一組の男子諸君が雪おろしの加勢に来てくれたわよ。温かく迎えてあげてね」

　階段の脇にある扉が次々に開き、寝巻姿や着がえ途中の先輩たちが現れた。

「ヒューッ、彼らの燃えさかる瞳をごらんよ」

「これには冬将軍もタジタジ」

「ちょっとサンガ、昼間はダメっていったでしょ～」

「ワジ、ネルリにする？　それともア・タ・シ？」

「パンツかくしてパンツ」

　通過する各階で僕らは挑発的な歓迎を受けた。

「何だよこれ。さらしものじゃないか」

　文句をいいながらも最終的にはついてきたヘイジンが、アイマスクで顔をかくした。

　当然のことながら、十一・十二階のクラスメイトによる反応は被占領地の解放軍に対するそれ、あるいは「凱がい旋せん」という比ひ喩ゆがふさわしいものであった。僕はこの第二の故郷と呼ぶべき地に飾る錦をちゃんとはけているかどうか、ズボンの中をのぞいてチェックした。

「お義ね姉え様さま、行っちゃった」

　ホット系パンツ姿のミッカが部屋から飛び出してきて、「お兄様」サンガさんの腕にすがった。

「やはりそうか。よし、助太刀してこよう」

「殿下は？　殿下はまだお休みか？」

「ネルリならナナイといっしょに屋根へ――」

　○の答えを聞くが早いか、ワジはサンガさんを追いこして階段をのぼっていった。

「む、無念……。この首の怪我さえなければ……」

　部屋から出てきた▽がマフラーをぐるぐる巻きにしたまま鼻をすすった。

　その隣にイ＝ウがいた。

　彼女は、壁一面に写真やらイラストやらが張られた▽の部屋の入り口に立っていた。厚手のセーターを着て、いつもの◇冠を心もち目ま深ぶかにかぶっていた。

　前ぶれなく押し入ってきた僕を、彼女は伏目がちに見た。

　僕はヘイジンをこっそり指さし、手でアイマスクの形を作った。それを顔に持っていくと、指の間から、うつむいて笑うイ＝ウの姿が見えた。ひさしぶりに見た笑顔がうれしかった。

　屋根裏ではちょうどカミレが窓の外から帰還したところだった。彼女はスコップを床に投げ出し、頭を振って雪まみれの帽子を脱いだ。

「ハツー、ちょっと来て」

　彼女は○を呼んで、その手で脚を温めさせた。スカートとブーツの間にのぞく肌は紫に変色していた。

「ヤダちょっと、そんなに激しく動かさないで。てのひらの熱でゆっくり温めるの」

「了解でゲス、ウシシ」

　座り込んだ○はいまにもほおずりしそうな勢いでカミレの太ももをナデナデした。

　カミレから命綱を借りうけたヘイジンは頭を振った。

「どうしてこのクソ寒い中、スカートはいたりするんだ？」

「原始、女性は生なま脚あしだったんだよ！」

　全女子を代表して○が力強いテーゼを発した。「わあカミレ、手も冷たいね。温めてあげる。そう、そこに手を入れて――」

　ウオーッ！　○の献身的な行動に心衝つき動うごかされた僕は手袋をかなぐりすて、カミレのもう片方の手を取った。ふむ、この症状は女性に多く見られる末端の冷え。僕の面影を一日三回服用して基き礎そ代たい謝しやと女子力を高めてね！

「おーい、命綱がもうないんだ。レイチが来たから誰かおりてこい」

　窓から顔を出して呼びかけたヘイジンが突然ウオーッと叫び声をあげたので僕は一瞬フレンドシップとエッチスキンシップの板ばさみになったが、後者が「いいじゃないか。減るもんじゃなし」なのに対して前者が減らすわけにいかない大事な手駒であったのでやむなくカミレの手を放しヘイジン救出に向かうと窓から雪煙が降ってきて思わずウオーッと叫び声をあげてしまった。

　僕らの頭上でネルリが雪をむやみに掘りちらしていた。

「ネルリ、交代だ」

　僕がいうと彼女はその無む駄だなディグダグ行為を中止して、がに股またでゆっくりと這いおりてきた。

「おお寒い寒い」

　窓から入ってきて、床に足をつけた彼女は、股にガッチリ食い込んだ本格的なハーネスからカラビナを取り外し、

「こんなものは飾りにすぎないがね」

　といって僕に差し出した。

　彼女の服は赤ん坊のおくるみみたいな上下一体型で、もこもこと着ぶくれしていたが、頭部には髷まげの上にふわふわの飾りが盛ってあるだけの心もとない帽子があるだけだった。むき出しの耳は赤くなるのを通りこして白くなっていた。

「耳当てしないと、いつか耳取れるぞ」

　僕は顔を挟はさむような格好で、彼女の両耳にてのひらをおしあてた。

「なっ、汝なんじ！　我が耳を……」

　室内の空気に触れたせいか、彼女の頰は赤みを帯びた。「いくら温めるためとはいえ……そんな風に……無礼であるぞ」

　耳をおさえるだけで動きを封じることが可能なネルリをもう少し観察していたかったが、ヘイジンにせっつかれたので僕はスコップを取って屋根の上にのぼった。

　発電とかに使うレベルの強風に吹きさらされて目の前がまっしろになった。

「レイチ、聞こえるか？」

　上からヘイジンの声がした。彼の足が顔のすぐそばにあった。それがしきりに足場を踏み固めるので雪が跳はねて口や目に入った。

「ああ、聞こえてるし見えてる。何なら味までわかるくらいだ」

「よし。僕は右側に移る。君はここでナナイを手伝え」

「了解」

　僕は斜面をのぼった。雪が細かいため、強く踏みしめるとすぐに崩れてしまう。僕はザイルを引いて強引に体を持ちあげた。

　とんがり屋根の先端近くにナナイがしがみついていた。白いポンチョが風で雪だるま式にふくれあがっていた。

「ナナイ、聞こえるか？」

　声をかけたが返事はなかった。僕は斜面を這いあがり、彼女と並んだ。

「ナナイ――」

「聞こえている。だいじょうぶだ」

　彼女はふりむきもせずにいった。片腕にスコップを抱え、あとの手足はつっぱらせていた。

「ナナイ、動けないのか？」

　返事はなかった。

「こっちを見るんだ、ナナイ」

　彼女はゆっくりと顔をこちらに向けた。いつも首からさげているゴーグルを着けていた。僕はそのガラスにこびりついた雪をぬぐいとってやった。

「ナナイ、もうだいじょうぶだ。ほら、スコップを貸して」

　彼女の目はうつろだった。くちびるの色も悪い。僕は彼女の手からスコップを奪いとり、ベルトに差した。

「まるで砂嵐につかまったときのようだ。視界が利きかなくなって、足がすくんで……」

「ああ、みんなそうさ。僕の手につかまれ。いっしょにおりよう」

　彼女は動かなかった。口を大きく開けて、弱々しくあえいだ。

「駄目だ。これは私の仕事だ。殿下にたまわった、クラスのみんなと分け合った大事な仕事だ。途中で投げ出すわけにはいかない」

　投げ出すも何もねーよ何もしてねーのに！　これだから真ま面じ目めなバカは使えない。おとなしく暖かい部屋にもどって『人生をかえたレイチ百の名言』を編へん纂さんする作業に取りかかってろ。

　ナナイの手を引いていったん屋根裏に帰ろうとしたとき、風にまじって誰かの叫ぶ声が聞こえた。

「みんな、だいじょうぶか？」

　僕の呼びかけにワジとヘイジンが答えた。

「だいじょうぶだ」

「異状なし。クソ寒いこと以外は」

　少し待ってみたがサンガさんとショナの応答はなかった。

「サンガさん！　ショナ！　聞こえてたら返事してくれ！」

「おーい、レイチ」

　かわりにワジが声を発した。「サンガとショナはだいじょうぶだ。お前の反対側にいるから声が届かないんだ」

「わかった。ありがとう」

　僕はふたたび斜面をおりはじめた。屋根に体を預けてすべりおりると、押された雪の表面に布のようなしわが寄った。

　歌が聞こえた。最初は叫び声だとかんちがいしてしまったが、それはメロディを伴っていた。




　　第二寮塔

　　くさった寮塔

　　第二寮塔

　　委員会の手先




「第三寮塔の連中だ」

　ナナイがゴーグルについた雪を指で払った。「何だか知らんが、私たちが雪おろしするときに、いつもああして歌っている」

　えげつねえなあ女子寮。

「おーい」

　ヘイジンが発声練習をするかのように声を張りあげた。「第三寮塔か？　チェリ先輩いるか？」

　歌がやんだ。

　ナナイに教えられて第三寮塔の方角に目をこらした。雪にかすむ塔の影は僕らを黙って観察している巨人のようだった。

「男子？　なんで男子がいるの？」

　第三寮塔から返答があった。

「雪おろしを手伝ってるんだ！　クラスメイトだからな！」

「一年十一組？」

「そうだ！　僕はヘイジン！　チェリ先輩はいるか？」

「いねーよ！　先輩は雪おろしなんかしねーよ！」

　別の声が飛んできた。

「ヘイジンって変なフェイスガードしてる奴でしょ？」

「ダセーよな、あれ！」

　ヘイジンは「おい、レイチ」といって、屋根の端から「変なフェイスガード」をのぞかせた。

「おい、僕のマスク、変か？」

　僕とナナイは「はてさて」とか「気にするな」とか答え、彼のプライドを傷つけないよう、明確な評価は避けた。

　ヘコむヘイジンの様子を見て笑っていたが、ナナイの「静かに」という声で沈黙を強いられた。

「校内放送だ」

　彼女は体を起こしてふりかえり、塔の森を見おろした。耳飾りの羽が風になびいていた。

「聞こえたか？」

「いや、何も」

「中にもどる」

　ナナイは尻と背中で思いきりよく斜面をすべりおりた。僕もふたつのスコップを落とさないよう気をつけながら屋根裏へとずり落ちた。

　着き膨ぶくれネルリが窓の内に立っていた。

「ナナイ、ワジを呼べ」

「殿下、いったい何が――」

「シャーリック耳十字騎士団の首脳陣がロビーに到着したそうだ」

「この時間にですか？」

　ゴーグルをはずしたナナイはけわしい表情を浮かべた。「放課後まで待たせておきましょう」

「いや、よいのだ。本来なら昨晩着くはずだったのが雪で遅れてしまったのだから。このうえ待たせるのも気の毒だ。これから会うことにする。何やら陳ちん情じようがあるそうな」

「ですが殿下、お食事は――」

「朝食をぬいたくらいでは死なないよ」

　ネルリはほほえんでみせた。ナナイは不満げにくちびるをかんだ。

「私は仕し度たくをするから、ワジをまず使者に立てる。ナナイ、ワジにそう伝えておけ」

「はっ、かしこまりました」

　ナナイは不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頭をさげた。ネルリはひとつうなずいて、はしごをおりていった。

　主君が去ると、ナナイは帽子を取って壁にたたきつけた。

「クソッ、どいつもこいつも勝手なことばかり……」

「ミミジュージグンってのは何だ。カルト宗教？」

　僕がたずねると、彼女はひとつ息を吐いて帽子を拾いあげた。

「殿下のご即位を前倒ししようとたくらんでいる国粋主義者の団体だ。こんな時間に来ることからもわかるだろうが、殿下のご都合など二の次だと考えていやがるんだ」

「ネルリは……すぐに即位するつもりなのか？」

　僕の脳のう裏りにイ＝ウのことばがよみがえった――ネルリが王様になったらお目どおりもかなわない。

「さあな。このところ本地との関係がギクシャクしだしたんで、奴らあせっているんだろう。我が国の人間は高等教育に理解がない。多くのものが殿下のご帰朝を願っている。この学校ですごされる時間は、殿下にとって不断に戦い取らねばならぬものなのだ」

「ちょっと待て。……ネルリ、学校辞めないよな？」

「わからん。殿下のお考え次第だ――おそらくはな。そう信じたい」

　ナナイはうつむいた。背中を丸めて、ぼんのくぼにてのひらを当てた。ネルリを護衛するための体をもてあましているようだった。

「ナナイ、ロビーに来た奴らのこと調べてきてくれよ」

　僕がいうと、彼女は顔をあげた。

「調べてどうする」

「わかんないけど……彼らのいいぶんを知りたいんだ。僕もネルリにいわなければならないことがある」

　ナナイは魔よけのデビルアイで僕の眼をのぞき込んだ。

　僕の「いわなければならないこと」を彼女は見すかしていたのだろうか。

　ナナイは外套にこびりついた雪を素手でむしりとった。

「わかった。では私は殿下の護衛として何とか会談に立ち会ってこよう。その内容をお前に教えてやる」

「そのかわりに僕は君の分まで雪おろしをする」

「交渉成立だ」

　僕らは握手を交わした。

　彼女は着がえるため自室にもどろうとしたが、はずし忘れていた命綱のせいでアホの犬みたいにガクンと後ろに引っぱられ、しりもちをついた。

「そうだ、ワジ……まずワジを呼ばなければ」

　起きあがりながらナナイが恥ずかしげにつぶやいた。

「おい、どうした」

「何かスゲー音したけど」

　ワジとヘイジンが逆さの顔を窓の外にのぞかせていた。













「お」

「そ」

「ろ」

「し」

「い」

「み」

「ら」

「い」

　よほどあわてていたのか、食堂に飛び込んできたネルリは一音を発するごとに人や椅い子すやテーブルにぶつかった。

「どうかなさいましたか」

　ナナイが席を立ち、テーブルの角に腰をぶつけてうずくまる主君に歩み寄った。

「未来記に恐ろしい記述があったのだ。この一週間についてだ」

　ネルリは未来記の一冊を取り出すと、しおりの挟はさんであるページを開いた。

「ここだ。この項を読め」

　ナナイはそれをおそるおそる受け取った。

「『我が子孫のふしどに這はい入いる毒どく蛇じや――』これは……」

「私を待つのは死か、あるいは死よりもいとわしいはずかしめか。いずれにせよ、もう逃れられぬ！　逃れられぬのが未来記の未来！」

　ネルリは護衛の腕にしなだれかかり、よよよと泣きくずれた。

「ヘビ？」

　ミッカが首をかしげた。「こんなに、寒いのに、ヘビが、出るの？」

「蛇へびは比ひ喩ゆ。男の人がネルリの寝てるところにやって来るという意味でしょうよ」

　そういってショナが口元をナプキンでぬぐった。

「男の、人？　何を、しに、来るの？」

「いやらしいことよ。ネルリのパンツを脱がしたり」

「まあ、こわい」

　ミッカは手で口をおおった。

　ごまかされるな！　君のお義ね姉え様さまとお兄様はふたりきりでもっといやらしいことをしているんだ！　いま詳しく説明してやってもいいが、昼間からする話じゃない。ま、おいおいな……。

　○と▽がテーブルごしに、はたから丸聞こえの秘密会議を持った。

「ついにパンツでは飽き足らなくなったか……」

「しょうがないよね。男の子だもんね」

　ふたりが向けてくる視線に顔を背け、僕はキャベツの塩しお漬づけを食った。

　周囲のテーブルからは「レイチ＝スネーク」とか「パンツ」とか「夜よ這ばい」とかいった謎なぞのキーワードがちりばめられたささやきが起こった。

　ちょっと待ってよ！　そんな呼び名やめてくれよ！　もっと、こう……たとえば「ナイト・ウォーカー」とか「ナイト・ストーカー」とか、思いきって「ナイト・イェーガー」くらい飛ひ躍やくしてもいいな。エッチな魔の手から女の子を救ったあとで、「あの……どこかでお会いしたことが？」とたずねられて「人ちがいだ。日の当たるところはニガテでね……」と答えるナイト・イェーガーの正体は何とその女の子がいつもバカにしている幼なじみのレイチだったのだ！　うおお、この展開マチガイねえ！

　僕がナイト・イェーガーにつきまとうストーカー的な敵キャラの必殺技を考案している間に、クラスメイトたちは「毒蛇」対策を議論しはじめていた。

「今回はネルリをねらうとわかっているんだから、迎え討てばいい」

「第二寮りよう塔とうが総力をあげて変へん態たいをやっつけるわ！」

「臣わたくしが二十四時間完全警護をいたします。殿でん下かがお休みの間もおそばで――」

「それはかえって危険よ！　すっかり眠り込んだ主君に狼ろう藉ぜきをはたらくナナイ。なぜなら彼女はひそかにネルリのことを――」

「ヤブヘビってやつね……。ん？　ひょっとしてネルリの予言にある『毒蛇』というのはこのこと……？」

　僕はポテトスープのおかわりを取りに、配膳台へと向かった。疑ぎ心しん暗あん鬼きにおちいったクラスメイトたちに有罪判決くだされちゃかなわないし、そもそも僕自身本当に潔白なのかどうかわからなくなっていた。実は僕のもうひとつの人格＝ナイト・イェーガーが性欲をもてあまし、夜な夜な寮塔をぬけ出してエッチ行為をはたらいているのではないだろうか。

　お椀わんにスープを注ぎ、席に戻る途中で、チェリ先輩とヴェーラにでくわした。

「またネルリが動き出したようね」

　チェリ先輩がそうささやいたので、思わず「先輩もナイト・イェーガーを？」と口走りそうになった。

「今回もおそらくネルリの自作自演でしょう」

　彼女は視線だけをすばやく一年十一組の集うテーブルに向けた。

「またですか……。そんなことして何のメリットがあるんでしょうか」

「さあ。守ってほしいというメッセージかしら」

「それとも誘っているのかもよん」

　ヴェーラが僕の頰ほおをつついた。「レイチ、行ってあげたら？」

「何なんですか。からかわないでくださいよ」

　先輩たちは僕の反応を見ると大笑いして去っていった。

　ナイト・イェーガーの件はともかく、何か重大な秘密が彼女たちに漏れているような気がしてならなかった。




「毒蛇」が現れたのは意外にも昼間だった。

　放課後、勉強会のため図書館へ移動していた僕たち男子のもとへミッカがあたふたとかけてきた。

「たいへんたいへん！　お兄様たいへん！」

「どうしたんだ？」

「出たの！　ネルリの、ところに、出たの！」

　ただならぬものを察知したのか、ワジが走り出した。

　慣れぬ雪に足をすべらせながら進む彼に僕たちは余裕で追いつき、フレーフレーと声援を送った。

「俺のことはいいから先に行け！」

　カッコいいセリフとはうらはらに、彼は恥ずかしげな表情で伴走者を追いはらう仕草をした。

　事件現場の第二寮塔十一階は、主に野次馬で騒然としていた。

　立りつ錐すいの余地もないとはまさにこのことだった。そういえばネルリの成人の儀ぎ式しきのときにはもっと人が少なかったはず……。

　エロ＞ハレ＞ケ

　という図式が集客力においては当てはまるのだという認識をあらたにした。

　他の寮塔から来たとおぼしき学生をおしのけるナナイにワジが声をかけた。

「殿下は？」

「上だ。ひとまず私の部屋にお移り願った」

　彼は見物客をかきわけて階段をかけのぼった。

　ネルリの部屋の前に立つカミレが僕らを手でまねいた。

「これ見てよ。本当にひどい……」

　靴くつを脱いでネルリの部屋にあがった僕らの目に飛び込んできたもの――それはベッドにうず高く積まれたウンコ状の黒い物体だった。

「うわあ……」

「何なんだこれは」

　僕は鼻をひくつかせた。とてもなつかしい、だがネルリの部屋には似つかわしくないにおいがした。

　僕はベッドのそばに寄り、まるまるとしたウンコ的物体をひとつ取った。その表面には乾いた土がこびりついていた。

「じゃがいもだ」

　僕は入り口に立つクラスメイトたちの方にふりかえった。

　カミレがうなずいた。

「ええ。授業が終わって部屋にもどってきたらこうなってたんだって。朝は何も異状がなかったのに」

「ひどいな。ベッドが泥どろだらけだ。誰がこんなことを……」

「土だ」

　サンガさんがシーツの上をなでた。「ネルリが土中を忌いみ嫌きらっていることを犯人は知っているんだ」

「じゃがいもなんて食べるのも見るのも駄だ目めらしいわね、彼女」

　そういってカミレは土にまみれたいもの山を見つめた。

　いもの手触りを確かめながら、僕は自問していた。

　なぜじゃがいもなんだ……？

　なぜじゃがいもをネルリのベッドに……？

　何か核心的なものに触れたのを感じた。

「クックック……なるほど、じゃがいもね……。なかなか味なマネをする。ヤツめ、本気だな」

「何かわかったのか、レイチ」

　ヘイジンが僕を見つめた。

　僕は手の中のアイテムを彼に突きつけた。

「ああ。ネクスト・ネルリズ・ヒントはこれだ」

「じ、じゃがいも……？」

　カミレとサンガさんが、そりゃそうだ的な目で冷ややかに見ていた。

　僕たちはナナイの部屋に移動した。

　ネルリはヒトデ型の巨大座ざ布団ぶとんにすっぽり包まれて床の上に寝そべっていた。

「殿下はご不快ゆえ、病やま衣いをお召めしになった」

　ナナイが濡れた手拭を王女様の額に当てた。

「ネルリ、レイチが事件の謎を解いたぞ」

　ヘイジンがネルリの耳元でいった。

　あれ？　そんなこといったっけ？

「申して……みよ……」

　ネルリがうっすらと目を開け、力なくいった。

　僕は現場から持ってきたじゃがいもを差し出した。

「君の予言は当たった。『毒蛇』は確かに君のベッドに入ってきた。こいつがそうさ」

「土……土の中……人の手の及ばぬもの……死」

　ネルリはうつろな目でうわごとを発した。

　僕はてのひらの上でじゃがいもを転がした。

「これは単なる象徴じゃない。明らかな凶器だ」

「凶器？」

　洗せん面めん桶おけの氷水に手拭をひたしていたワジが顔をあげた。「じゃがいもで殿下のお命を？」

　僕はじゃがいも素人しろうとの彼に説明してやった。

「じゃがいもの芽には毒がある。まちがって食った山や羊ぎがコロリと死んでしまうほどの猛毒だ」

「何だと？　そんなに恐ろしいものが食卓にのぼっていたとは……」

　ワジは驚きの色を浮かべた。

「何てことだ。いまのいままで何も知らずに食べていた」

　ナナイが顔をしかめて胸をさすった。

「なるほど、それが『毒』か」

　壁に寄りかかったサンガさんがいった。

「それだけじゃない。発芽したじゃがいもは呼吸をする。すなわち空気中の酸素を消費し、二酸化炭素を排出する」

　僕はクラスメイトたちの顔を見わたした。「本地では毎年、じゃがいもを保管してあった倉庫で亡くなる人が出る。二酸化炭素中毒さ。地下倉庫のような密閉されたところでよく起こるんだ。これをネルリの部屋に大量に運び込めば、音もなくネルリを殺せる。自分は手を汚さず、しかも離れたところにいながらな」

「大量のじゃがいもに気づかぬバカがいるか！」

　ネルリがきらりん星型ボディをむくりと起こした。

「犯人の心当たりはあるのか？」

　ナナイが、それを答えたらソッコーでお礼参りに向かいそうな目つきで謎解きを迫ってきた。

　クラスメイトたちの、部屋の外のギャラリーの視線が一点に注がれた。

　僕はうなずいた。

「あれだけのじゃがいもを一度に持ってくるのは無理だ。おそらく小分けにして、休み時間ごとに運び込んだんだろう。犯人はこの寮塔に出入りしても目立たない人物、つまり女子――」

「第三寮塔の奴らか！」

　ナナイが手にした手拭をねじ切る勢いでしぼりあげた。水がたれて、それを顔に浴びて溺おぼれかけたネルリがじたばたした。

「いつもケンカ売ってたもんね」

「ひきょうな、人たち」

「きっとチェリ・チェリョームハが裏で糸を引いてるのよ」

「実行犯はあのヴェーラね」

「ちょっと待てよ。チェリ先輩はそんな人じゃねーよ」

　ヘイジンのいうことはもっともだと思った。チェリ先輩ならこんなまわりくどいやり方はせず、なぐりかかってくるだろうし、ヴェーラならチェリ先輩に告げ口して結果的にチェリ先輩がなぐりかかってくることになるだろう。

　そんなことより僕は、犯人はこの中にいる、ということがいいたかったのだ。

　目星はついていた。

　イ＝ウはベッドに腰かけて、反チェリの気運を高めるクラスメイトたちの意見にうなずいていた。

　彼女はネルリに恨みがあるはずだ。正確にいえば、僕とネルリに。

　おかしい……。

　彼女が犯人ならもっと動どう揺ようしてもいいはずだが……。

「ねえ、あのいもの入手経路が手がかりにならないかな？」

　逆に彼女から真相解明のためのヒントをもらってしまった。

「食堂から盗んできたんだろ」

「いや、ちがうな」

　僕はワジの説を打ち消した。「あの土のつき具合……市場に出回るものじゃない。おそらく農芸隊のものだ。農芸隊の倉庫で保存してある種いもを使ったんだ」

　僕の推理に背後のギャラリーからため息が漏れた。

「すごい」

「土だけでそこまで……」

「ただの変態じゃなかったんだ」

「たんていも」

　よせやーい！　ほめたって何も出ないぞ！　恋の芽以外はね。

　カミレがメモ用紙に書きつけたものを読みあげた。

「いまの話をまとめると、犯人は①ネルリへの嫌がらせを目的としており、②じゃがいもに詳しく、③第二寮塔に入ることができて、④農芸隊の事情に明るい、と――」

「レイチ・レイーチイチ！」

　うしろから呼ぶ声にふりかえる間もなく、背中や腕や首を無数の手につかまれて、床におさえつけられた。

「レイチ、委員会塔に同行を求める。農芸隊の倉庫から盗まれたじゃがいもと、ネルリの部屋のあれについて知っていることを全部話してもらうぞ」

　防衛隊長と自治委員長が僕を見おろして立っていた。

「またあなたなの？　こりないわね」

「正義――それはときとして毒の牙を持つ」

　将来、活動史の教科書に僕の名が載のったとき、囲み記事で採りあげられることまちがいなしの名言を残し、僕は防衛隊員たちにつきそわれて委員会塔に出頭した。

　狭せまい部屋で尋問されて、僕は容疑を全面的に否認した。

「そもそも女子のベッドに忍ばせる野菜としてじゃがいもを選ぶなんて愚ぐの骨こつ頂ちようですよ。僕なら何を選ぶか、ですって？　そうですね……ホンチノヤマノイモ、これですね。天然の太くて長いやつを眠っている女の子に添い寝させてやると敏感お肌がかぶれて、でも場所が場所だけに人前で掻かくこともできずウズウズしているのを双眼鏡で観察しながら食う、おろしたてのホンチノヤマノイモの芋いも粥がゆ。これに勝る美味はありますまい。ねえ、防衛隊長殿？」

「うーむ、こいつは我々の手に負えないな……」

　僕は「要治療」と判断されて釈放された。

　委員会塔の一階でナナイが待っていた。手には僕の外がい套とうがあった。

「ネルリは？　少しは落ち着いた？」

「だいじょうぶだ。お前のことを心配しておいでだった」

「僕を？　容疑者なのに？」

「お前があんなことをするはずがないとおっしゃっていた」

「意外だな」

「農作物を粗末にするわけがない、と」

「そんな理由かよ」

　僕は外套に袖そでを通して苦笑した。

　雪が降りだしていた。夕刻ながら日はすっかり落ちていた。ひとりで歩く学生の頭や肩に白い雪が目印のように積もった。

　ナナイから聞いた、ネルリをめぐる諸しよ派は閥ばつのことが僕の頭を占めていた。

　シャーリック耳十字騎士団に代表される、早期のネルリ即位を望む人々。その中には直接行動に訴えようと主張するグループもあるという。

　反対に、ネルリが女王になるのを阻はばもうとするものたち。現国王を支えつつも、政局の一新を図る一団。ネルリによって廃された太子をふたたび擁よう立りつしようとする結社。大ネルリの正当な後こう胤いんを自称する謎のおっさん――。

　立場は様々だったが、彼らの危機意識は基底部で共通していた。

　極西のベイン教国連合が本地寄りの共和国に生まれかわったいま、本地および中央諸国の次なる目標は極東諸国の平定だ。

　力の突出したシャーリック王国は本地民にとって扱いにくい存在になっていた。活動委員会が意のままにできる国が必要だった。

　ネルリの去就が連れん邦ぽうの運命を左右する。活動史のテストで悪い点を取ろうが、跳び箱でケツぶつけようが、たいした問題じゃない。学校での日常なんて、ネルリの立場からすれば何の価値もない。

「我々は何か見落としているにちがいない。おそらくとてもささやかなことだ。とてもささやかな理由で殿下をお恨み申しあげるものがいるのだ」

　ナナイはてのひらに雪を受け、その消えていく様を見つめた。

　僕たちは何か見落としている。おそらくとても大きなことだ。大きすぎて僕らの目に入らないのだ。













　ネルリは死しに装しよう束ぞくを身にまとい、その予言を読みあげた。




　午後九時半――この日最後のアタックだった。

「参加希望者は一階カウンター前に集合せよ。くりかえす――」

　寮りよう塔とう委員の放送を合図に、僕は読んでいた本を閉じた。

　持っている中で一番暖かいセーターを着て、その上に体操着をはおってキツキツなのをむりやりボタンで留めた。外がい套とうをまとい、毛糸のマスクを着け、帽ぼう子しをかぶった。靴くつ下したを二枚ばきしても生じる冬靴の隙すき間まに新聞紙をつめ込んだ。

　扉のそばに立てかけてあるスキーストックを取った。

　階段の脇にワジとサンガさんがあったか重装備で立っていた。

「レイチも行くのか」

　サンガさんは職人に作らせたというかっこいいピッケルを肩にかついでいた。

「ヘイジンは？」

「あいつはいいってさ」

　ワジが閉ざされた扉をあごで示した。

　中から声がした。

「こんな吹雪ふぶきの夜に外へ出るなんて正気の沙さ汰たじゃない！　僕は残る！」

「勝手にしろ」

　ワジは鼻息をひとつついた。「さあ、俺おれたちは行こうぜ」

　一階カウンター前は突撃をひかえた学生たちの吐く息で白くかすんでいた。

　防衛隊に所属する四階の先輩を中心に、作戦の最終調整が行われていた。

「各寮塔に伝達完了！」

「風、北西、いえ北北西！」

「視界、依然として悪ろし！」

「懐中電灯、点灯を確認！」

「よし、配布せよ！」

「三人班を編成しろ！　電灯は班にひとつずつだ！」

　ひときわ体の分厚い三年生が腰にロープを巻きつけながら、僕らに笑いかけた。

「よう、はぐれるんじゃないぞ。春まで見つけられんからな」

　彼は蹴しゆう球きゆう隊たいのフォワードだった。寮塔でも同じ役を務めていた。先頭を切って雪の中を突きすすむ。腰のロープは、はぐれないように二番手に持たせる。

「だいじょうぶですよ」

　ワジは懐中電灯のスイッチを入れた。

「先輩こそだいじょうぶですか？」

　サンガさんの問いに、ＦＷフオワードは外套のボタンをはずし、ふところから湯たんぽを取り出して見せた。

「外がい環かん路ろに敵影なし！」

　扉に取りついた防衛隊の先輩が叫んだ。

「よし、行こう。第十寮塔出撃！」

　スチョーバの号令に合わせ、約四十名の学生が闇やみへと身をおどらせた。

「寒い寒い寒い」

「立ちどまるな！」

「ルオオーッ！」

「置いてかないでくれえ！」

　吹きすさぶ風と襲いくる雪に悲鳴があがった。

　直接吹きつけてくる雪よりも、足下から舞いあがるものの方が厄介だった。まともに目を開けていることができなかった。

「班ごとに固まれ！　絶対に離れるな！」

　防衛隊の先輩が叫んだ。

　僕はサンガさんとともに、ワジの背中につかまって、膝ひざまで埋うまりながら歩き出した。

　外環路を出てからが本当の地じ獄ごくだった。

　人の通わぬ道ゆえに雪かきがおろそかになっていた。闇はいっそう濃く、風は激しさを増した。木々の揺れ、たわむ音が頭上から降ってきた。手足の先がしびれはじめていた。息を吸うと鼻の奥が痛かった。片方の穴を押さえてズッとすすると、凍こおりついて閉じたままになった。油断していると生きることがおろそかになってしまいそうだった。

　五感を封じられた学生たちは大混乱におちいった。

「助けてくれ！　何かの穴に落ちた！」

「この手につかまれ！」

「木に近づくな！　足を取られるぞ！」

「ああ、神様……」

「靴がッ！　俺の靴がーッ！」

「掘り出すのは無理だ！　あきらめろ！」

「誰かおぶってやれ！」

「ママー！」

　僕らの前を行くワジの歩みが目に見えて鈍にぶくなっていた。

「おい、あと少しだ！　がんばれ！」

「おれ、げんかい……もう、ここで……」

　ワジは雪の中に座り込んだ。ライトに照らされた彼の顔は雪におおわれていた。こうなっては、せっかくネルリに編んでもらった目出し帽も効果がない。

　僕はストックを雪に突き立てると、彼の肩をつかんで揺さぶった。

「弱音を吐くな！」

　彼の手から懐中電灯が落ちた、そのときだった。

　僕らの向かう先に柔らかな明かりがともった。

「第一波、目標に到達！」

「点灯完了！」

　サンガさんが僕らの肩を抱いた。

「ワジよ、あれがトイレの灯だ」

　そのまま映画か何かのタイトルになりそうな、すてきなことばだと思った。半身を雪に沈めてぶざまに光を放つ懐中電灯をワジが拾いあげた。

　ひとつの寮塔が総員決起してつめかければ、トイレはほぼ満員になった。

　そんなとき他の寮塔一行と鉢合わせになったらたいへんだ。極寒の中じっと順番を待つなんて、とてもたえられない。以前、第十二寮塔の面々と同時にトイレに着いてしまったことがあったが、お互いストックやピッケルといった殺傷力の高い凶器を持っていたものだから、雪の上に血しぶきの花が咲く事態におちいりかけたものだ。

　僕は個室に入り、便器の上に立つと、ズボンをおろし、しゃがみ込んだ。

　この学校の便器は例外なく便座が奪われていた。耳みみ刈かりネルリが捕ほ虜りよの耳を刈ったように、便べん座ざ狩かりゲリバ的なゲリラ農民が収穫のまっさかりにあるのかもしれない。耳刈と便座狩のどちらが迷惑かと問われれば、本地民は迷わず前者と答えるだろう。本地のどこに行っても便座は失われている。そこで用を足すのにはもう慣れた。

　ストックを扉に突いた三次元的三点保持スタイルで僕は昨日のできごとを思いかえした。

　死装束を着たネルリの予言は恐ろしいものだった。たとえるなら、この姿勢でバランスを崩し、ケツから便器の中に落ちるのと同じくらいに。




　彼女は演劇大祭で大ネルリを演じたときのように、袖のひらひらした民族衣装を着ていた。

　あのときは黒が基調の戦いくさ装しよう束ぞくだったが、この日は灰色の地にピンクの編み目模様が入った服だった。

「死ぬときこそ一番お気に入りの服で臨みたいもの。望みは美しく散ること。美しいまま散ること」

　彼女は自分の死に対してもわがままだった。

　クラスメイトたちは安楽椅子に身を沈め、無言でネル装束をながめていた。ラジエーターのバルブがかたかた鳴った。

　ネルリが僕らを呼びつけた迎げい賓ひん塔とうは、一般の寮塔と同じ並びに建ってはいるが、別系統の暖房システムを備えていた。その特徴のひとつが調節バルブだ。僕らの部屋にこんなものはなく、各部屋の暖房を集中管理するボイラー委員が必要を認めなければ、たとえ気温が氷点下になろうともラジエーターに熱は送られてこなかった。

　壁と同じ色をした作りつけのラジエーターは、迎賓塔第一応接室を冬の陽よりも強く熱した。窓ガラスの底にびっしりと露が結んでいた。それでもネルリは寒いらしく、膝の上に湯たんぽをふたつ、猫好きババアの至福のひとときといった感じで載のっけて、椅子に腰かけていた。

　彼女の背後では、二本の竿に支えられた横断幕が窓から射す光をさえぎっていた。そこにはシャーリック語で「二世ネルリ殿でん下か万歳万歳万々歳」と書かれてあった。

「ついに私の死が未来記によって語られた」

　ネルリが手の中の小さな鈴を鳴らすと、神妙な面もちのワジが進み出て、例の黄色い本を主君の手にのぼらせた。

「直近の満月より二日のちの項にこうある。『その毒蛇は我が子孫を常とこ春はるの庵いおりで捕らえる。明けぬ夜に眠る』――最後のは文ぶん人じん王おうネルルイクの詩から取られたものだ。その意味するところはシャーリックなら誰しも知っている。すなわち、死だ」

　僕たちは顔を見合わせた。

　クラスメイトたちは憑つき物ものが落ちたような顔をしていた。

　これまでのちんけな予言とは明らかに調子がちがった。それゆえ信じられぬことばに聞こえた（僕はもともと信じてなんかいなかったが）。予言とはそういうものなのだ。絶望的なことばは大規模な事件にふりむけられるべきだ。それが個人に降りかかるようだと、予言者のよこしまな意図を疑ってしまう。

「『常春の庵』というのも何かの引用？」

　ショナが椅子から身を乗り出してたずねた。

「いや――」

　部屋の隅に立っていたナナイが首を横に振った。「これは農芸隊の温室を指すことばだろう。熱帯の植物を育てるため、冬中ストーブの火を絶やさないのだ」

「じゃあ温室に行かなきゃいいだろ。そこまでわかってるんならさ」

　ヘイジンが組んでいる足を揺さぶった。

「もちろん私もそれを考えたよ」

　ネルリは未来記をワジの手に返した。「そうすることを前提に未来記を引きなおしてみた。するとどうだ。景気の悪化がネルリの財布を直撃！　だの、ショック！　ネルリがふたり？　だの、地中より第十三寮塔が隆りゆう起きするだの、その語られる未来たるや目をおおいたくなるものばかりだ。常春の庵には明けぬ夜があり、眠りがある。その先の未来はいくら調べても出てこない。もしかしたら、成人した私がさらなる変化をとげることを意味しているのかもしれぬ」

「でも、どうしてわざわざ危ない方を選ばなきゃならないわけ？」

　○がぶすっとした顔で頰づえ突いた。▽がその肩を優しくなでた。

　ネルリは目をつぶり、長いため息をついた。

「私は運命の一部となりたいのだ。実証された未来として、のちの世まで名を残したい。やがて来るネルリ三世、四世たちに私の歩んだ道を知らせ、未来記への認識を確かなものにしてもらいたいのだ」

「ネルリ、それもいいかもしれないが――」

　サンガさんはいつものおだやかな笑みを浮かべていた。「やはり王たるものは無用な冒険を避けるべきだと思う。君は王国にとってかけがえのない存在だ。責任のある身だ。そうだろう？」

「それはちがう、サンガ・サンガニチ」

　ネルリは儀ぎ式しきに臨む王を思わせるおごそかな顔つきになった。「避けるべきは国の危機、王家の危機であり、私個人の危機ではない。王とは代替可能な存在であり、それゆえ永遠なのだ」

　張りつめた空気を解こうとするかのように、ネルリは袖をぱたぱた振った。

「今日集まってもらったのは、記念に写真を撮るためなのだ。みなといっしょにな。それをハチスポに掲載してもらう。八高への別れにもなる」

　ナナイがカメラと三脚を取り出し、組み立てはじめた。ワジが反射板に電球をねじこんだ。

「おいおい……死ぬ前に写真だとかヤだよ。縁起でもない」

　僕はとっさに立ちあがった。そんなのマジ勘弁。何か変なのが写ってたり写ってなかったりしそうじゃん？

「そうだそうだ」

「ネルリが死ぬわけない」

「そんな予言、信じることないよ」

　クラスメイトたちが口々に未来記をディスった。さすがにネルリも心打たれたのか、それをとがめることもせず、うつむきかげんに耳を傾けていた。

「運命……これは運命なのだ」

　つぶやくネルリにナナイがそっと寄った。

「殿下、準備が整いました」

「うむ。では、ぜひみなも――」

　彼女のことばをさえぎるように、カミレが突とつ如じよ席を立ち、部屋を横切った。

「運命ねえ……。ちょっと聞きたいんだけど、その運命ってのはいったい何人で来るわけ？」

　彼女は窓に向いて立った。ネルリはふりかえり、カミレの背を見た。

「何人かなどといった問題ではない。運命は運命！」

「運命っつっても、手も使わずにじゃがいもを運んだわけじゃないでしょ？」

　カミレはくもった窓ガラスに指で一本、線を引いた。「犯人は必ずいる。そいつ殺やっちゃおうよ。私たち十二人でさ」

　クラスメイトたちはけげんな顔で互いを見つめ合った。

「私たちで？」

「殺るって……」

「もし武器とか持ってたら？」

「複数犯かもよ」

「超自然的存在だったら勝ち目がないぜ」

「国粋主義的テロリストとかじゃないの？」

　そういって僕は情報源であるナナイの方を見た。彼女は腕を組んでカミレを見つめていた。

「そうムキになるな」

　彼女は落ち着いた声でいった。「殿下にとっての脅きよう威いは無論この手で排除するが、殺しはその一手段にすぎない」

「でも相手は『森の人』なのよ！」

　カミレのことばに一同絶句した。

　森の人……だと……？

「本地で古くからその存在がいいつたえられてきた森の人――それがネルリをねらうものの正体よ。この間、じゃがいもの山を見たとき、私どこかで読んだ話だなって思ったの。調べてみたらやっぱりあったわ。森の人が気に入った牛や馬を盗んでいったあと、または人間が彼らを手助けしてやったときに、そのお返しとして彼らが木の実や魚なんかを山積みにして贈るという話が。ねえ、レイチは山間部の出身だから聞いたことあるでしょ？」

「まあ、あるけど……」

　僕はみんなの反応をうかがいつつ、うなずいた。確かに僕の故郷では森の人の存在が信じられていた。それを実際に見たという人はさすがにいなかったが、山で落とし物をしたり、道に迷ったりしたら、森の人に化かされたんだと考えるのがふつうだった。

　だが、そんなことをみんなに話すわけにはいかない。迷信にとらわれたあわれな伝でん奇き羊ひつじだと思われてしまう。

　かといって、森の人なんていない、と口にするのもはばかられる。山の中でそんなことをいっていたら、森の奥から、

「いまでもいるぞ」

　という声が返ってきたという話を祖父から聞いたことがある。怖すぎるだろ森の人。

　ここは何とか「まだ本地にいるのです、たぶん」的な夢のあるストーリーを提示して、森の人および森を捨てたおろかな人間どもをそれぞれ納得させなければ……。

　僕は村に伝わるむかしばなしアーカイブを高速サーチした。

「――僕の曾そう祖そ母ぼがまだ小さかったころにね、隣村から来たきれいなお嫁さんがいたんだ。山三つ向こうまで聞こえた評判の美人だったそうだよ。ある冬の夜中に、そのお嫁さんの実家から使いが来たんだ。急病人が出たとかいってね。お嫁さんはその使いの男とともに出たんだけど、何日たっても帰ってこない。心配して隣村の実家に問い合わせたら、そんな使いは出してないっていうんだ。それで村をあげて山狩りをしたら、深い谷底で彼女の首なし死体が発見された。この事件は未解決だが、一説には森の人が――」

「ナラー」

　ネルリは悲鳴をあげて椅子から転げおち、ナナイの首っ玉にかじりついた。

「それでわかった！　森の人のねらいはこの私を娶めとることじゃ！　この美び貌ぼうがいまは憎い！　もぐらもちのすえのこ！」

「で、レイチ、その遺体のそばに木の実なんかは置かれてなかったの？」

　カミレが僕につめよってきた。

「いや、そこまでは知らないけど、僕がいいたいのは――」

「いいからいますぐ資料を集めて！」

「でも、ひいばあちゃん亡くなってるし、それにこの場合の論点は、一番怖いのはやっぱりニンゲ――」

「お兄様、きっと、あれよね」

　ミッカがサンガさんの膝をしきりにたたいた。「お父様が、見たっていう、野人よね」

「見たっていっても足跡だけだよ」

　サンガさんは苦笑した。

「お義父様がそんなことを？　だったら事実だと思うわ。あの方はくだらないほらなんて吹かれる方じゃありませんもの」

「私たちの国でいうところの『暑い夏に来る悪あく魔ま』ね」

　○がいうと▽は首をひねった。

「うちのは男だけが標的だよ？　これは別物じゃない？」

「頭だけを持ち去るところは共通しているわ。地域亜種なのかも」

　イ＝ウが真剣な顔でいった。ネルリはナラーと叫んでふるえあがった。

「とにかく――」

　カミレは腰に手をあてがった。「私は森の人からネルリを守る！　命をかけて！」

「そうすれば汝も危ういぞ！」

「貴様は訓練を受けていない。戦うのは私にまかせろ」

　主従のことばをカミレは鼻で笑った。

「いっとくけど、私は自治委員よ？　一年十一組選出の自治委員なのよ？　クラスメイトを守るために戦うのが仕事なの。ことばが通じないケダモノでも、体に活動の精神ブチ込んでやったらおとなしくなるわよ」

　予想以上の男前なセリフに僕らは身じろぎした。

「カミレ、あなた優しい人だよね。私知ってるよ。口は悪いけど、あなたは誰より友だち思いだよね」

　○はスカートを脚の下にたくし込みながらほほえんだ。カミレはそれも笑いとばした。

「これまでも包みかくさず、優しさを提供してきたつもりだけど？」

「最初のころスゲーおっかなかったよな」

　ワジがヘイジンに耳打ちした。

「中学のときから知ってるけど、優しいなんて思ったこと一度もないぞ」

「コラー、そこのふたり！」

　カミレは悪質なデマゴーグの腕の内側をつねった。

「君たちは何なんだ。仲がいいんだか悪いんだか……。僕にはさっぱりわからないよ」

　そういってサンガさんは涙を流し、かたわらの妻に慰なぐさめられていた。この人、友情テーマの話になるとすぐこれだもんな。

　カミレに扇せん動どうされたクラスメイトたちは、討ちてしやまん森の人とばかりに気勢をあげた。

　そうした場面で簡単にはまわりと同調しないのが「砂漠のどこ吹く風」ことネルリであった。

「結ゆい納のうにじゃがいもなど聞いたことがない。羊や山や羊ぎを持参したのであれば、話を聞かないでもなかった」

　こいつ……森の人につけねらわれていると知って、かえって情が移ったのか？　心理学用語でいうところのネル何とか症しよう候こう群ぐんなのか？

「それでも殺ってやる！　いっとくけど、僕は君を愛してるんだぜ？　愛する人のために戦うのは当然だろ？」

　といってやりたかった。しかし、森の人を憎む気持ちは不思議となかった。正直、ネルリをさらって嫁にするという森の人のプランには感心させられるところがあった。

　そうだよな。好きな子をさらって何が悪いって話だよな。現状で僕とネルリが結ばれるにはそれしか手がないような気がしてきた。つまり、どちらがネルリを盗みおおせるのかという、僕と森の人との勝負なわけで、そうなると、ま、相撲すもうだろう。男同士が力くらべをするとなれば、神かみ代よのむかしから相撲と決まっている。

「よし、森の人はこの僕が倒す。相撲で」

　そう宣言したが、周囲の反応は冷ややかだった。

「死ぬぞ」

「森の人って人知を超えた力を持ってるんだろ？」

「足跡が三十五糎セーチヤはあったというから、体も大きいだろうね」

「目撃者の話では、全身毛むくじゃら、あるいはつるつるした素材の服を着ているそうよ」

　そうしたネガティブな情報は完全に聞き流した。人を好きになる以上、「そこは無理だろ」っていう意見は力でねじふせるしかないんだ。自分のを含めて。

「僕だって故郷では最凶の名をほしいままにしていたんだ。北きた奇ふい襲うちという四し股こ名なを聞けば、北部じゃ誰もが逃げ出すぜ（関わり合いになりたくないという理由から）」

　僕がそういって胸をたたくと、ネルリは、

「どちらも怪け我がのないようにしてもらいたいよ」

　と、心優しいんだか平和ボケしてるんだか判別しづらいことをぬかした。




　顔をあげても、雪に打たれるばかりで、月なんて見えなかった。




　ネルリの「死装束」は晴れ着となった。

　僕たちはネルリをまんなかに置いて集合写真を撮った。

　フィルムはすぐに化学実験隊のサファルバエフに回され、現像された。チェリ先輩のつてをたどって見つけたハチスポ発行経験者の手で見出しがつけられた。次の朝には、大掲示板に張り出されたハチスポ最新号が衆目を集めていた。

「森の人専用迎撃組織『先行リイド舎』設立へ　一年十一組が関与か」という見出しが学生たちの頭ごしにも読みとれた。

　チェリ先輩は掲示板前につめかけるものたちを冷ややかな目でながめていた。

「私はまだネルリの自作自演を疑っているけどね」

　彼女はチャコールグレーのケープをはおっていた。僕は外套のポケットに手を突っ込んで、彼女の髪と帽子の毛が交わるところを見つめていた。

「レイチも未来記を信じるようになったの？」

　ヴェーラにたずねられて、僕は硬く冷えたくちびるを舌で湿した。

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……。みんなでやろうって、話し合って決めたので」

　ヴェーラは、ふうんとつぶやいて、ほつれ髪を帽子に押し込んだ。




　確かに僕は信じていなかった。

　たとえば、光に集まる性質を持つ微生物は、その光を信じているといえるのか。

　トイレからの帰路に着く第十寮塔の学生たちは、その手にある小さな光をたよりに雪を分けて歩いた。

　僕らはその光を信じていたといえるのか。

　見失うわけにはいかないと思っていただけではないのか。




　生きていく上でやらなきゃならない、ややこしいことが重なって心の整理ができなくなるとき、僕は決まってあの夜道を思い出す。

　僕にとっての光とは何なのか、目をつぶって考えてみる。

　光を見つけたら、あとは歩くだけだ。




　では、光はどこだ？




　ネルリを失いたくないと思った。外環路を歩きながら僕は彼女を求めていた。このまま歩きつづけて、彼女が眠る寮塔の前を何度も何度も通りすぎたかった。

　未来記が指定する、ネルリの「眠る」日は翌日に迫っていた。

　トイレに向かう別の寮塔ご一行とすれちがった。光が交差する中で、お互い手を振ったり、ストックをかざしたりして別れた。

　彼らの光が遠ざかっていくのを僕はふりかえってながめた。

　ふと思いついて、手袋の中の手を、靴の中の指を動かしてみた。感覚はまだあった。

　まだ動ける。

「あ、痛ててててて」

　僕は雪の上にうずくまった。

　ワジとサンガさんが足をとめた。

「どうした？」

「急に腹が……」

　僕は顔をあげ、おなかをさすってみせた。「もう一回トイレ行ってくる」

「ひとりでだいじょうぶか？」

「ついていこうか？」

　僕は過保護フレンズにけなげっぽい笑顔を見せて、その申し出を断った。

「これ、持ってけ」

　ワジが懐中電灯を貸してくれた。

「もしもどれなくなったときは、第十二寮塔あたりにもぐり込むから」

　僕は彼らに手を振って、もと来た道を引きかえした。

　外環路をはずれ、第十二寮塔の背後に回ったところで明かりを消した。

　僕は寮塔の環のさらに外側を歩きはじめた。もちろん道などなかった。体重を前に預けるようにして、雪を漕いだ。

　第十寮塔の学生はもう各自の部屋にもどったらしく、ほとんどの窓から光が漏れていた。僕は林の方を見た。体を雪面ギリギリまで伏せて、目をこらした。わずかに輝く平らな白と夜空の黒との間に、別の暗がりがあった。

　僕はストックを力いっぱい突きさし、歩み出した。

　ネルリの未来記を信じてはいなかった。毒蛇なんかいない。森の人なんて……それはさておき、とにかく一連の事件の背後には、いかにも人間的な悪意が見えかくれしているように思えたのだ。

　その人間が八高の学生なのか、外部のものなのかはわからないが、そいつはピンポイントでネルリをねらっている。その手口はネルリの未来記になぞらえられている。

　そいつは温室でネルリを襲う。

　僕ならどのようにネルリを襲うだろう？

　……まあプランは一〇八ほどあるわけだが、その中に何の準備もせずにしかけるタイプのものはない。

　犯人もこっそり何かを仕込んでいるにちがいない。少なくとも下見くらいはするはずだ。何をするにも不自由する、この季節ならなおさらだ。

　恐怖がないわけではなかった。

　山の人生は異界と隣り合わせだった。故郷の村では森の人だの野人だのヒヒ神様だのプリンセス・モノノーケだのといった輩やからがすぐそばの闇にひそんでいるような気がしていた。

　僕の知る山と同じような気配が夜の林には漂っていた。

　懐中電灯をつけて、雪の上を照らしてみた。かすかなへこみが連続しているように見えたが、足跡なのか単なる風紋なのかはわからなかった。

　外側から木材で補強された温室は不気味だった。人気のないところで人の手が加わったものに出会うのは何となく嫌なものだ。

　温室の外をひとまわりしてみた。サンガさんのいっていた足跡のような怪しいものは何もなかった。木々の間に明かりを向けたが、ただ影が伸びるだけだった。

　僕は温室の扉を開けた。

　そのとき、背後から重くて大きなものがおおいかぶさってきた。

　生き物だった。首筋に生暖かい息がかかった。

　脚がからみついてきて、僕の自由を奪おうとした。

　や、殺られる！

　僕はとっさに、そいつを背中に乗せたまま走り出した。

　ふりかえったら命を取られると思った。

　深い雪の中では速度をあげることもかなわず、転ばないよう腕をひろげてバランスを取りながら一歩一歩進むのがせいいっぱいだった。ストックと懐中電灯はとっくになくしていた。

　背後の生き物は僕の首と胴に脚を巻きつけ、恐ろしい勢いで締めてきた。

　僕は拳を握り、胴にからむ方の脚をなぐった。

　手ごたえがあった。締めつけが弱まった。相手は明らかにひるんでいた。

　僕はそのワンチャンスに賭かけた。

　足を止め、パンチを連打した。腹の前で組まれた足首を思いきり押して、そのフックを切った。

　奴は僕の首にぶらさがった。

　僕はあごを引き、勢いよく体を前に倒した。

　文字通りの背負い投げだった。

　僕とそのバックにいる存在はともに頭から雪に突っ込んだ。うめき声が聞こえた。

　首に回る腕がゆるんだ。

　攻めどきと見た僕は暴れまわって、それをふりほどいた。

「死ぬほど食らえ！　レイチ氷ひよう雪せつ葬そう！」

　レイチ百手を形成する冬季四十八手の内のひとつが炸さく裂れつした（この技はあまりに危険なので、具体的な解説は避ける。まねをする人が出ないことを心から願う）。

　謎の怪物の体をあらかた雪に埋めたところで、気づいたことがあった。

　こいつ、意外と小さいな……。

　敵の体にかぶせた雪を念のため踏みかためてから、懐中電灯を取りにもどった。

　さて狩ったばかりのモンスターを明かりの下で検分してみるというと――ニン……ゲン……？　ヒトの形をしたモノ？　なまいきに靴なんかはいて手袋なんかしてるし。野だの山だのいってるわりには、けっこう文化的なくらししてんのね。

　おや、これって……。

　どこかで見たような……。

　で、掘りかえしてみたら、出るわ出るわ――僕の愛するネルリちゃんが埋まりに埋まっていた。

「これは……」

　僕は二の句コメントが継でげきなかった（担当者が不在のため）。

　レイチ氷雪葬をモロに食らったネルリは息も絶えだえの様子だった。

「下天は……夢か……」

　そんな辞世の句をつぶやく彼女の顔にかかった雪を払ってやった。

　うっすら目を開けて彼女は息をついた。

「レイチ？　レイチなのか？」

「（ある意味では）僕（であり、そうかと思えば他の）だ（れかとも交換可能な存在だ）が……」

　ネルリはかすかにほほえんだ。

「私をかどわかしに来たあやかしの類たぐいかと思ったよ」

　それはこっちのセリフだったが、とりあえず僕は彼女を助けおこした。

「こんな時間に何やってんの？」

「それはこちらのセリフ！」

　ネルリは体中についた雪をたたきおとした。僕は光を当ててやった。

「僕は、ちょっと……何かいるんじゃないかと思って」

「何か？」

「君のいってた『毒蛇』だよ。そいつが明日に備えてここに来てると予想したんだ」

「なるほど」

　ネルリはなぜか顔をほころばせた。「明日か……。そうだ、明日だな」

「君はどうしてここにいる？」

「汝と同じ。逆ぎやく賊ぞくをとっちめてやろうと、待ち伏せしていた」

「え？　待ち伏せ？」

　頭の中で今日と明日がごっちゃになった。なんでこいつ今日待ち伏せしてんの？　どうせやるなら明日にすればいいのに……。

　僕の困惑をネルリはまちがって感じとったようだった。

「雪でシェルターを作ったのだ。気づかなかったろう」

　立ち上がった彼女は僕を林の中に案内した。木のかげに、いかにも彼女らしい小さなかまくらが作られていた。

「ここで温室の入り口を見はっていたのだ」

　ネルリは実際にウォッチ・カマクラにもぐり込んで、ものみの姿勢を取ってみせた。

「寒かったろ？」

「寒くなど――」

　彼女はくしゃみをして、とろーんと鼻水をたらした。「ほれ、このとおり」

　僕は彼女の手を引き、温室に入った。寒さは神経毒だ。思考力がマヒし、やがて死に至る。

　中は暖かかったが、僕はさらに灯油ストーブの火を強くした。さっきの格闘で手袋と袖に雪が入り込み、中が濡れてしまっていた。僕は外套を脱ぎ、セーターの袖をまくり、手袋をストーブの前に吊るした。

　足が冷たいというのでネルリの靴を脱がせてみると、中につめられた干草と靴下がわずかに湿っていた。

　彼女は裸足はだしになって椅子の上で体育座りをした。

「お茶でも飲もう」

　僕は農芸隊の棚を探った。暗いせいで、いつも使っているやかんの在処ありかさえわからなかった。入り口のそばにある電灯のスイッチに向かおうとした。

「レイチ、電気はつけるな」

　ネルリがいった。

「いや、でも――」

「よいのだ。つけると魔物が来る」

「マモノ？　んなもん来ねーよ」

「来るのだ。未来記にそうあった」

　ネルリの姿は闇に溶けていた。ストーブから漏れる光がぼんやりと浮かんでいた。

「レイチ、汝には本当のことを話しておこう」

　僕は花か壇だんの間を歩き、ネルリの隣に座った。

「何だよ本当のことって」

　僕がたずねるとネルリは両手の指をくしゃくしゃとからませた。

「実は――未来記に示されていた日付は今日なのだ。今日、私は恐ろしい何かに襲われるのだよ」

　僕はこめかみに手を当てて、明後日の方向へ飛んでいこうとする思考をおしとどめた。今日が明日で明日が今日で？

「噓うそ……だったのか」

「汝らをだまそうとしたのではないよ。犯人をあざむいてやったのだ」

　ストーブの火に照らし出されたネルリの横顔がほほえんだように見えた。

「犯人？　魔物？　どっち？」

「もし私をねらうのが人間なら、私のことばにつられて明日やって来るだろう。だが、人語の通じぬ、本物の魔性ならば……未来記の記述どおり、今日しかけてくる」

「つまりそれは……クラスのみんなをだましたってことだろ？」

「だましてなどいない！」

　ネルリは足をそろえて、僕の膝を蹴った。「ただ事実を隠いん蔽ぺいしただけ！　王の権力はことばの権力であり、視線の権力！」

　彼女の権力論ってろくなもんじゃない。少なくとも自分からえらそうにいうべきことじゃないだろう。

　僕は膝を押してくる彼女の足をぽんぽんとたたいた。

「わかったわかった。で、結局何が来るって？」

「マモノ！」

　彼女は僕の太ももにズドンズドンとかかとを振りおろした。

　いや、来ねーから。

「森の人でも何でもかかってくればよいのだ！」

　いや、よくはねーよ。

　そっちじゃどうか知らんけど、この国では破邪の力を持つ高校生なんてほとんどいないからね。得てしてその力を欲するものがかえって闇の力に取り込まれちゃうからね。

「私と汝のふたりでかかれば、どんなに恐ろしいものにもうちかてるだろう。我らにかかれば恐ろしいものなど何もない」

「何もないってことはないだろ」

　僕が足首をつかむと、彼女は脚を蛇のようにくねらせた。

「これまで色々な困難をともに乗りこえてきたではないか。ナナイが自治委員にとらわれたときも、ヨーゲンス・タイグのときも、演劇大祭でも」

「偶然だよ。たまたま同じクラスだったから」

　僕は彼女の足を別の椅子に移しかえ、立ちあがった。お湯をわかして、お茶を淹いれるつもりだった。

　だが、そのとき思いあたった。

　偶然。

　遠い国の王女であるネルリがそばにいる偶然。恐ろしい確率で出会い、恐ろしい確率で恋に落ちてしまった。もしここで出会えなかったら僕はいったいどうなってたんだ？　ってくらい激しく。こんな風に出会えるなんて世の中どうなってんだ？　ってくらい唐突に。

　ああ、この瞬間、この場所で本当のことばをいえないなら、何のために生きているのかわからないよ。

「いや、ちがう。ちがうな。ちがうよ。正直にいう」

　僕はふたたび腰をおろした。

　手を伸ばし、ネルリの足の指を全部まとめて手の中に収めた。小さな爪が僕のてのひらを掻かいた。

「僕は君が好きだ。だからいっしょにいた。それでどうして色々なことを切りぬけてこられたのか、それはわからない。わからないけど、君のことが好きなんだ」

　彼女の足をきつく握りしめてしまっていた。

「熱い」

　といって彼女が足を引いた。彼女の足の冷たさが痛みとなって僕の手に残った。

「レイチ、汝の、その……気持ちはうれしく思う。だが――」

　だが何？　祈るの？　僕の今後のご活躍を祈るの？　いまの僕ほど非宗教的な奴はいないぜ？　ここにいるふたりのことしか信じてないんだぜ？

「だが、そういうことはまだ早い。私にはその資格がない。まだ何も――私はまだ何も成していない。ネルリの名を継ぐものにふさわしいことを、何も。何もわからない。成せるのかどうか、わからないのだ」

　そんなもん、こっちもわかんないよ。僕にわかってることをいうしかないんだ。

「ネルリって名前も、二世ってとこも好きだ。何もかも好きなんだ。君にできることもできないことも、ひっくるめて僕は好きなんだ」

　彼女は眠りに落ちる子どものようにうつむいた。

「汝は入学以来、本当によくしてくれた。勝手のわからぬ我々に色々なことを教えてくれた。ここに来るに当たって、私はワジのことを心配していた。あのものは人懐こいようでいて、頑固な面をもっている。我が王宮でもあれは私以外のものに心を開かなかった。だが八高に来て汝という友を見つけた。ワジと汝が仲よくしているのを見ていると、私は自分のことのようにうれしい。汝のいてくれることに心から感謝の意を表したく――」

「ネルリ、君はどうなんだ」

　僕は一刻も早く答えがほしかった。「君の気持ちは？」

「しかし我が王国は――」

「ネルリ、君の気持ちだ。それだけでいい」

「王女太子として、私は――」

「君の、いまの、気持ちだ。ここにいる、ネルリ、君の思っていることを聞かせてくれ」

　つい口調が激しくなってしまった。

　ネルリは両手で顔をおおった。

「ネルリは単なる名ではない。我々の未来、輝かしい歴史の象徴だ。軽々しく呼ぶな」

「……ごめん」

　彼女の声がとても遠く聞こえた。てのひらの向こうで彼女はすすり泣いていた。

「汝にネルリと呼ばれると、私は王国のことを、王となるべき運命を忘れてしまうよ。この世にただひとりの、世界で最初のネルリであるかのように思ってしまうよ。こんなことははじめてだ。私が私だけの名で呼ばれるなんて」

「僕にとってのネルリは君だけだよ」

　手を差しのべて彼女の手首をつかんだ。顔をかくす小さな扉を片方引き開けて、涙をスカートの上に降らせた。彼女の顔も涙も暗くて見えなかったが、そこにあって、そこを流れているのがわかった。

　もう片方の手をあげて、彼女の肩に触れた。カーディガンの毛の下に、張りのあるシャツの生地があり、触れるのがためらわれるほどに細い体があった。見てはいないが、僕にはわかった。

　手は彼女の首へと這いのぼり、耳の裏を通って、後ろ髪に櫛くしとなって刺さった。

　髪の下は熱かった。

　彼女の手が僕の腕をたどり、首をなであげ、頰に触れた。

　冷たいてのひらだった。

　僕は顔をずらして、その手に口づけた。

　彼女の手首を取ったまま、指の背で彼女の頰を伝う涙をぬぐった。

　冷たくも熱くもなかった。

　もっとも熱いのがネルリのくちびるだと、僕にはわかっていた。蛇の感覚器でなくても嗅ぎとれた。僕のくちびるも、また熱かった。熱は熱を求め、ひとつに交わった。

　口づけの合間に彼女の漏らす吐と息いきも、熱かった。それに誘われて、僕はより強く彼女の熱を求めた。

　もっともっと、激しく求めて僕は、熱をただ求めて僕は、彼女の体を抱き寄せた。彼女の体温が伝わってきた。僕はその熱を逃すまいと、いっそう優しく彼女を抱いた。

　椅子が邪魔だった。僕らは同じ高さにいられなかった。僕は彼女の腰に手を回し、彼女は僕の首を抱えた。

　僕が立つと彼女の足は地面に届かなかった。

　僕は後ろ手に近くのテーブルの脚をつかみ、引き寄せて、そこに彼女を座らせた。

　彼女の額にキスをした。彼女の髪に鼻を突っ込んで、思いきり熱を吸った。

「ネルリのにおいがする」

　僕がいうと彼女は身を引いた。

「お風呂にはちゃんと入った」

　そういうことじゃないんだ、と僕は苦笑した。それは彼女の体の奥から発せられるにおいだった。それは春のにおい、雨を待つにおい、水を吸うにおい、風に揺れるにおいだった。彼女がそばにいるにおいだった。

　僕は彼女の脚をとらえ、膝の丸みを口で吸った。

「レイチ、そんなとこ――」

　脚を引く彼女を追って、僕は彼女に重なり、身を預けた。テーブルに突く彼女の肘ひじをそっとたたんで、体を横たえた。

　髪や耳や鼻やまぶたや頰やくちびるにくちづけて、僕らはその在処ありかを確かめ合った。

　僕は毒で、彼女は毒だった。

　体は体でなくなった。

　あるのを忘れていた風の音が耳にもどってきた。僕らは外套を頭からかぶってそれをふたたび締め出した。




　体の一番熱いところから遠く離れた箇所が冷たかった。

　硬い板の上で寝返りを打つと、故郷の家を思い出す。

　古くて広い家だった。二十人以上が、仕切りひとつない空間でくらしていた。

　壁に作りつけられた寝棚の上で、僕は目をさます。

　暖炉の火の他は何もない闇だった。兄たちや母の寝息も聞こえなかった。祖父や伯父たちは暖炉のそばの寝台で眠っていた。

　寒かった。暗くて怖かった。狭い寝棚から飛びおりて、火に、光に当たりたかった。だが、そんなところをこの家の男たちに見られたら、また笑われる。

　目をつぶって、こらえなければ。ふたたび眠れはしないにしても、朝までここにいなければ。

　熱いものに手をやっていた。それは折りたたまれた細い腕だった。

　ネルリが僕の胸に手をかけて眠っていた。髷まげが解ほどけて、意外に長い髪がしどけなくひろがっていた。

　この闇は夜ではないのだと気づいた。

　僕は体を起こした。靴をはき、隙すき間まに新聞紙をつめなおした。懐中時計を上着のポケットから取り出し、文字盤を懐中電灯の明かりで見た。針は六時を指していた。

　光を天てん井じように向けた。ガラスに反射した鋭い光の向こうに、脂のようにぎらぎらと輝く陰があった。

　雪が積もっている。

　外套に袖を通して、温室の入り口へ向かった。扉の脇にいつも置かれているゴムベラを取り、外に出た。

　拒絶の意思に身を打たれた。人の住む世界だと認識しなおすまで時間がかかった。太陽から十二時間以上見放された世界は冷えきっていた。風も雪もやんでいた。

　森の人なんて、しょせん冬の炉ろ辺へんで聞くおとぎばなしだと思った。この寒さの中、活発に動ける生き物なんているわけがない。樹木のように、余分なものを削そぎおとしてじっと立っているしかない。

　透明な闇を、吐く息で濁にごした。僕は、雪に埋まって小さな丘のようになった温室をのぼった。

　どこを踏んでも雪だった。雪を掻いても掻いてもガラスに触れなかった。ようやく触れても、氷の粒におおわれていて、ひっかいてもガリガリと音を立てるのみだった。

　中をのぞくと、ストーブのほのかな光に照らし出されたネルリの姿が見えた。眠っていて、小さくて、幸せそうだった。

　幸せそうに見えるのは、きっと僕が幸せだったからだろう。僕はネルリが好きで、ネルリは僕が好き。こんな幸せなことがあっていいものだろうか、と思った。

　僕ははたらいた。幸せの居場所を確かめるために。やがてのぼる朝日が彼女を照らすように。屋根から突き出た金属の円筒をこつんとたたいて、雪を落とした。ストーブの排気は見る間に氷結し、雪景に溶けていった。

　屋根の三分の二くらいを何とか露出させて、僕は下にもどった。扉を開けて入ると、ネルリに名を呼ばれた。

「下から見ていた」

　彼女はテーブルの上に横たわったまま、外套の下でわずかに身を動かした。

「起こしちゃった？」

「ううん。ただ目をさまして、レイチを見ていただけ」

　僕は彼女のそばを通り、ストーブの前の椅子に腰をおろした。彼女は外套を体に巻きつけて起きあがった。

「いま何時かな？」

　僕はストーブの点火口に時計を近づけた。

「六時半」

「それでこの暗さ？」

「まだ日が出ていないから」

　僕はやかんに水を汲み、ストーブに載せた。

「このまま夜が明けなければよいのに」

　そういって彼女は、ぶかぶかの靴をはいて、僕の隣にやって来た。寝乱れた髪は簡単な髷にまとめられていた。

　何かいわなければならないと思った――好き、の次のことばを。

「おはよう、ネルリ」

「おはよう、レイチ」

　そうして僕らはキスをした。外套の上から僕の体を抱いて、ネルリは、冬の塊かたまりのようだといった。













　僕とネルリのガラス張りの愛の巣は、一日たって、森の人専用迎撃要塞温室へと変へん貌ぼうをとげた。

　凶漢を待ちうける温室には笑いが絶えなかった。

「――それで三日後に帰ってきて、何ていったと思う？　『馬がバテたから帰ってきた』とさ」

　本当にあったことだというワジの話に、みんなは大笑いした。

「ハハハハハ」

「ホントに～？」

「その人最高ね」

　ネルリも涙を流して笑っていた。

「はぁ……もう、笑いすぎておなかが痛い」

　彼女はどさりと椅い子すの背に体を預け、目のあたりをぬぐった。肘ひじの先が僕の胸を軽く突いた。

　彼女と僕は、文字通り瞬またたく間のほんの一瞬、視線をからませ、また離した。僕はその余よ韻いんを味わいながら、クラスメイトたちの笑いに加わった。彼女はテーブルの上のカップに手を伸ばした。

　僕らは輪になって座っていた。

　農芸隊の所有する椅子を総動員した。ストーブの火を最強にした。昨日とはちがい、電灯を全てつけた。熱も光も、ガラスの屋根から夜の闇やみへ無む駄だに排出されていったが、それでいいと僕は思った。僕らの無駄なおしゃべりにちょうどよかった。

　僕とネルリは隣り合う席をさりげなく選んでいた。

　彼女から目を離すことがとても辛かった。クラスメイトたちと談笑する彼女の横顔はひときわ美しかった。電灯に映える彼女の頰ほおに触れたかった。見とれすぎないよう、僕は何度も時計の文字盤をのぞいて、自分の気持ちをごまかした。

　午後八時を少し回ったころだった。

　温室の扉をノックするものがあった。

　クラスメイトたちはおしゃべりをやめた。

　ナナイが角材を手に立ちあがり、忍び足で扉の方へ向かった。扉の脇の壁に背中をつけ、角材を胸の前に構えた。

　彼女の手信号で、ワジが席を立った。彼はテーブルを取りまくクラスメイトたちを一度見わたし、歩き出した。

　僕は薪まき割わり用のナタを椅子の下から拾いあげた。

　ヘイジンはすきをヤリのように構えた。○▽◇はそれぞれの冠かんむりの裏から守り刀を取り出した。サンガさんはサーベルの代わりにピッケルを扉に向けた。ミッカは義姉の背後にかくれた。

　ネルリは投とう擲てき用ようのへちま型棍こん棒ぼうをふりかぶった。その威力とか命中率とかより、留学する際の荷物にこれを入れようと考えるセンスがすごいなと思った。

　扉の前に立ったワジが合言葉をいった。

「壁に耳みみ刈かり」

「――障子にネルリ」

　扉の外にはカミレが立っていた。

「かくれているのは……ナナイね？」

　彼女のことばにナナイがびっくりして飛び出した。

「なぜわかった」

「ワジがね、そっちをチラチラ見てたから」

　不手際を批難し合うふたりを残し、彼女は悠ゆう然ぜんと僕らのテーブルにやって来た。サンガさんが椅子を引き、彼女を席に着かせた。

「こんなすてきなパーティに招待していただいて光栄だわ」

　クラスメイトたち秘蔵のお菓子類が大放出されたテーブルをながめて、彼女はいった。

「で、自治委員会は何て？」

　○がカミレにカップを渡した。

「うん、朝までここを使っていいって」

「そう、よかった」

「温室で一晩すごすのは『外泊』に当たらないみたい。面倒な手続きは必要なかったわ」

「あ、ヤバい」

　もとの席に腰をおろしたワジがいった。「誰かスチョーバに伝えたか？」

「忘れてた」

「君がいうんじゃなかったのか？」

「黙ってりゃバレないよ」

　僕はそういって、ネルリを盗み見た。

　昨夜、僕は彼女と「外泊」した。

　第十寮塔の寮塔委員殿は細かいことを気にしない人だった。ネルリはじゃがいもの山からヒントを得て、服の山で布団ふとんをふくらませ、寝ているように見せかけたという。

「さて、これで全員そろって、あとは主しゆ賓ひんの蛇へびだか森の人だかを待つばかりね」

　そういって▽が砂糖菓子をガリガリかじった。○がカップ片手に笑った。

「もう来てたりして。誰かに化けて」

「やだ、こわい」

　そういいながらもミッカは笑っていた。

　ヘイジンはりんごを袖でみがき、かじりついた。

「だったら、最後に来たカミレが怪しいな」

「そう。実はここに来る途中で入れかわったの。そっくりでしょ。苦いお茶が好きなところまでまねしてるのよ」

　カミレはナナイ持参の挽ひき茶ちやを口に含み、眉み間けんにしわを寄せた。

「カミレは、ずいぶんかわった。最初に会ったときとはまるで別人だ」

　突然ナナイがそんなことをいいだしたので、カミレは吹き出してお茶をこぼしかけた。

「ちょっと、ナナイが冗じよう談だんいうなんて珍しいわね」

「冗談ではない。はじめて会ったときは、いまと全然ちがった」

「えー、そう？　私はいつもこうだけど？」

「何かもっとツンツンしてたよね」

　○がいうと、▽がうなずいた。

「部屋に遊びに行ったら、出てけっていわれた。いま思い出した」

「私もいわれた」

　とネルリが手をあげた。

「いや、それはあなたたちがズカズカ入ってくるから……ああ、もう、わかった」

　カミレは観念したのか、天を仰いだ。「わかったわかった。私が悪かった。最初なめられたらダメだと思ってツンツンしてましたよ、確かにね。でも、それ四月の話でしょ。もういいじゃない。時がたてば人間かわるものよ。悪い？」

　前言を次々に撤回する自治委員殿の醜しゆう態たいに、ナナイは肩を揺らして笑った。カミレがその体を片手で押した。

「あなただってかわったじゃない。前は人前で笑顔を見せたりしなかったでしょ」

「そうだそうだ！」

　○がカミレに加勢した。「それに、最近いいにおいするようになった」

「なったなった！」

　女子たちがはやしたてた。

「髪もだいぶ伸びた」

「伸びた伸びた！」

「髪型をかえようとしてる」

「してるして……えぇっ？」

　ネルリがすっとんきょうな声をあげた。「そうなのか？　オシャレ下げ克こく上じようの風雲急を告げんとてか？」

　ナナイは主君のいう意味が理解できなかったのか、首をひねった。

「人がかわっていくことは避けられぬことでございます。よきにつけ悪しきにつけ」

「ミッカ、ひょうじゅんご、うまくなった」

　ミッカがへへーんと胸を張った。サンガさんは愛する妹の頭をナデナデした。

　はじめて会ったときから何となく感じていたのだが、サンガさんって愛すべきアホなのではないだろうか。

「私が変化を求めるのはきっと『血』ね」

　カミレはテーブルに肘を突いて、お茶を飲んだ。「私の父はアリパで医者だったんだけど、政治闘争に関わって、生まれ育った土地を離れなくてはならなくなった。本地で父はクリーニング屋を始めて、私と四人のきょうだいに教育を受けさせた。私は父を尊敬している。心のどこかで、父のように新天地に渡って自分の力を試すことにあこがれているのよ」

「私の一族はみんな新天地にいるよ。いまちょうどね」

　▽のことばに、カミレは顔をあげた。

「ごめん、そういうつもりでいったわけじゃ……」

「わかってる」

　▽はおだやかな笑みを浮かべて、カミレに手を差しのべた。

「母国じゃ私の進路はひとつしかなかった。それが教国連合の崩ほう壊かいで全てチャラになったのよ。私は自分の力で未来を切り開く。あなたのいってること、よくわかるよ」

　ふたりは握手を交わした。▽は自分のいうことを確認するように、くりかえしうなずいていた。

「もちろん、うん、何でもできるってわけじゃない。まだ市民権も取ってないしね。できないことの方が多いかもしれない。でも生きていく上で、束そく縛ばくと自由は常につきまとうのよ。教国連合でも本地でもそれは同じ。形はちがうけどね」

「私も、帰れなくてラッキーって思っちゃった。もう少し遊んでられるってことだもん。帰ったら即、教会で修行だからね」

　○が明るい声を出した。「そしたら、こうやって夜更かししたり騒いだりすることもできないもんね」

「私は逆に、いつかあの国に帰ろうって思うようになった」

　イ＝ウは手にしたカップに視線を落とした。「ずっと、国を出て本地に住みたいと思ってて、その夢がかなったのに、いまは、どうしてだろう、いつか帰ってみたいって思ってる。新しく生まれた国のためにできることがある気がするんだ」

「俺も国に帰る。帰って布問屋を継ぐ」

　そういうワジを、ヘイジンは口をとがらせて見つめていた。

「ネルリのおともはやめるのか？」

「俺、政治のこととか、さっぱりわかんないから。殿下のおそばにいてもお役に立てないんだ」

　ワジはいつもとかわらぬ陽気な笑顔を見せた。「だから御用商人になろうと思って。そうすれば殿下にお目にかかる機会もできるだろ」

「では私が政治家になって、貴様のかわりに殿下のおそばに侍はべろう」

　ナナイがすました顔でいうので、みんな笑った。ネルリも笑っていた。

「うむ、ナナイには教育部門をまかせたい。我が国の識字率を本地の水準まで引きあげるのだ。ワジは、なるべく安く品を納めよ。私と汝の仲だ」

「これだもんなあ」

　ワジが頭を掻かいた。「シャーリックじゃ、王家が一番お金にうるさいんだ」

「だから王になれた」

　ネルリの切りかえしに、ふたたび笑いが起こった。

「とにかく、将来のことでわからないことがあったら、ネルリに相談すればいいのね」

　ショナがきれいにまとめたので、ネルリは満足げにうなずいた。

「まさしくそう！　この未来記によって汝らの――」

　彼女は脇腹のあたりを探ったが、そこにいつもの未来記ケースはなかった。「ああ、寮塔に置いてきたのだった」

「家族計画だね。僕がききたいのは」

　真面目な顔でいうサンガさんを、○と▽が冷やかした。

「オヒョイヒョーイ、一人目はいつなのさ？」

「オヒョイヒョーイ、二ふ号たさりんめは誰なのさ？」

　サンガさんは妻の顔を横目に見て、ほほえんだ。

「僕はいまでもネルリが妻となってくれることを願っているよ」

「オヒョイヒョーイ、ネルリの方はどうなのよ？」

「オヒョイヒョーイ、二重王国ってどうなのよ？」

　ネルリは非常にあからさまなタイミングでポケットから毛糸を取り出し、指で編みはじめた。

「私は……いま好きな人がいるから」

　うつむいて作業に集中するふりをしながら、彼女はつぶやいた。

　椅子を傾けていたカミレがそのまま後方にひっくりかえりそうになっていた。

「え……ホントに？」

「オヒョイヒョーイ、誰よ誰なの？」

「オヒョイヒョーイ、うちの学生？」

　ネルリは毛糸で顔をおおった。

「秘密！　何もかも秘密！」

　もちろん、そんな返事でオヒョイヒョーイの魔の手から逃れられるはずもなかった。

　カミレがテーブルの上に身を乗り出して、毛糸なんか余裕で透視できそうな眼力でもってネルリを凝視した。

「もう告った？　その気持ち、相手に伝えたの？」

　ネルリはそのまま毛糸の編目に吸い込まれちゃうんじゃないかってほど小さく小さくなっていた。

　だが、横で見てると耳までまっかで、もうバレバレだぜ、ＹＥＳって答えが。

　カミレは、まるで何かを懇こん願がんするかのような調子でたずねた。

「ひ、ひょっとして両思い？」

　ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　ＹＥＳ！

「ひょっとしてラブラブなの？」

　ＹＥＳ！　ＹＥＳ！　ＹＥＳ！

　ああ、神様！　もう限界です！　オヒョイヒョーイと連呼するのがこれほど声帯に負担をかける行為だとは思っていませんでした！

　僕はベイン流はやしことばからリタイアして、お茶でのどをうるおした。

　イ＝ウが僕から目をそらし、ネルリを見た。

「ネルリ、その人、いい人なの？」

　彼女の問いに面めん被かぶりネルリはうなずいた。

「あなたのことを大事にしてくれそう？」

　ふたたびネルリはうなずいた。

「はいはい、お幸せにっと」

　カミレがつまらなそうにいって、椅子の背板に肘を突いた。「くそ、未来記か……。やっぱ本物なのかな」

　イ＝ウが僕の方を見た。動どう揺ようしてるのバレたらまずいと思って、軽くほほえみを返した。彼女はウィンクしてきた。

　あ、ネルリのこと好きなのバレてる僕がここでヘコんでなかったら、ネルリのいっているのが僕だって発表してるようなものじゃん。

　自分のかくしごと力のなさに僕は愕がく然ぜんとし、うなだれた。

「あーあ、ふられちゃったか」

　サンガさんがショナの手を取っていった。「みんなの話も聞かせてくれよ。失恋とか婚約とか、そういうのないの？　レイチ、君はどう？」

　サンガさん切りかえ早ェ～……あと恋愛嗅きゆう覚かくパネェ～……。僕は、いやいや、あっしなんざとてもとても、と商人的ビジネスライクな姿勢で切りぬけようとした。

「どうせレイチには何もないだろう」

　ナナイが一方的な決めつけ発言をしたので、

「ちょっと、謝りなさいよ」

　と僕の中で一番気の強い人格に抗議してきてもらおうかとも思ったが、ある意味では助け船だということに気づいた。いいぞ、船頭さん！　出してくれ！

「いやもうホント、ここんとこトンとご無ぶ沙さ汰たで……」

　多少の見栄も張りつつ答えると、サンガさんはあわれむような目で僕を見た。

　ナナイが僕をチラチラ見ながら、いまにも笑い出しそうな様子でくちびるをふるわせていた。彼女と僕の間には、まだ顔を赤くしたままのネルリが――。

　こいつ、ナナイに相談しやがったな！　何してくれてんだよ！　こういうところから国家機密って漏れていくんだよ？　ある日ナナイがふと思いついて都みやこグネドコの調和の広場で、

「レイチとネルリがＬＯＶＥずっきゅん！」

　と声を大にして暴露したとしても、迷惑防止条例でしか取りしまれないからね、ウチみたいに自由な国家では。

　これで結局、当事者も含めて四人がこのスキャンダルのしっぽをつかんでるわけで、すなわちクラスの三分の一。こりゃもうキャインキャインだな～。最大派は閥ばつの座を賭かけてサンガさんちと全面戦争もありうる話で、マジヤバイこのパワーバランス。僕みずから血の雨が降る中をネルリとふたり愛の傘かさ差して歩く人間抑止力となるしかないのか、とポスト連れん邦ぽう時代のポリティカル・デザインを頭の中にサラリと一筆書きした。




　体がビクッてなって目がさめるのは疲れてるせいだって誰かいってた。

　梁はりからぶらさがる電球の光が痛いほどまぶしくて、僕は顔をしかめた。

　椅子に体を押しこめて眠っていたせいで、首と肩がきしんだ。スムーズに動かせるようになるまで時間がかかった。

　ネルリは器用に首を曲げて椅子の上で眠りこけていた。ミッカと○が同じような姿勢で重なり合って寝ていた。僕は大風で倒れた麦の穂を連想した。

　毛布をかぶったまま立ちあがり、テーブルの隅でカードをしている連中のところに歩いていった。

「何か来たか？」

　そうたずねると、

「何も」

「来ねーよクソッ」

「ちょっと黙ってろ」

　と不機嫌そうに答える男子諸君に対し、

「異状なしだ」

　とナナイだけがおだやかな声を返してきた。

　彼女が手をオープンすると、残りの三人はぶつくさいいながらカードを場に放り出した。彼らの前に置かれたマッチ棒をナナイが抱え込むようにして回収した。彼女の手元にはマッチ棒の山が築かれていた。

「クソッ、またやられた！」

　ヘイジンがテーブルをたたきかけて、眠っている女子を見、その手を収めた。

「彼女は手強いぞ。そろそろ本気を出すとするか」

　そういってサンガさんはカードを派手にシャッフルした。

「性た質ちの悪い奴ばかり相手にしてきたからな」

　ナナイは配られていくカードを見ながら少し口元をゆるめた。

　僕はネルリ未来記を運んできたネルリ親衛隊の顔を思いうかべた。なるほど、ああいう人たちとやり合っていれば腕もあがるだろう。日常的に腕一本とか賭けたバクチをしていそうだ。

「レイチも入れよ」

　ヘイジンが外がい套とうをどかして、席を空けてくれた。

「やめとく。身ぐるみはがされそうだ」

　そう答えたが、椅子には座らせてもらった。

　こりかたまった首を前後左右に曲げた。テーブルの上にネルリのひょうたんがひとつ置かれていたので、それを首筋に押しあててマッサージした。

　見あげると、闇の中に足跡の列が浮いていた。

　僕は温室内をながめわたした。下にあるものがガラスに映っているのかと思ったのだ。

　ふたたび顔をあげたとき、足跡がひとつ増えた。

　僕はひょうたんを取りおとした。

「上だ！　上に何かいる！」

　とたんにカードとマッチ棒がまきちらされた。

　ナナイとサンガさんが、それぞれの大事な人のもとへとかけ出した。

「人……森の人だ！」

　天井を見あげるヘイジンは放心状態だった。

　ワジはすっかり気が動転しているようで、地面に散乱したカードをなぜか必死に拾いあつめていた。

　頭上の足跡は屋根の中央部から始まり、煙突のある、入り口の反対側に続いていた。

「みなのもの、耳をふさげ！」

　ネルリの声がした。彼女はナナイの体を張ったディフェンスの下敷きになって、もがいていた。「ナナイ、ワジ、耳をふさげ！　月鬚つきのひげを吹く！」

　ツキノヒゲ……。

　記憶の底から浮かびあがる、いまわしい記憶――ネルリがいつも首からさげている笛。吹けば毒音波が発生し、そばにいるものの平へい衡こう器き官かんにキツ～イ一発をおみまいする、トラウマ級のアイテムである。

　僕はその被害者としての体験から迷わず耳をふさぎ、さらに、事件を風化させたくないという思いからクラスメイトたちに、

「耳ふさげ！　起きて耳ふさげ！　いいからふさげ！」

　といって回った。僕の声が大きすぎたのか、寝ぼけまなこの女子たちは耳に手をやった。

　濃密な空気の膜まくが体を通過していった。

　強烈な違和感に総毛立った。ナナイが耳飾りをおさえ、身をよじった。

　笛を口にして起きあがったネルリが、おしめの中に大便漏らす覚悟を決めた二歳児のように、二度、三度といきんだ。その度に僕の肌にふるえが走った。

　屋根のガラスが割れて、破片が落ちてきた。荒く鋭い光が舞った。

「森の人が怒った！」

　ヘイジンがテーブルの下から叫んだ。

　女子たちが頭をかばいながら僕にすがりついてきた。

「ここから出ろ！　行け！」

　僕は彼女たちを扉の方へと押し出した。

「あそこにいる！」

　カミレが懐中電灯で屋根に空いた穴を照らした。屋上の怪物は温室の骨組に足を取られて、壁の向こうに転げ落ちた。

「森の人が落っこった！」

　ヘイジンが叫んだ。

「追うよ！　レイチ、ほら早く！」

　カミレがかけ出した。僕は屋根を見あげて呆ぼう然ぜんとするネルリに目をやり、耳飾りに手を当てているナナイとワジをながめた。あの笛って、耳飾りに共鳴するのか……ガラスどうしよう隊長やサヘムに何ていおう……いや、それよりネルリを……ネルリを守らなければ！

「ネルリ、ナナイのそばを離れるなよ！」

　僕は返事も待たずに走り出した。落ちていたすきとサンガさんのピッケルを拾い、両手に持った。

　扉のすぐ外でサンガさんが女子たちを集め、周囲を見はっていた。

「あっち！　あっちにいる！」

　カミレが温室の外壁にそって光を走らせた。雪に半ば埋うずまる、黒い影があった。それはゆっくり起きあがり、林へ向かって動き出した。

「逃げるよ！」

「僕が追う！　このまま照らしておけ！」

　僕はすきの柄を雪に突き立てて、それを支点に棒高跳びの要領で思いきりジャンプした。着地点の雪は深く、肩まで埋まってしまった。サンガさんのピッケルを使い捨ての足場にして、僕はその穴から這い出た。

　雪の中を泳ぎ、怪物が通ったルートに入った。雪が踏まれていて、多少は歩きやすかった。

　怪物の背中が見えた。見み世せ物もの小ご屋やのおっさんなんか目じゃないくらい毛むくじゃらだった。その動きは緩かん慢まんだった。雪の中から足を引きぬくのに苦労しているようだった。

　僕は外套を忘れてきたせいで体が軽かった。寒さは感じなかった。林に入られたら逃げられる、というあせりに衝つき動うごかされていた。

　怪物の息づかいが聞きとれるほどまで距離をつめた。そいつは一度ふりむいた。相手の目にもあせりの色が浮かんでいるように見えた。

「食いやぶるぜ！　殺人魚雷フライング・キラー！」

　僕はレイチ百手のひとつを駆使して敵の背中に飛びかかり、雪の上に押したおした。ひぃっという小さな悲鳴が聞こえた。

「殺とったぁーっ！」

　僕が叫ぶと、

「レイチはそこにいな！」

　というカミレの声が返ってきた。

　僕は自分の下にいるものを手で探った。毛むくじゃらなのは毛皮だった。

　かなりゴージャスな毛皮の外套だった。

　帽子もかぶっていた。はやりの耳当てなし帽だった。

「逃げろ……」

　女の声だった。「森の中から何かが来た。こっちをねらっている。いますぐ逃げるんだ……」

　お前がいうな、という思いをこめて、その頭にレイチ氷ひよう雪せつ葬そうプチを食らわせた。

「こいつが……？」

　雪を分けてやって来たカミレが荒い息をつきながら、懐中電灯を構えた。「どこのモンよウダラァ！」

　ストリートできたえられた彼女の重い蹴けりが相手の上腕部に入った。苦しげなうめき声があがった。

「……さ、三年五組、ケート・ケートカ」

　彼女は雪から顔をあげた。電灯を向けられて目をつぶった。

「レイチ、知ってる？」

「いや――」

　だが、どこかで見た顔だと思った。

　僕はてのひらを首に当てて温めた。手袋まで忘れてきてしまったのだ。

　もはや逃げる気を失ったようなケートを見おろして、僕らは立っていた。

　やがてネルリとナナイが手に手を取ってやって来た。

「こやつか！　森の人、正体見たり、ただの人！」

　ネルリの蹴った雪がケートの体にかかった。

「見た顔だな」

　ナナイはいまだに耳飾りから手を離していなかった。「化学実験室にいた。そうだろう？」

　ネルリと僕は同時に「あ！」と声をあげた。

「思い出したぞ！」

「望遠鏡を借りに行ったときにいた人だ！」

　こちらを憎らしげに見あげるケートに、カミレが舌打ちひとつして、背中を蹴って倒した。

「で、こんな夜中に屋根の上で何してたの？」

　うつぶせになったケートは顔をあげなかった。

「申せ！」

　ネルリが足で雪をかけた。

「……煙えん突とつに雪をつめて、煙を逆流させてやろうと」

「煙ぜめか！　やることが実に汚い！」

　ケートのことばにネルリは跳とびあがった。

　僕とカミレは顔を見合わせた。

「煙ぜめ？　そんななまやさしいもんじゃねーよ」

「あんた、自分が何しようとしたか、わかってんの？」

　カミレはケートの体をまたいで立ち、胸倉をつかんだ。「煙突がつまったらストーブが不完全燃焼を起こすじゃない。一酸化炭素中毒で、へたしたらみんな死んでたところよ」

　高濃度の一酸化炭素を吸うと、酸素を血中に取り込めなくなり、自覚症状もないまま死に至る。

　小学校の理科の授業を思い出す。教科書に載っていた写真――家族が横になっていて、キャプションに「暖だん炉ろの不完全燃焼で十七人全員が死亡した」。ああクソ、なんであんなもんを子どもに見せるんだ。「一酸化炭素中毒による死者はその顔色がきれいな桃色をしている」っていう文章もトラウマだ。

「知らないわよ、そんなこと」

　ケートの口調はなげやりだった。「私の国はこんなひどい気候じゃない。もっと暖かくて、ストーブなんてないし、煙突もないもの」

「それでも化学実験隊かよ……」

　僕がいうと、彼女はあざけるように笑った。

「別に化学なんて興味ないし」

「何なの、こいつ？　話聞いてるだけでイライラする」

　カミレが彼女を突きとばした。彼女は雪に顔を埋めながらも笑っていた。

「そんなことよりさ、さっきもいったでしょ？　ヤバイのが森から来てるんだって。いっとくけど、ガラス割ったのあいつらだからね。きっと悪あく魔まよ」

「それよりも――」

　ネルリがぴしゃりといった。「なぜ私をねらったのだ！」

　ケートは体を起こし、膝ひざを抱えた。その首筋をナナイがとらえ、雪の上に引きずりたおした。

「ご下か問もんにはすぐにお答えしろ！」

　僕はその手を引きはがした。

「おい、荒っぽいまねはやめろ！」

　ナナイを押しのけて、ケートを助けおこした。

「すいません、頭に血がのぼっちゃってるみたいで。もうだいじょうぶです。もう手は出させません。よかったら、僕に話してみてくれませんか。どうしてこんなことをしたんですか」

　彼女は涙ぐんでいた。ホントは泣きたいのはこっちだよボケといいたかったが、男の子なのでぐっとこらえた。

「ネルリがサファルバエフに手を出したから――」

「手を出してなどいない！」

　ネルリは大量の雪を蹴とばそうとしたが、足を振りぬけず、バランスを崩してしりもちをついた。

「何それ嫉しつ妬と？　そんなの逆さか恨うらみじゃない。こいつホント救いようがないわ」

　カミレがあきれて、その場を立ち去るようなそぶりを見せた。

「じゃがいもの件も汝なんじか！」

　ネルリが問いつめると、ケートは口をつぐんだ。ナナイが般はん若にやの形ぎよう相そうでふたたび迫ってきたのを見て、僕は彼女を肘でつついた。

　彼女はあわててうなずいた。

「ヴェーラのパンツは？」

「……あなたが予言を口実にしてサファルバエフに近づいたから、こっちもそれを使って復ふく讐しゆうしてやろうと思った。あれはその予行練習。予言になぞらえて行動するための」

　彼女は僕を見てニヤリと笑った。「それと、とりまきのあんたを先につぶしてやろうと思って。本当はチェリのを盗んだつもりだったんだけどね。そっちの方がほしかったでしょ？」

　コ・イ・ツ……何もかもかんちがいしてやがる。「チェリ先輩のパンツだよ」っていわれて僕が飛びつくとでも思ってんのか？　安く見られたもんだぜ。目の前で脱がれたものしか信じねえよバーカ！

「バッカじゃねーの？　そこまでするなら、サファルバエフ先輩に告白すればよかったのに。ねえ？」

　カミレは僕を見て、口をへの字に曲げた。僕はうなずいた。

「うん。こんなくだらないことにエネルギー使うくらいなら、本人に向けたほうが――」

「うるせー一年」

　ケートは顔をあげ、僕をにらみつけた。「あんたに何がわかんのよ」

　彼女の目から涙があふれた。

「好きって気持ちだけじゃどうしようもないことだってあるんだよ。外国の王子様に告白して、何になるっての？　すんなりつきあえるって？　私は卒業まで我が慢まんしようと思った。卒業して、はなればなれになって、会えなくなれば、彼のこと忘れられるって。彼がどこのお姫様と結婚しようが、関係なくなるって。それなのにネルリ、あいつが――」

　彼女の帽ぼう子しをカミレが取り、それで頭をたたいた。

「それはあなたの事情でしょ？　ネルリには関係ないじゃない」

　ケートは肩をすくめた。

　僕は何もいいかえせなかった。

　ネルリと心を通わせた喜びがあとかたもなく消え去っていた。

　僕もケートも同じだ。

　どっちもずるい。

　どっちも先のことを甘く見すぎだ。片方は、いつか忘れられると思っている。もう片方は、いつかめでたく結ばれる日が来ると夢見ている。

「ケート・ケートカ、これから委員会塔に来てもらうわよ」

　カミレがケートの腕を引いて歩き出した。

　ネルリはただ立ちつくしていた。

「レイチ、怪け我がはないか？」

「ああ。君は？」

「だいじょうぶ」

　それ以上のことばを交わすことはできなかった。手がかじかんで脚がふるえていたが、移動をうながすこともできなかった。

　僕らは打ちのめされていた。つきあいはじめて一日しかたっていないのに、恋愛をこじらせた悪い見本を見せられて、意い気き消しよう沈ちんしていた。一日分の経験値しかないふたりだったのだ。

　突然、ナナイがあたりを見わたし、

「殿下、御ご免めん――」

　といってネルリを引きずりたおした。雪に埋まったネルリが「ナラー」と叫んだ。

　温室の方から誰かの声がした。

「カミレ、そこに何かいる！」

　ケートを先に立てて歩いていたカミレが、キャッと叫んでしりもちをついた。

　クラスメイトたちの懐中電灯から放たれる光が僕らの眼前を右う往おう左さ往おうした。

　僕は雪面に伏せた。しゃがみ込むケートを白い影のようなものが取りかこんでいた。

「何だ、あれは……？」

　ナナイがネルリの体におおいかぶさりながらつぶやいた。

　カミレが、いったん落とした懐中電灯を雪の中から拾いあげた。

　白しろ装しよう束ぞくの三人組が闇に浮かびあがった。彼らはケートの腕をひねりあげて、雪面に押しつけた。

　ひとりが白いフードを脱いで、こちらに近づいてきた。ナナイが息をのんだ。

「貴様、ネネフ……！」

　それは親衛隊の血の気娘だった。白いマントをはおり、靴からかばんまで白でまとめた、冬季装備だった。手にした小しよう銃じゆうにも白い布が巻かれていた。

「なぜ貴様がここに……？」

　当惑している同期の顔を見て、ネネフはわずかに笑みを浮かべた。

「殿下のご命令だ」

　彼女が背にする闇に、光が行き交っていた。懐中電灯を手にしたクラスメイトたちが温室の入り口からこちらにやって来ようとしていた。雪に埋まってはぬけ出すくりかえしで、光線は跳ねて乱れた。

　ネネフの銃の先端に銃剣がぎらりと輝いた。

　銃――割れたガラス――屋根の上の「毒蛇」――

　これらをつなぐ一本の糸が目の奥できらめいた。

「それ、撃ったな？　温室のガラスを割ったの君らだな？」

「威い嚇かく射しや撃げきでした」

　ネネフは負おい紐ひもを肩にかけて、銃を担になった。「驚かせてしまったことについては、おわびいたします」

　僕の首を絞しめて殺そうとしたときとは正反対のさめた表情だった。それがかえって恐ろしかった。

「あの発砲を許可したのは誰だあっ！」

　ナナイが怒ど鳴なった。ネネフは答えなかった。

　ネルリがナナイの体を押しのけて、這い出た。

「ナナイよ、誤解してはならぬぞ。相手が我々の手に負えなかった場合に備えて呼んでおいたのだ。たまたま本地で研修中だったのでな。別に護衛としての汝を軽んずるつもりはないのだぞ」

　いつもの癖くせだった。彼女は動揺すると早口で饒じよう舌ぜつになる。

　ネネフは気をつけをして、ネルリに敬礼した。

「月鬚の音色、確かに拝聴いたしました」

　彼女は耳飾りをなでた。「大ネルリの戦せん奴どになった気分でございます。さあ、どうぞ火のあるところへお移りを。あのものの処分はおまかせください」

「ご苦労」

　ネルリは敬礼を返した。

　仲間たちのところへもどろうとしたネネフをカミレが呼びとめた。

「あなた、処分って、何をするつもり？」

　ネネフは足をとめた。

「失礼、あなたは？　殿下のご学友ですか？」

「一年十一組カミレ・カミーチダ。八高自治委員よ」

　自己紹介するカミレにネネフは敬礼した。

「我々はシャーリック王国親衛隊です。処分の内容については、お察しください。大逆の徒です」

　カミレは手をうしろに組み、あごをあげて、ネネフをにらみつけた。

「殺すの？」

「お察しください」

　気をつけの姿勢のままネネフは答えた。その鼻の頭にかみつかんばかりの勢いでカミレが迫った。

「はっきりとした説明を求めます」

「お察しください、委員殿」

　親衛隊の刺客は、自治委員モードのカミレ以上に頑固だった。

　僕はネルリの肩を揺さぶり、顔をのぞき込んだ。

「やりすぎだ。いますぐやめさせろ」

「そうしなければならないことなのだ」

　ネルリの表情はこわばっていた。

　僕はなおも彼女の体を揺さぶった。

「簡単に人を死刑になんかするな」

「私を殺そうとしたのだぞ！」

　ネルリは叫んだ。「王たるべきこの私を……。それに死をもって報いぬのなら何とする！」

　背後から腕をつかまれた。ネネフが主君の体から僕の手を引きはなした。女子とは思えぬ怪力だった。

「王女太子殿下を害しようとしたものには、厳しい罰を与える必要があります。そうでないと他に示しがつきませんし、先例に背きます」

　彼女は僕をむりやりふりむかせ、腕をおさえつけた。「ご理解ください。レイチ・レイーチイチ」

「殿下、どうぞご再考を」

　ナナイが雪の上にひざまずいた。

「何を再考せよというのか！」

　ネルリはそっぽを向いた。「再考の余地などない！　死刑以外ありえぬ！」

「彼女は同じ八高生でございます。死刑というのはあまりにも……。どうかお慈じ悲ひを」

　ナナイは深く頭をさげた。

　僕の背後でネネフががなり声をあげた。

「貴様、それでも親衛隊員か！　八高生だからどうした。殿下は王女太子にあらせられるぞ！」

「ネルリ――」

　僕は背中で血の気娘を突きおした。「僕らクラスメイトだろ？　僕もナナイも君と同じ十一組だろ？　クラスメイトのいうことに少しは耳を傾けてみてもいいんじゃないのか」

　ネルリは頰をふくらませて、何かの炉をとめたときのように白い息をぶうっと吐いた。

　ナナイが顔をあげた。僕に一いち瞥べつくれて、意を決したように身をひるがえした。

「ナナイ少しよう尉いだ！　銃をおろせ！　命令だ！」

　彼女は親衛隊員たちの方へと雪を漕こいでいった。

　その背後からネネフが「ナナイ」と呼びかけた。ナナイはふりかえった。

　そこに小銃が放りわたされた。彼女は反射的に両手で受けとった。

　ネネフが飛びかかってパンチをみまった。彼女の拳こぶしはナナイの顔面をとらえた。

　ふらついたところに蹴りを食らって、ナナイは横ざまに倒れた。

　親衛隊員がひとりかけてきて、ナナイに銃を突きつけた。

「やめろ、伍ご長ちよう！」












　ネルリが叫んだ。

「我々は先のご命令を遂行いたします」

　ネネフは倒れたナナイに歩み寄った。

「やめなさいよ！」

　○の声がした。

「クラスメイトへの乱暴は許さんぞ」

　サンガさんの声も聞こえた。

　いつの間にか十一組のみんなが集まって、闖ちん入にゆう者しやネネフを取りかこんでいた。

　帰れ帰れと口々に叫ぶ彼らに対し、ネネフはフフンと鼻で笑ってみせる厚こう顔がんぶり。一方、ネルリは自分が帰れ帰れといわれているかのように小さくなって肩身狭せまそうにしていた。

　あのなー、自分で命令出しといて批判されたらすぐソレか？　ちゃんと責任取れよな。いっそ「責任取ってよね」って迫ってなかば強制的に籍入れてやろうか、そのまま森ん中に連れ去ってやろうか。森の生活で起こるささいなできごとをエッセイにつづって大ヒットさせて一躍エコライフのカリスマ夫婦になってやろうかとも思ったが、その前にうしろからヒットマンにズドンとやられちまうなあ。

　あれ？　目の前のネネフって、ズドンとやろうにも丸腰じゃない？　ナナイに放った銃が雪の中に埋まい没ぼつしてしまったので、雪を掘って捜している。彼女は僕のちょうど目の前にお尻を突き出していた。これってチャンス？　勝利ブロンドの女神ボニータがカモンカモンしてるようなもんじゃね？

　僕はキャオラッと奇声を発してネネフに両足タックルを食らわせた。

　いったんは押したおしたが、彼女は両手を突いた状態から強引に立ち、僕の左脇に腕を差しかえしてきた。

　クラスメイトたちがどっとつめ寄ってきた。

「手を出すな！　こいつは僕が倒す！」

　というまでもなく、彼らは僕のそばをかけぬけて、ナナイ救出に向かった。銃を突きつけていた奴を数にものいわせて取りかこんで、スクラムの下敷きにした。

「伍長殿、あの……ご命令を……」

　ふるえる声でいうのは、そもそもの原因であるケートを拘こう束そくしている兵士だった。声から推おすにカワイコちゃん新兵。ふむ……投降したまえ！　僕の魅力の前にね。

「標的のそばを離れるな！　こいつは私がかたづける！」

　そう部下に呼びかけてから、ネネフは僕の耳元でささやいた。「本地相撲か、知っているぞ。地面に寝ころがる汚らしい競技だ」

　彼女は右下手をがっちり握ると、胸を合わせたまま、膝蹴りを放ってきた。ももの内側にもらって、僕はバランスを崩した。

　僕は左上手をもっとしっかり取ろうとしたが、彼女のマントが邪魔で、しかも寒さで指先の感覚がなくなっていたので、うまくいかなかった。

　クラスメイトたちが、とっくみ合ってる僕らのまわりに集まって「レイチがんばれ」と声援を送ってきた。ネルリは「民タミフレー」と、あくまで中立的な立場から双方にエールを授けた。

　その間もネネフの足技はやむことがなかった。

「どうした本地民。歯ごたえがないぞ」

　僕は上手を何度も握りなおしていた。

　彼女に足を払われて膝を突きそうになったが、雪を蹴って、何とか体勢を立てなおした。

　ここでようやく相手のマントを上着の裾の高さまで引きあげることができた。

「見せてやる！　ブリザードよりも恐ろしく美しいレイチ相撲の真しん髄ずいを！」

　僕はマントの下の服をたくしあげ、その中に右手を差し入れた。そこはまごう方なき安らぎの人肌ポカポカ桃源郷であった。

　ネネフは、ひぁぁっと女の子らしい悲鳴をあげて身をくねらせた。その隙に僕は左を巻きかえ、もろざしの形になった。これぞ奥義「レイチの冷たい手」である。

　さらに右手を相手のズボンの中へと伸ばしていった。これぞ秘伝「レイチの冷たい手南へ」である。レイチ相撲――それは急所への攻撃をも是ぜとする究極の格闘技なのダ！　「ちょっと、やめ……」といったような声を発しつつ腰を引く彼女のあごに頭をつけ、一気に寄って出た。勢いに乗って、決まり手「寄り倒し」というのが彼女らの中途半端な相撲なのだろうが、レイチ相撲は立ってよし寝てＭんｍ～……ｇｏｏｄよし！　がウリ、すなわちここからが本番だ。勢いあまって前に乗りすぎた体を、下になった彼女がはねのけようとする力を利用してもどし、完全な馬乗りになった。

　フフ……、ここからは教育的配慮により肝かん心じんなところをかくそうとする雪煙なんかも介入しえないレイチ親方率いる闇やみ亜あヶが里り部屋のかわいがりタイムですぞ。入門希望者は身体検査を行いますので上着を脱いで待っててね。

　さて、この組みしいた新弟子ちゃんをどう料理してゴッツァンしようかと秘伝のエッチレシピを流し読みしていると、いきなり顔に強い光を浴びせられたので、僕は顔を背けた。

　クラスメイトたちは動きをとめていた。

　僕たちを見おろす格かつ好こうで、あらたな森の人が立っていた。

　本地の冬の森で行動するならこれくらいの防寒具が必要だったろう。シャーリック王国親衛隊のかさばるだけのマントや目の粗い服ではなく、外套の襟元に上質の毛皮を使い、全身に撥はつ水すい素材をとりいれた八高学生防衛隊の冬季装備だった。

「君は何をやってるんだ」

　防衛隊員は、女子にのしかかる明らかな怪人物である僕を懐中電灯で照らしていた。

「あの、これは、彼女に僕のちゃんこを……いえ、相撲を取ってまして」

「下にいるのは誰だ」

　防衛隊員が明かりを下に移した。

「あ、これはですねえ、森の――」

「どうも、お疲れ様です。パトロールですか」

　僕の体を押しのけて、ネネフが立ちあがった。彼女は白いマントとズボンを脱いだ。その下は制服――八高の制服だった。

「こんな時間に相撲か？」

「ええ、『力くらべなら相撲だろう』ってなって」

「一年十一組は元気だね」

「よくいわれます」

　防衛隊とにわか偽学生ネネフがふつうに談笑しているのを見て、僕は悪い意味でイキかけた。

　残りふたりの親衛隊員たちも白装束から八高生女子に早がわりしていやがった。

　いったいどうなってんの？

　ひょっとして、この世界という物語って全て学園ものに変換可能なの？　レイチ・レイーチイチ育成計画がスタートしてんの？

「これはどうしたんだ」

　温室のそばに立つ、別の防衛隊員がいった。彼の懐中電灯がガラスに乱反射した。

「割れているようだが……」

「割れてますかねえ」

　ワジがいっしょになって見あげていた。

「割れているように見える」

「割れてないかもしれませんよ」

「いや、あれは割れている」

「でも、もうこれ以上は割れないでしょう」

　彼は彼なりに事態をごまかそうとしていた。しかし、それにも限界が来て、彼の相手をしていた防衛隊員が相棒を呼んだ。

　目の前に立っていた防衛隊員が去ったので、僕は急いで、忘れられていた「毒蛇」ケートの背後に忍び寄った。

「先輩、いますぐ自首してください。あのガラス割ったの先輩ってことでいいですよね」

「え？」

　ケートは涙で顔をベタベタにしながらひざまずいていた。「あれは、あいつらが撃ってきて……」

「そこを何とか。先輩が割ったってことで」

「なんでそんな……」

　僕は彼女の肩ごしにネネフを指さした。

「いまあのイカレポンチに殺されるのと、自治委員に叱しかられるのとどっちがいいですか」

「……私、ホントに殺されるの？」

　彼女は声をふるわせた。

「あの人たちは本気です。冗談で他国に暗殺部隊を派遣する奴なんていませんよ。だから防衛隊に保護された方がいいですよ」

「それでホントに助かる？」

「助かります」

　僕は彼女の肩に手を置いた。「いいですか、ガラスを割ったことだけ自白してください。動機は何でもいいです。他のことは、ややこしくなるので、一切触れないように。特にあのメスゴリラどもについて証言すれば国際問題になって、先輩もこれまでの全ての悪行を白状するはめになりますよ」

「ガラスだけ……ガラスだけね。わかった」

「だいじょうぶですからね。堂々としてください」

「う、うん」

　先輩は墓ぼ穴けつからよみがえったばかりのような、生命体としてギリギリの歩き方で防衛隊員たちに近づいた。

「あ、あの～、私がやりました……」

「あれ？　ケート先輩？」

「どうしたんですか、こんなところで」

　彼女の体に二筋の光が向けられた。

「あの、実は、ネルリさんが私たちのグループをぬけて、温室でワイワイやるなんていうから、ちょっと頭きて……」

　彼女は肩をすくめた。「やっちまいました。温室もネルリさんも。スイマセン……」

「先輩？」

「何か火薬の音みたいなの聞こえたんで来てみたんですけど、あれ先輩ですか？」

「スイマセン……」

　彼女は頭をさげた。

「誰かにいわされてるみたいなんですけど」

「本当にだいじょうぶですか？」

「スイマセン……」

　とりあえず委員会塔の方で、という感じで、挙きよ動どう不ふ審しんの先輩は防衛隊員に連れられていった。お大事に。

「ナナイ、あなただいじょうぶ？」

　カミレの声にふりかえったナナイは、なぐられた顔に雪を当てていた。

　主君のもとにかけてきたワジがネネフを指さした。

「あ、コイツ！　……誰だっけ」

　僕は身元を明かそうとする彼女を制止した。

「実はこの人、ネルリが呼んだ毒蛇退治のスペシャリスト。笛を吹くとすぐ来るんだ。すごいだろ」

「どうして君と相撲取ってたんだ？」

　ヘイジンの疑問はもっともなものだった。

「それはな、僕が彼女の力をちょっと試させてもらったんだよ。うん、合格！」

　僕が肩を強くたたくと、彼女は露骨に嫌そうな顔をした。

「ナナイのことなぐってなかった？」

　○が敵意のまなざしを向けてきた。

「実はこの二人、過去に色々あってな。カワイコちゃん新兵の取り合いとか、まあ色々さ」

　僕がいうと、○はホホゥといってあごをさすった。

「あの先輩は？　あの人が毒蛇？」

　とショナがたずねてきた。

「いや、その器じゃないな。ただのさびしんぼうだな」

「どうして彼女たちはうちの制服を着てるんだい？」

　とサンガさんがきいてきたので、そんなん知らねーよ！　何かのフェチかフェスじゃねーの？　とキレそうになったとき、ネネフが一歩進み出た。

「これは、みなさんの中にまじって隠密行動を取るために用意したものであります」

　別のひとりも前に出てきた。

「シャーリックではむかしから『盗んだ羊は羊の群れにかくせ』といいます」

　最後のひとりはおずおずと同どう僚りように並んだ。

「帰るときは正門から堂々と帰ろうと思いまして……」

「ふざけるなよ貴様ら……」

　ナナイが手にしていた雪の塊かたまりを握りつぶした。「何が隠密行動だ！　ネネフ、そのリボンは何だ」

　指さされたネネフは襟えり元もとに目をやった。

「えっ、何か変か？」

「我が校のリボンは無地だ！」

「しまった！」

　ネネフのリボンは緑と黄色のストライプ柄だった。

「それに貴様！」

　ナナイに指さされた親衛隊員は、むくれたような顔をした。

「何でしょうか、少尉殿」

「本地の学校ではな、ボタンを動物の角で作ったりはしないのだ！」

「しまった！」

　彼女の上着のボタンは円えん錐すい形けいの目立つ代しろ物ものだった。ネルリがそれを見て「オ、ナイスデザイン」と感かん嘆たんの声をあげた。

「最後に貴様！」

　三人目は照れてうつむいた。

「私にも何か？」

「制服に国旗を縫ぬいつけるな！」

　ナナイは彼女の腕をつかみ、うしろを向かせた。その背中には、黄・白・緑の大きな三色旗が張られていた。

「しまった！」

「何か惜しいようで全然惜しくないわね、三人とも」

　カミレが腕を組んで、彼女らをとくと観察した。

「でも、記念ですから」

　ネネフが校則違反のリボンをつまんで、形を整えた。

「ええ、記念です。あの八高に来られてよかった」

「友だちに自慢できます。特別に仕立てたかいがありました」

　彼らのコメントから察するに、どうも公の予算でオーダーメイドしたっぽい。公務員とカネの問題ってどの国もいっしょなんだな、と思った。

　彼らを見て笑うクラスメイトの中で、イ＝ウだけが浮かない顔をしていた。

「ねえ、温室の中に冷たい空気が入ってきてるみたいなんだけど……」

「しまった！」

　ネルリは跳びあがった。

　僕は、温室の中の植物が全部駄目になってしまったかもしれないのに、自分が何も感じてないことに驚いた。それどころじゃない、とさえ思っていた。処理しなければならないことが多すぎたんだろう。

「殿下、屋根の応急処置にこの三人を使いたいのですが、お許しいただけますか」

　ナナイの願いにネルリはうなずいた。

「よいだろう。ネネフ、これよりナナイ少尉の指示に従え。先の命令は取り消す。勝手なことで申しわけない」

　ネネフは気をつけをした。

「おことばですが、太子殿下にあらせられては将兵に謝罪などなさるべきではございません。先例に背きます」

「わかった。先の謝罪は取り消す。急ぎ、ナナイと作業に当たれ」

　ネネフは王女様に敬礼した。

「御ぎよ意いのままに」

　ナナイが屋根の上を指さした。

「あの穴をふさぐのに、中のテーブルを使う。三人、来い」

　親衛隊員たちはナナイに尻しりを蹴られながらかけ足で温室の中に入っていった。

　カミレは委員会塔の様子を見に行った。

　ワジは割れたガラスを拾うといって温室にもどった。

　○▽◇はそれを手伝いにいった。

「眠いから寝る」

　といいながらヘイジンは彼女らのあとについていった。

　妻にうながされて、サンガさんは雪に埋もれたピッケルの捜索をあきらめ、妹を連れて暖だんを取りに帰った。

　僕とネルリは星空を見あげていた。雪のかわりに降る月の光があたりを白く輝かせていた。

「殺せばよかった。殺せばよかった。私と汝らを殺そうとしたのだ。この場で処刑すべきであった」

　そういってネルリは目を閉じ、深いため息をついた。

「そんなこというなよ」

　僕は体を揺すった。急に寒さが身にしみてきた。

「シャーリックならば五族まで誅ちゆう殺さつするに価する罪だ」

「やめろよ、おっかない」

　体のふるえがとまらなかった。「あらためてわかったよ。君と僕とはちがう」

　ネルリは黙って聞いていた。

「君と僕とは立場も考え方もまるでちがう――でも、いっしょにいたい。五年後、十年後もいっしょにいたい。ずっといっしょにいたい。そのために何をすればいいのか、僕はいま考えている」

「私もいっしょに考えたい」

　彼女が僕の手に触れた。僕はその手をしっかりと握った。

　そしてしっかり考えた。いまにしてみればどうかと思うが、あのときの僕はしっかり考えたつもりだった。

　彼女の手のぬくもりがいとしかった。

「未来記で調べてみよう。僕らの未来を」

「汝が未来記を……？」

　ネルリは目を丸くした。

　彼女の食いつきがよすぎて、いい出したこっちがびっくりしてしまった。

　ちょっとかっこつけたセリフをいってみただけなのに。「ピュアな方以外入店禁止」みたいなもんだよ。ピュアじゃなくてもいいんだよ。ピュアじゃないからいいんだよ。

「はじめてだ。汝が私に未来のことをたずねるなど。未来記の力を認めるなど」

　ネルリは何だかうれしそう。

　いや、そうじゃないんだけど……。ご両親にごあいさつにうかがいたいとか、ネルリ史観を全面的に受け入れますみたいなニュアンスで受けとられると困る。イカンイカン、ふたりのこの温度差。こういう小さなすれちがいからやがて別れが……って縁えん起ぎでもない。別れるなんていやだネルリううわぁあああああああん。

　この広い連邦ではなればなれになってしまったら、別々の国に別れたりしてしまったら、もう二度と会えない気がした。そうでなくても僕らの間には格差があり、立場のちがいがあった。

「どうすれば僕ら、いっしょにいられるかな。こうして手をつないでいるだけじゃなく、この先ずっと。君の未来記に答えが書いてあればいいな」

　虫のいい奴だと思われたかもしれない。彼女はほほえみ、夜空を仰いだ。

「調べてみよう。私たちがともに生きていく途みちを大ネルリにたずねてみよう」

　大ネルリだろうが何だろうが、使ってやろうと思った。何をしても、誰を敵に回しても、ネルリと生きていこうと決めた。

　クラスメイトたちのところにもどる前に、僕らは一度だけ抱きしめ合った。













　世間では、耳みみ刈かりネルリ二百年ぶりに来きたる！　なんていって騒いでいるけど、二世ネルリにとってみれば七年ぶりの連れん邦ぽう中央部だ。




　七年かけて旅たび仕じ度たくはうまくなったが、旅それ自体には慣れないし、あまり好きにもなれない。

　大学にいたころはよく旅をした。大陸を横断する大鉄道をはじめ、さまざまな国のさまざまな汽車に乗った。途中、誰も降りない、物売りも駅員もいない、駅舎も何もない駅に停まると、そのたびに僕は迷った。

　――ここで降りてみようか。

　でも、結局僕は降りなかった。その度胸がなかった。連邦の辺境には、汽車が停まるのは今回かぎりなんじゃないかと思わせるほどさびれた駅がある。そこで汽車を降りたらもう二度ともどれないんじゃないかという恐怖にかられる。

　僕の旅は日常からの逃避ではないのだ。たぶん何かを探す旅なのだと思う。

　たとえば「八高前」を。

　誰からも忘れられたような駅に心ひかれるのはきっとそのせいだ。

　僕の旅の始まりはいつも、駅舎も何もないあのさびれた「八高前」駅だった。

　学校が長期休暇に入ると、僕らは正門前からバスに乗って大鉄道の「八高前」駅で降りる。そこで十一組の面々は二手に分かれる。都みやこグネドコ方面にのぼる列車に乗るものと、くだりで帰郷するものとにだ。

　終業式の最中から僕らはそわそわと落ち着かなく、寮りよう塔とうで荷物をまとめている間もぺちゃくちゃしゃべり、我先にと飛び乗ったバスの中でだれかれ構わず話しかけ、汽車に乗るときには感極まってそれまで話したこともなかった相手と泣きながら抱き合ったりする。平日の真っ昼間に他の客はほとんどいないので、客車の中で僕らはふたたび騒ぎはじめる。

　そのまま夜を徹して騒いで、疲れて、座席の上でうとうとしかけたころ、汽車は都グネドコに入る。石造りの、急ぎ足の、川霧の立つ街――僕らは黙って窓の外をながめる。

　グネドコ中央駅で、僕らは人の波に押しながされる。八高の制服が目立つせいで周囲の街並みから浮いているように感じる。僕はヘイジンといっしょにバスに乗って帰るか、カミレの家にあがり込むか、喫茶店に入るかして、体を街に溶け込ませる。




　僕はあのころ求めていたものをいまも探しつづけている。




　今回の旅は、これまでのものとは少しちがう。二等客車の床に置かれているのは汚れた旅行かばんだが、その中には、グネドコ中央駅前の百貨店できれいに包装してもらった贈り物が入っている。ちゃんとした店で食事ができる上着とネクタイも持ってきている。

　僕は旅先で待ちうけているものを知っている。

　いままでの旅は何かを探す旅ではあったが、それを見つけて手にしようという旅ではなかった。ある意味では「見つけられないこと」に逃げ込む旅だった。

　今回の旅はちがう。




　汽車はずっと海にそって走った。

　マルマイチ王国の首都ラクイエフは歴史のある港町だ。初代ネルリが来襲したとき、ラクイエフはすでに貿易で大いに栄えていた。もちろんそこで一度は焼け野原にされたのだが、五十年もかからずに復興した。歴史と文化と底力のある都市だ。

　それはとても立派な駅だった。

　グネドコ中央駅はだだっ広くて、連邦各地からの線路がそのまま引き込まれる場所だった。それに対し、ラクイエフの大路駅では、汽車が近づくにつれ無数の線路が小気味よく収しゆう斂れんしていった。海岸近くまで山が迫っている地形がそうさせているのだ。

　山の斜面にプラットホームが階段状に並んでいる。並行して走る線路を大きな天てん蓋がいがおおい、それが一連の光景に駅としての統一感を与えている。

　列車が停まったので、僕はかばんを肩にかけた。

　下車すると、とたんにごうごうという響きに包まれた。地上の物音が全て天蓋に反響している。天蓋の内側には、かなり高い位置まで通路が設けられている。

　天蓋中央部から大きな横断幕が吊りさげられている。本地標準語とマルマイチのことばとシャーリック語が書かれている。その内ふたつしか僕には読めないが、おそらく全て内容は同じだろう。

「二世ネルリ陛へい下か御ご来らい朝ちよう万歳万歳万々歳」




　ホームを行きかう人は多いが、意外に物売りが少ない。制服の警官や軍人の姿が目立つ。

　指定された待ち合わせ場所は、いまいるホームの東二番通路だ。脇の線路をまたぎこしてそのまま天蓋へと続く空中通路の階段に、本地標準語で「歓迎　レイチ・レイーチイチ様」と書かれた札を持った男が立っていた。駅係員の制服を着ている。

　彼は僕を見ると、帽子を軽く持ちあげた。

「レイチ・レイーチイチ様？」

「ええ、そうです」

　僕が答えると、彼は白い手袋をはめた手を差し出した。

「お待ちしていました。ようこそ、マルマイチ王国へ」

　彼と握手しながら、僕はかばんをおろし、周囲に視線を巡らせた。

「他のみんなは？」

「すでにご案内しております」

　彼は上着の内ポケットから駅の見取り図を取り出してひろげた。「この通路から天蓋通路へ出まして、そのふたつ上の階においでです」

「では僕もそこに」

　彼は腕時計を見た。

「申しわけございません。これからもうお一ひと方かたの列車が入ってまいりますので、私はそちらに向かわねばなりません。どうぞこの地図をお使いください」

「誰が来るんですか」

「ナナイ・ドゥベツォネガ様です」

　僕はうなずき、かばんを取りあげた。

「それなら僕もごいっしょしますよ」

　ナナイの乗る列車は、僕のいたところより五段ほど低いホームに入ってきた。

　彼女と会うのは三年ぶりだ。

　最後に会ったのは、僕が就職して都グネドコを離れる直前に、いっしょに食事をしたときだ。

　彼女は教育大の大学院に進んだ。

　客車からあふれ出た人波の中から彼女を見つけ出すのは容易ではなかった。高校生のころならあの髷まげが上に突き出ていたので遠くからでも発見できたのだが。

　結局、彼女の方から声をかけられた。

「レイチ！」

　彼女は大おお股またに歩んできて、僕を抱きしめた。最後に会ったときとちっともかわらない。あいかわらずあでやかな耳飾りをつけている。かわったのは眼鏡めがねをかけていることぐらいだ。

「ナナイ、ひさしぶりだな」

　高校の三年間で背が伸びた僕だが、彼女の身長には届かずじまいだった。彼女は僕の肩に手を置いて、わずかに見おろしていた。

「待っていてくれたのか」

「僕もついさっき着いたとこ」

　彼女は僕の顔をつくづくとながめ、何度もうなずいた。男友だちのように強く肩をたたかれた。

「みんなは？」

「もう来てるってさ」

　僕らは案内に従って空中通路への階段をのぼった。

　ナナイの髪ははじめて会ったときのように長くなっていた。ネルリが国に帰ってしまってから、彼女はばっさり髪を切り、目の化け粧しようもやめてしまった。○によれば、そのいでたちのりりしさに、教育大の女子学生の十数人が「その道に転びかけた」という。

　あれからもう七年たつ。

　空中通路はまるで吊つり橋ばしだった。はるか谷底に貨物の出入りする一番ホームが見えた。港につながっているのだ。通路の手すりからナナイが顔を出し、すぐに引っ込めて、頭を振った。

「貴様、去年は論文を何本書いた」

　彼女は唐とう突とつにたずねてきた。

「えーと……三本。内二本は主任技師との連名」

「三本？　一年でたった三本？」

　彼女は何かを手で放るような仕草をした。

「君は？」

「八本。内、査読誌に七本」

「すごいなあ……」

　心底感心している僕を彼女は鋭い目で見た。

「モリー先生は年十五本書いたそうだ。我々の担任になる前の年に」

「そりゃバケモンだな」

　僕は苦笑した。「そういえば、この前の冬休みも八高に行ってきたんだって？」

「ああ、特別講義でな。モリー先生はお元気だった。あそこは……いい学校だ。施設も学生も」

「そうだな」

　僕らはしばし思い出にひたった――つもりだったが、彼女はそう甘くなかった。

「貴様、もっと書け。出世できんぞ」

　彼女は僕の尻しりをかばんでたたいた。

「わかった。がんばる。君もがんばれ」

　前のめりになった僕を見て、彼女は笑った。

「私は来月から二高で週二コマ受け持つことになった」

「そうか、よかったな。ナナイが先生か……。しかもあの『ゆとり二高』で……」

　彼女は教育心理学を専攻している。軍人時代の貯えと中学や高校の非常勤講師で生計を立てているが、もう少しで連邦第一種教員資格が取得できるので、そうすれば常勤のポストも見つかるだろう。

「八高出身であることは学生たちには秘密にしておこう」

　彼女と僕は顔を見合わせて、ニヤリと笑った。二高は八高のライバル校だ。あらゆる分野において「あいつらだけには負けたくない」とお互い思っている。サンガさんとワジの出場したフットボール対抗戦の殺さつ伐ばつとした盛りあがりは忘れられない（フィールド上のではなく、スタジアム通路での乱闘の方）。

　天蓋の通路が張り出した部分に椅い子すとテーブルが置かれ、カフェテラス風になっていた。そこに席を取る男女の中に○と◇の冠かんむりが揺れていた。

「ナナイ！」

　こちらに気づいて、○が手を振ってきた。まわりのものたちが僕らを見た。

「まあ、ナナイ」

「レイチも」

「おお、来たなあ」

　なつかしい声がする。

　彼らの足元から小さな先駆けが僕らのもとへやって来た。

　彼女の背丈に合わせてナナイはしゃがみ込んだ。

「お名前は？」

「ムイカ！」

　少女はハキハキと答えた。

「年はいくつかな？」

　彼女は指を四本出した。

「サンガそっくりだ」

　ナナイは少女の頰ほおをなでた。

「パパのおともだち？」

　見あげるムイカに僕はうなずいた。彼女はそれを母に報告するため、かけもどった。

「マルマイチへようこそ、ナナイ、レイチ」

　ショナが少女をスカートにしがみつかせたまま椅子から立ちあがった。その腕にはむつきにくるまれた赤ん坊が抱かれていた。

　ナナイはその子を抱かせてもらった。眠っていた赤子は抱き方が下へ手たなのを嫌ってむつかりだした。

「あ、そうだ」

　僕はかばんを開けて、贈り物を取り出した。「ミッカ、婚約おめでとう」

　兄嫁の隣に座っていたミッカが静かにほほえみ、僕の頰にキスした。

「ありがとう、レイチ」

「私からも」

　ナナイが赤ん坊をショナの手に返し、僕が渡した贈り物の上に小さな箱を重ねた。

「ありがとう、ナナイ」

　ミッカは――同い年の僕がいうのも変だけど――大人になった。気品のある女性になった。

「ねえ見て、ミッカのお相手」

　イ＝ウが僕とナナイに一枚の写真を差し出した。彼女はちっともかわっていなかった。学部を二年で終えて、二十歳のときから大学院生に旧共和制語を教えているというのに、ちっとも先生らしくない。手足が細くって、髪なんか短くって、先生というより乙女系転校生といった感じだ。

　写真の中には、椅子に腰かけたミッカと、その肩に手を置いて立つ男性の姿があった。

「優しそうな人だね」

　僕がいうと、彼女ははにかみつつうなずいた。

「ええ、とてもいい人よ」

「サンガの紹介だって。私にも誰か紹介してくれないかな」

　そういって○が笑った。彼女は本地資本の証券会社ではたらいている。一年に一度、資産運用をすすめる手紙をよこす。

「しがない研究員に、投資なんてムリ」

　と返書すると、

「レイチの年収なら、年利これくらいで――」

　と恐ろしく正確な数値を書いて送ってくる。

「私、本地標準語しゃべるの、ひさしぶりなの。うまく話せているかしら」

　ミッカが上目づかいにたずねてきた。僕はうなずいた。

　彼女はサンガさんちでひとりだけ本地の大学へ進んだ。高校に入ったころはお兄様にたよりきりだったのに、卒業するころにはすっかりたくましくなった。卒業後に連邦弁護士の資格を取った彼女はいま、貧しい人たちの相談を積極的に受けることで有名なラクイエフの弁護士事務所に勤務している。

　僕は近くの椅子に腰をおろし、隣に座る男に声をかけた。

「何だよ、なまいきにヒゲなんかはやしちゃって」

「これがないと行く先々でガキに見られるんでね」

　ヘイジンは口のまわりをおおうヒゲをしごいた。彼と僕は固く握手した。

「さっきサンガの息子に思いきり泣かれてさ。参ったよ」

「剃そればいいのに」

「いま剃ると、ここだけ日焼けしてなくて変なんだよな」

　笑う彼の前にナナイが立った。

「ひさしぶりだな。何だそのむさくるしいヒゲは。いますぐ剃り落とせ」

　彼は彼女と握手した。

「他じゃ評判いいんだぜ？　お前らが変なんじゃないの？」

　彼は高校時代から、連邦の外に行ってみたい、といっていた。

　大学を途中で飛び出し、彼は商船会社にもぐり込んだ。

　彼は夢をかなえた。

　僕が大学時代に旅をしたのは、高校生ながら休みごとに一人旅をしていた彼のまねにすぎない。僕は、彼のようには旅を愛せなかった。

「みなさま、カミレ・カミーチダ様とソック様が到着されました」

　係員の声に、僕らは一斉にふりかえった。

「みんな、ひさしぶり」

　肩にかけていたかばんを床に置いて、カミレが腕をひろげた。○とミッカがかけより、その胸に飛び込んだ。

「やあ、カミレ先生」

　ナナイが手をあげて、彼女たちに歩みよった。

「ひさしぶりね、ナナイ先生。非常勤決まったって？　おめでとう」

　彼女はナナイの肩に手をやった。

「開業資金の方はどう？　順調？」

　○がカミレの胸から顔をあげた。

「それがさあ、いい物件ってなかなかないのよ。結局、実家の隣の粉屋にしようかと……」

「あのきったねえとこ？」

　ヘイジンが声をあげた。カミレはこちらに気づき、手を振ってきた。

「よくおぼえてるわね。あそこの二階よ」

　彼女は医師の卵だった。

　高校時代に、彼女は大きな挫ざ折せつをした。それがどういうものだったのかは教えてくれなかったが、一度に襲ってきたものではなく、ゆっくりと彼女の見とおしに影を落とすようになったのだという。

　彼女は生まれ育った町で生きていくことを決意した。

　▽は本地で生きることを選んだ。彼女は中央活動委員会に入った。

「委員殿」はさっそうと現れ、クラスメイトたちと旧交を温めると、僕の隣に座った。

「ここはひさしぶりでもないのよね」

「この前会ったの、先月だっけ。僕が実家に帰ったとき」

　僕らの会話を聞いたヘイジンが笑った。

「感動がないねえ」

　▽と僕は同じグネドコ理大に進んだ。彼女は僕の大学時代の親友だった。彼女は僕を色々なところに連れ出してくれた。ふたりで映画や芝居をたくさん観た。チェリ先輩が小さなホールでやった前衛舞台も観に行った。現在チェリ先輩は都グネドコで振付師兼舞台演出家をしている。ヴェーラは大学一年のときに胸を病んで故郷に帰ってしまったという。彼女の卒業式が顔を見た最後だ。

　中央活動委員会にスカウトされたとき、▽は僕の家に来て僕の父と話し合った。その席で僕は父の仕事の話をはじめて詳しく聞いた。父は楽しそうだった。家であれほど楽しそうに話す父を僕ははじめて見た。あとで、彼が僕と▽を恋人同士とかんちがいしていたことを知った。

　▽はナナイを「先生」と呼んでからかい、○やイ＝ウとベインのことばで笑い合った。

　サンガさんの娘が母の手からぬけ出し、小さな靴をぱたぱた鳴らして走った。

「パパー」

　彼女はフォーマルなスーツに身を包んだ父に飛びついた。

　マルマイチ王国参事サンガ・サンガニチは、かつて僕たちのよきクラスメイトであり、そのころからかわらずよき夫、よき兄であり、いまはよき父であり、きっとよき社会人なのだ。僕だって社会人の端くれなので、雰ふん囲い気きでわかる。彼はちゃんとやっている。

　彼はあいかわらずさわやかな笑顔で、僕たちに歓迎のことばをかけた。

「もうすぐご到着だ。ほら、すぐそこの三十二番ホーム」

　彼にうながされて、僕らはテラスの下をのぞいた。プラットホームに各国のおえらいさんらしき人たちや着飾った衛兵や楽人が並び、さらに多くのものがそのまわりに群れをなしていた。マルマイチとシャーリックの小さな国旗を手にした子どもたちがどこからか動員されてきて、引率者から指導を受けていた。

「すげえ人数」

　ヘイジンは身を乗り出して、ホームの端から端までを見わたした。

「イ＝ウ、あなたもチェロ持ってくればよかったわねえ」

　○がはしゃいだ声をあげた。

　サンガさんはムイカを抱っこしたまま僕の隣にやって来た。

「やあ、ひさしぶり。元気そうだね」

「おかげさまで、参事殿。いや、パパ」

　僕がいうと抱っこされてるリアル娘はぽかんとした顔で僕を見おろした。

「高校卒業して以来だから、七年ぶりか」

　彼は空いた手で僕と握手した。

「そうだね。七年ぶりだ」

　そう、今日は七年ぶりのことなのだ。

　この七年、僕は何をしてきただろう。何をせずにここまで来れたろう。あの約束を信じること、泣き言をいわないことだけは心がけてきたけれど。

　サンガさんは高校卒業後、参事補を二年やって、いまは参事五年目だ。妻との間に一男一女、妹は婚約中。家族がどんどん増えていく。充実した人生だ。それにくらべて僕の七年間は……いや、よそう。今日までやってきたようにやろう。約束を、自分を信じよう。

「僕はこれから国王陛下のおそばにつかなきゃならないんだ。君たちの案内は彼にたのんであるから」

　彼はふりむいて駅係員を見た。僕はうなずいた。

「ムイカは？」

　少女がたずねた。

「ムイカはママと、それからミッカおばちゃんといっしょにおいで」

「はーい」

　すなおないい子だなあ。それにくらべて僕は……まあ、そこは負ける気がしないのでだいじょうぶだ。

「次に会えるのは明日？」

「そうだね、明日の夜。夕食会で」

　僕とサンガさんはもう一度握手をして別れた。




　僕らが連れてこられたのはプラットホームの端の端だった。並ぶ同窓生たちの列は半ば駅の外に出ていた。夕刻の風に潮の香りがまじっていた。

「これはしばらくかかりそうね」

　イ＝ウが行列の先頭をはるかに見ていった。

　シャーリック王国御用列車の先頭車両は最後の蒸気を吐き出し、長旅の疲れをいやす眠りにつこうとしていた。歓迎する人の列は列車と並んで走っていた。

「もう降りておいでだと思うが……」

　僕の横でナナイが爪先立ちをして、遠くのおえらいさんゾーンを視界にとらえようとした。

「ちっちゃすぎて見えないんじゃないの？」

　カミレがいうと、みんな笑った。肩を寄せ合って立っているので、その声は体に直接響いた。

「親衛隊は来てないのかな」

　例の痛いた兵へい隊たいたちの派手な色彩はどこにも見えなかった。

「あれだ。あのグレーのスーツを着ているものがそうだ」

　ナナイの指さす男を見て、僕は、シャーリックもあかぬけたものだなあ、と思った。

　女王二世ネルリはシャーリック王国をかえた。

　彼女は高校三年生の夏に即位した。最後の半年は国に帰っていて、ほとんど学校に来なかった。修了式には来たけれど、卒業式には来なかった。卒業式の十一組は十一人しかいなかった。

　僕らが進路についてあれこれ考えているとき、彼女は王家に寄生するものたちを切りすてる作業に打ち込んでいた。僕らが大学の入試を受けるため都グネドコに滞在して緊張でおなかをこわしたりしてたころ、彼女は大ネルリの血を引く母方の一族を政権から追放するのに忙しかった。

　たくさんの血が流れた、という話を僕は新聞で読んだ。本地とシャーリック王国の友好関係は危機に瀕していた。中央活動委員会は王国の人権侵害に強く抗議した。彼らは国家を人にたとえた。

　僕の頭の中には王国の中の人のことしかなかった。

　ネルリは無事だろうか。

　シャーリック王国で十万人規模の暴動が発生。

　ネルリは無事だろうか。

　シャーリック王国と周辺八ヶ国が資源開発のための共同宣言に署名。

　ネルリはちゃんと書けたかな。

　シャーリック王国で冷害が発生、農業に打撃。

　ネルリは寒くないだろうか。

　シャーリック王国が「極東の小さな大国」と呼ばれるようになるころには、本地でも王国に好意的なことばが聞かれるようになった。

　僕はネルリに全面的な好意を寄せることができなかった。僕が好きになったのは僕のそばにいるネルリで、彼女がいなければただの遠いネルリでしかなく、うまく好きになれなかった。

　今回、女王二世ネルリは即位後はじめて連邦中部諸国を歴訪する。本地には立ち寄らない。本地の中央活動委員と会談は持つが、それはここマルマイチ王国で行われる。本地はシャーリック王国と対立を続けている。シャーリック王国はそれを利用して、それ以外の国との連携を強めている。彼らのやり口に中央活動委員会は憤っている。僕はネルリが近づいてうれしい。

　歓迎の列にそって走ってきたスーツの男が▽の冠を見て、何かにぶつかったような顔で立ちどまった。

「あ、ワジ！」

「本当だワジだ」

「うわっ、かわってないなあ」

　ワジ・ワジーチは事態がまだよくわかっていないような感じで、元クラスメイトたちに揉もまれていた。彼とここで会うのは意外だった。

　卒業式の前に、第二寮塔のネルリの部屋をきれいにかたづけたのが彼だった。

　彼はシャーリックの隣にあるホホローク王国の大学に進み、そこの蹴しゆう球きゆう部ぶに入った。チームは極東リーグの一部と二部を行ったり来たりだったが、彼は花形ウイングだった。四年の時には連邦大学体育委員会の優秀選手賞も受賞した。連邦全体で六百人くらいが受賞するもので、『中央活動通信』に載った彼の名は小さな小さなものだったけれど、それでも僕はうれしかった。僕のネルリスクラップブックのページの隅には彼の出場した全ての試合のスコアが記録されている。

　大学卒業後、侍じ従じゆうとしてふたたび王宮に仕えはじめた彼は、それまでのお側役としてのキャリアは一切考慮されず、下っ端の下っ端に置かれた。僕は彼が今回の外遊に随ずい行こうできるはずもないと思っていた。

　だが、彼はいま目の前にいる。

「約束がちがうんじゃないのか？」

　僕は彼にいってやった。「連邦選手権の決勝まで勝ちあがって、都グネドコで試合するんじゃなかったのか？」

「惜しいとこまで行ったんだ」

　ワジはほほえんだ。「極東予選会の決勝、第四クォーターまで、俺たちはリードしてた。あと一歩だったんだ。ホントさ」

　僕は彼を抱きしめた。

「何があと一歩だ。本大会に出場してもいないんじゃないか」

　彼は僕の髪を手でグシャグシャにする。

「ホントに勝てそうだったんだぜ。ああクソ、ホントさ。信じてくれよ」

　高校生のころとかわらぬ笑顔に涙が見えた。僕も泣いていた。

「信じるよ」

　僕らは涙をふいて、鼻水をすすって、握手した。

「俺、いまから夜の御ぎよ会かいの会場で色々セッティングがあるんだ。ごめん、行かないと」

　彼は一度立ち去りかけて、あともどりした。

「この子がチビサンガ？　おお、かわいいな。いい子だ。この子もチビサンガ？　おお、かわいいな。いい子だ」

　彼は手早く子どもたちの頭をなでると、待たせてあった車に全速力で乗り込んだ。「じゃあ、明日の夕食会で」

　車窓から手を振る彼を僕らは見送った。

「あいつ、だいじょうぶかな」

「もっと楽な役もらえばいいのに。コネがあるんだから」

「でもがんばってるじゃん。ワジらしいよ」

　女王陛下のおいでを待つ緊張感が、彼のせいですっかりそがれてしまった。僕はナナイが貸してくれたハンカチでもう一度涙をぬぐった。

　ふりかえると、ネルリはすぐそばまで来ていた。

　中央活動委員会の女性メンバーみたいな白いスーツを着た彼女は、太ったおっさんと握手をかわしている。おっさんはしきりに頭をさげている。彼がネルリ陛下万歳で、隣の軍関係とおぼしき、背筋をぴんと伸ばしているおっさんも万歳で、その隣が万々歳とすると、万歳万歳万々歳、万歳万歳万々歳……と来て、僕は五回目の万々歳に当たっていた。

　ネルリはショナの前に立ち、握手を求めて手を差し出した。だが、彼女の手は子どもたちでふさがっていた。

「ミッカ様、この子を――」

　彼女が義妹に預けようとした娘の手を、ネルリが取った。

「お父上によく似ておいでだ」

　彼女は小さなムイカに、手の中に収まる小さな鈴とくちづけを授けた。

「ショナ、よき子どもに恵まれたな」

　ショナはうなずきながら、涙をこぼした。

「陛下、ご無ぶ沙さ汰たいたしております。よくぞおいでくださいました」

「ここに来られたことをうれしく思う」

　ネルリは、母の涙にとまどう娘の頭をなでた。

　ミッカがスカートを持ちあげてお辞じ儀ぎをした。

「女王陛下、ご無沙汰しております」

「やあ、ミッカ。婚約おめでとう」

　ネルリは彼女に封筒のようなものを手渡した。「式の日取りが決まったらまた教えておくれ。どうかお幸せに」

「ありがとうございます、陛下」

　ネルリはミッカの頰にキスをした。

　ヘイジンのヒゲを見ると、ネルリはほほえんだ。

「よく似合っておる」

「ありがとうございます、陛下」

　ネルリは髪型をかえていた。高校生のころより、髷が小さくなって、たらしている部分が多くなっていた。

「海はどうかね」

　たずねる女王に、海の男は笑顔で答えた。

「ええ、とてもいいですよ。うまくいえませんが、とてもいいです、陛下」

　海のない国の女王は満足げにうなずいた。

　○がネルリの手を取り、ひざまずいてキスをした。

「陛下、ふたたびお目にかかれて光栄でございます」

「ハツー、手紙をありがとう。いつも楽しみにしている」

「光栄でございます、陛下」

　○はそっと涙をぬぐった。今回の集合場所を手紙で僕らにしらせてくれたのも彼女だった。

　イ＝ウもまた両りよう膝ひざを地面につけた。

「陛下にはおかわりなく――」

　彼女は涙ぐんでネルリの手に二度くちづけた。ネルリは彼女の頭にそっと手を置いた。

「クラス一の秀才はやはり秀才であった」

　ネルリはそういってほほえんだ。イ＝ウは立ちあがり、涙をこぼした。

「ええ……陛下、私などまだまだこれからでございます」

「精しよう進じんなされよ」

　カミレはやって来るネルリを待ちうけて、その頰にキスをした。

「陛下、よくぞまあ、ご立派になられました」

　ネルリはキスを返した。

「汝は夢をかなえたな。人々を守って生きるという夢を」

「陛下こそご立派です。ご立派な王様です。あのころおっしゃっていたとおりのご立派な――」

　泣き崩れそうになったカミレの体をイ＝ウが支えた。

　ネルリは一度うつむき、ふたたび謁えつ見けんを待つものたちの列に対した。

「委員殿」

　呼びかけるネルリに▽はいたずらっぽくほほえんだ。

「かつての呼び方でお願いいたします、国王陛下」

「ソック」

　ネルリも笑った。「まさか中央活動委員になるとは」

「陛下こそ、まさか七年もおいでにならぬとは」

「何だ、汝はかつての呼び名で呼んでくれぬのか」

「それは明日の楽しみにとっておきます、陛下」

　▽はにっこり笑ってネルリと握手した。

　ナナイは緊張してまっさおな顔をしていた。彼女は七年前、ネルリが彼女を残して王国に帰ってしまったことを恨うらんでいた。本地に置きざりにされたと思っていた。彼女は軍籍を離れ、恩給も辞退していた。

　彼女の姿を見て、ネルリは目を細めた。

「ナナイ……」

「陛下……ご無礼を……長いご無沙汰を……」

　ナナイは小さなかつての主君にすがりついた。腰を折り曲げて、ネルリの肩に顔を埋うずめた。ネルリは彼女の背中をさすった。

　彼女の眼鏡がはずれて落ちたので、僕は拾おうとした。しかし、それを先に取ったのは、ネルリに近侍していた親衛隊員だった。

　かつての血の気娘ネネフが、ナナイの眼鏡を手にしていた。彼女はそれを拾いあげ、フレームを丁てい寧ねいに折りたたんだ。僕をみとめると、彼女は小さく会え釈しやくをし、眼鏡を差し出した。僕が受け取ると、彼女はふたたびネルリの背後にもどっていった。

　ネルリとナナイはシャーリック語で会話していた。大学でシャーリック語講座を受け、いまも独習している僕には、その内容が少しだけ聞き取れた。

　ふたりは「約束」について話していた。ネルリは僕だけでなくナナイとも未来の約束をしていたのだ。それに気づいたとき、僕はシャーリック語の耳をふさぎ、本地標準語の耳になった。ふたりだけの約束を余人が知るべきではない。

　ネルリはゆったりと僕の前にやって来た。

　本当にゆったりしていた。七年もかけてやって来たのだ。

　再会の涙にくれる仲間たちをよそにネルリは、式典に臨むかのようなおごそかなおももちで僕と相対した。

　信じられない鉄てつ面めん皮ぴ！　冷血！　オニ！　悪あく魔ま！　耳みみ刈かり！

「陛下、おかわりなく――」

　僕はことばにつまった。

「レイチ、汝も――」

　ネルリは何か優しいにおいを嗅ぎつけたかのように、視線を漂わせた。

「本当におかわりなく、成人されたときと同じようなご様子で――」

「そうか？」

　ネルリは僕を見すえた。

「ええ、おかわりなく」

「そうかな。色々なことがあって、かわったつもりだったが」

　本当にいろいろなことがあった。その全てに僕はネルリの不在を感じた。秋から冬へとうつりかわるときのように、時間の流れが、光が僕らに与える熱の去っていくのがとても速く感じられる季節を、僕はネルリと共有できなかった。

　恨んでも恨みきれない。悔くやんでも悔やみきれない。

「あの日の約束をまだおぼえているか？」

　ネルリのことばで、十年前のあの冬の夜のことが記憶の底から浮かんできた。

　僕は答えた。

「ええ、おぼえています」

「それを実行しているか？」

「ええ」

　僕はうなずいた。「考え、信じています。そして、生きています」

　それはネルリのことを。ネルリのために。

「私もだ」

　ネルリの顔はあのときのままだった。

　僕らは約束した。五年後、十年後もいっしょにいようと。五年後、十年後にいっしょにいられるよう、たとえ離れていても、その日一日を真しん摯しに生きることを。

　高校を卒業して僕らははなればなれになった。彼女は王として国を統治しなければならなかった。

　僕は何かにならなければならなかった。彼女のそばにいるのにふさわしい何かに。

　彼女が八高ですごした最後の日――三年の修了式の日に、彼女は例の未来記を開いて、もうひとつの約束をした。

　――必ずシャーリックの政治を安定させてみせる。それが済んだら、ともにくらそう。

　そのとき彼女は再会する日時までも指定してみせた。

　僕はそれを信じることにした。

「明日、詳しい話をしよう。新しい未来のことも含めて」

「はい、陛下」

　僕は噓うそをついた。本当は、ネルリとともに生きるために何をすればいいのか、いくら考えてもわからなかった。七年かけてもわからなかった。最後には、あきらめた。ネルリとともに考えられないなら、いくら考えても無む駄だな気がした。だから、ネルリの未来記に示された再会の日をただ待つことにした。そのことだけを考えて僕は生きてきた。

　山の中を歩きまわり、木の一本一本にしるしをつけ、調査用の堰せきで川の水位の変化を測定した。誰が読むのかわからない論文を研究所の紀き要ように載のせた。炭焼きみたいに何ヶ月も山にこもったこともあった。木や花や雲以外に話し相手がいなかった時期もあった。砂漠に花畑を作るなんてやっぱり無理なのかな、と考えてはそれを打ち消した。

　そうやって僕はネルリに会える日が来るのを待っていた。

　それと同じことだ。あと一日。明日まで待とう。

「私は内政にも外交にも全力を注いできた」

「存じております、陛下」

「そのかいあって、こうしてマルマイチ王国までやって来ることができた」

「はい、陛下」

「長く苦しい日々だった。王とは孤独な存在だ」

「お察しします、陛下」

「全て汝に新しい未来を告げるためのことであった」

「はい、陛下」

　僕はネルリを待つ運転手や、親衛隊や、従者たちを横目に見ていった。「お約束の日付から二年も待たされましたがね。『五年待て』とおっしゃったのはどこのどなたでしたかね」

　ネルリはぺろりと舌を出した。

「王は噓をつく」

「ええ、陛下」

　僕はうなずいた。笑いがこみあげてきた。

「明日会おう」

　ネルリはほほえんだ。

「ええ、陛下」

「信じるか？」

　ネルリの白い歯がこぼれた。

「ええ、陛下」

「噓かもしれぬぞ」

「ええ、陛下」

　たぶん僕らはお互いに伝えたいことが多すぎるのだ。お互い何かいおうとして、そのタイミングが重なってしまって、口を開けたまましばし見つめ合って、そして笑った。












「明日」

「ええ、明日」

　僕はネルリに触れなかった。ネルリは僕に触れなかった。とりまきにとりまかれ、ネルリは、カメラのストロボが吹雪ふぶきのように降りかかる中を、車に乗り込み、去っていった。

「明日……」

　あとに残されて、僕はつぶやいた。

「明日だ」

　消えていったテールランプの跡を見つめて、ナナイがいった。

「ママ、私もあした行くのよねえ」

　ムイカが母の手を引いた。ショナは優しくうなずいた。

　僕らはかつて頑かたくなで、他の季節にないほど頑なで、うまくいえないことがたくさんあった。若い感情を幼い人たちにゆずりわたしたいまなら、少しはうまく話せる気がする。少しずつだけど。

　ネルリが去ったあとのラクイエフ大路駅はかえってにぎやかになった。

　いままでどこに隔かく離りされていたのか、物売りがどっと押し寄せてきて、「おのぼりさん」たちにアタックしはじめた。僕は近くを歩いていたお茶屋の女の子を呼びとめて、彼女の持つお盆から小さな茶ちや碗わんを取った。代金を払うときに、予習しておいたマルマイチ語で、「美お味いしい」の最上級形「とても美味しい。ママのにはかなわないけど」を口にしてみたが、発音が悪かったのか、女の子は苦笑するだけだった。

　たくさんの荷がホームを行き来した。虫かごのようなものに鶏にわとりを詰めて天てん秤びん棒ぼうで運ぶ男がいた。汽車の運行に追われて人々が出入りした。僕らだけ大勢でつったっていて、まわりから浮いている感じだった。

　ネルリを出迎えたおえらいさんはとっくに帰ってしまっていた。警備兵は整列して転進し、子どもたちは動員を解除されて駅を離れた。ネルリ列車は操車場へと引かれていった。僕らは十一組の九人にチビッコ二人を加えた十一人で、たのもしいほどに多勢だった。

　先ほどの集合場所へ荷物を取りにもどった。係員が僕らのかばんを見てくれていた。

「ひとまずホテルに荷物を置きに行きましょ」

　うつらうつらしはじめた赤ちゃんの背中を軽くたたきながらショナがいった。

「みんなで同じとこ泊まるなんてひさしぶりだね。八高を思い出すね」

　○は満面の笑みを浮かべていた。

「我々のおやすみのキスもひさしぶりだねえ」

　僕がいうと、絵葉書売りと何やら交渉していたヘイジンは「あ？　そうだなあ」と適当なあいづちを打った。それを聞きつけた▽がホホゥとつぶやき、目を細めた。

　車を呼びに行こうとした係員をイ＝ウがとめた。

「ひさしぶりだし、みんなで歩かない？」

「そういえば、あのころもよくいっしょに歩いたわね」

　カミレがかばんをかつぎあげた。「どこに行くにも誰かがいっしょだった」

　ナナイがショナを気遣うようなことをいって赤ん坊をふたたび抱っこした。赤ん坊はやはり泣いた。ムイカがおねだりしてミッカに抱っこしてもらっていた。

　僕らはぞろぞろ連れだって駅を出た。

「これから何か食べようよ」

「何にしようか」

「ショナ、おすすめは？」

「いつも行ってるとこでいい？」

「いい、いい」

「食うぞ飲むぞ！」

「そうだよ、明日休みだもんね」

「せっかく有給取ったんだしね」

「あ、私、これ勤務扱い」

「出た、委員会！」

「明日、昼間どこ行こうかなあ」

「買い物したい買い物」

「せっかく来たんだしね」

「あ、私、この旅行、全部経費で落ちるからおごる」

「出た、委員会！」

　僕らは星空が落ちてきたような夜の街を目指して、なだらかな坂をくだりはじめた。

　明日になれば噓じゃないことがいえそうな気がしていた。たぶん僕らはみんな、そう信じていた。
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　あとがき（ネタバレおよび犯罪を助長する恐れのある表現を含みます）


石いし川かわ博ひろ品し






　本作の初稿を書き上げた直後の打ち合わせの席で、担当氏にこう尋たずねられた。

「レイチとネルリはセックスしたんですかね？」

　それはある程度予想できた反応だった。

　俺おれはあいまいな表現が好きだ（何にも考えてないのがバレずに済むからね）。

　例のシーンも、どっちともとれるようにボヤけた感じにしたかった。「ネルリ中古騒動」なんつって全国数千万のネルリストたちが俺のネルリ御殿に押し寄せてきて火でも付けたりしたらかなわんからね。俺は別にいいんだけど、ほら、最近ＣＯ２排出規制とか何とかうるさいでしょう？　面積が面積だけに、「ドンマイ」で済む話じゃないんだ。押し寄せてくるのがレイチストとかだとどうせ二、三人くらいだろうからバット持って追い払えるんだけどね。

　そんなわけで、俺は当りさわりのない答えをしておいた。

「二人が結ばれたかどうか、それは読者キツズたちの判断に任せたい。なぜなら俺の作品はリリースされた瞬間から彼らのものになるのだから。そして、彼らは俺たちよりも真実をつかむことに長けているのだから」

　その打ち合わせが「はあ」ってな感じで終わったのも、まあ予想通りだった。

　その夜、家に帰って日課の自動車泥棒に精を出していると（リバティーシティにて）、神様かビル○イツか何かからズビズバと何かが送信されてきた。

「童どう貞ていでないレイチは果たしてレイチと呼べるのか？」

　わあ、そうだった。非童貞のレイチなんてただのオオカミ少年、いや、もはやオオカミ男だ。ガオー。怖い！

　そんなことに気づかないなんて、俺は……バカだ……。

　すっかり打ちのめされた俺は酒・女・ロックに溺おぼれた（リバティーシティにて）。




　さて、校正をしなきゃならんというので久々に自分の書いたものを読み返してみると――

　ヤッとるね、この二人。

　……いったいどんな顔して書いてたんだろ俺、と思って鏡を見たら、いつものほほえみデブが映っていたのでホッと一安心。

　たぶんテンションがすごく上がった状態で書いていたんだろうなあ。そのあとの二章を読むと明らかに枯かれてるもん。最後の章なんて自分で読み返してちょっと涙ぐんじゃったもん。みんなと別れるのが悲しくて泣いたんじゃないよ。本当だよ。

　また会いましょう。さようなら。
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ネルリもとうとう最終巻ですね。自分は未だに縁あって学校というものに通い続けているのですが、卒業していく学生をみるたびにしみじみとしています。

http://blog.masa-sleep.but.jp/
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